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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　深遊
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　プロローグ──混沌幻想──







　そこには夜しかない。


　そこには全すべてがある。


　そしてここには欺ぎ瞞まんしかない。


　ここには矛む盾じゆんしか存在しない。


　しかし、ここが全てだ。全ての始まりなのだ。


　ここより全てが始まったのだ。


　ゼロ領域。


　存在しないはずの世界。


　おれはいま、ここにいる。ここに在る。


　炎ほのおを引き連れ、ここにいる。夜色の少女とともにここにいる。


　少女は笑っている。憔しよう悴すいし、疲ひ労ろうし、摩ま耗もうしていたはずの少女が笑っている。こここそがわたしの世界だと笑っている。


　穴を越こえこの場所にいる。


　少女の存在を主張する高笑いに揺ゆさぶられながら、おれは惑まどっていた。


　あってなきが如ごときこの世界を構築するもの、満たすもの、オーロラ粒りゆう子しに飲み込まれそうになって、惑っている。


　オーロラ粒子は世界を覆おおう欺瞞を現実とするもの。


　矛盾を生み出すもの。


　全てと同義となるもの。


　無を有とするため、その起き爆ばく剤ざいたる心を求めておれに殺さつ到とうしている。


　それを炎が焼く。おれの取り込んだ炎が焼やき払はらう。


　だがそれも、完かん璧ぺきではない。炎の隙すきを突つき、おれの心に入り込む。全てをさらけ出せと暴れ回る。


　増ぞう殖しよくする。


　おれの内部にどうしようもない衝しよう動どうが生まれてくる。


　それは、なんだ……？


　おれは、なんだ……？


　オーロラ粒子はおれの正体を、おれという人間を、おれという存在を、その根源を、その行動原理を、全てを暴あばき立て、白日の下もとに晒さらし、それを虚きよ構こうの現実と化さしめようとしている。


　その中で、おれは、茫ぼう洋ようとした意識の中でその光景を見る。


　記き憶おくを掘ほり返す。それはオーロラ粒子による影えい響きようか、さあ全てを見せろとこの光景を眼前に展開させているのか。


　そこは、先ほどまでいた場所。


　そして、先ほどとは違ちがう場所。


　苦く悶もんする少年の姿もなく。


　迷いながら突き進む少女の姿もない。


　都市を覆う怪かい物ぶつの姿もなければ、激げき闘とうを乗り越える強者の姿もない。


　おれがまだ、夜色の少女の飼い犬だった頃ころの話。


　おれがまだ、学生という身分だった頃の話。


　おれが、いま以上に惑っていた頃の話。





　学園都市、ツェルニでの記憶だ。






　第一章　──狼たち──







　世界が揺らぐ。


　ぐらりと傾かたむき、目眩めまいに似た形で回転する。


　おれは立ち尽つくし、世界が形を崩くずす様を眺ながめている。世にも恐おそろしい美び影えいを引き連れた少女が、おれを見つめたまま微笑ほほえんでいる。


　その、蠱こ惑わく的な笑みの前で、おれは崩れゆく世界の中心に立たされ、必死に己おのれを保とうとしている。


　少女の手はおれに伸のばされるが、それは届くことなく、崩れゆく世界の輪りん郭かくに触ふれ、崩ほう壊かいの後押しをしている。


　いや、この少女が世界を壊こわしている。おれを中心とした世界を壊していく。壊れていく様を、まるで他ひ人と事ごとのように少女は見つめている。


「さあ、獲え物ものを狩かってきなさい」


　肉の奥深くに垂らされたかのような、蜜みつのごとき粘ねばり気けのある言葉に、おれは抗あらがう。結末は変わらないとしても、この少女の形をした魔ま性しようの言いなりになるのだけはごめんだ。


　おれは抗う。


　崩れ行く世界でただ一人となって、抗う。


　流れ行くままに狩り場へと向かわされるのだとしても、抗う。


　解き放たれる一いつ匹ぴきの獣けものとなるために、抗う。


　目を閉じる。


　そして開く。


　その時には、世界はもう変わっている。


　見知った光景は一つもない。


　新たな場所にいる。


　エアフィルターに包まれた人の世界に立っている。広大な荒こう野やを放ほう浪ろうする巨きよ大だいな都市の上に立っている。


「さて……」


　腰こしに巻かれた剣けん帯たいの重さを確かめつつ、歩みを開始する。


　この場所に奴やつらはいる。


　狼ろう面めん衆と名乗る、奴らはいる。





　世界は汚お染せん物質に満たされている。


　いつ、どこで、誰だれが、なぜ……全ての疑問を放置して、この世界は、この状じよう況きようはここにある。汚染物質は人を焼き、五分で肺機能を腐くさらせる。あらゆる動植物がこの物質の前ではなすすべもなく、大地はただ荒あれ果はてるのみ。


　ただ一種、こんな荒れ果てた世界に順応した獣たち、汚お染せん獣じゆうを除いて、全ての生命は大地に見放された。


　それでも人は生きている。


　自律型移動都市レギオスの上で生きている。


　巨大な、歩行する都市の上で喜び、哀かなしみ、怒いかり、憎にくみ、ごく自然に人として生きている。人を餌えさとする汚お染せん獣じゆうたちから逃にげるため、都市は動き、人は生きている。


　武芸者と念ねん威い繰そう者しやという異種人類を派生させながら生きている。


　時に都市の動力源となるセルニウムの鉱山を奪うばい合うために都市同士、人同士で戦いながら……


　人は生きている。





　おれは、歩いている。


　驚おどろくほどに人のいない都市の街並みを無視して、歩き続ける。遠くに見える都市の足は凍こおり付いたように沈ちん黙もくを保ち、エアフィルターに隔へだてられた空は灰色に染まっている。限られた空間を活用するため、都市内の建物はごく自然に高層建築物が増えていく。その中でもこの都市は、建物と建物を繫つなぐ空中回かい廊ろうを多数、張はり巡めぐらせている。空から見下ろすことができれば、巨大な蜘く蛛もの巣すにでも見えるかもしれない様相を呈ていしている。そのことから天てん蜘ち都市と呼ばれている。


　天蜘都市アトラクタ。


　それが、この都市の名前だ。


　空を見上げてわかるのは、蜘蛛の巣にたとえられる都市の姿のほんの一部のみ。


　巨大な蜘蛛の巣はなにを捕とらえたのか。


　空中回廊で切り分けられた空を見ながら、おれはそう考える。


　捕らえられたのは、おれか。


　なんの目的で、なにを為なすためにここに送られてきたのか、それをはっきりと知ることはない。


　いや、目的はわかっている。


　復ふく讐しゆうだ。


　だが、その目的の対象がなにを求め、なにを画策し、なにを企たくらんでいるのかは、全て霧きりの奥底だ。


　ここで為すことがなにに繫がるのか。


　おれは、奴らのなにを妨さまたげているのか。


　イグナシス。


　リグザリオ。


　二者の対立の外側で、おれはなにをやっているのか？


　そんなことを考えているのは、おれの気持ちが闘とう争そうへと昂たかぶっていないからだろう。


　ゆらりゆらりと、この灰色の都市の中を蜃しん気き楼ろうのように進んでいく。


　誰もいないのは、この場所が現実とわずかにずれているからだ。仮想と現実の狭はざ間まにある、泡あわのような危うい空間の中をおれは進んでいる。


　無音。


　ただ、おれの足音だけがかすかにこの世界に波を立たせている。その、あるかなしかの波は紋もんをかき消す、荒あら々あらしい息づかいと細く乱れた足音が近づいてきたとき、おれは剣帯に手を伸ばした。


　通りの角から飛び出してきたのは一組の男女だった。おれよりもすこし年が上か。二人とも必死の顔で走っている。女は胸になにかを抱だき、男はそんな女の背を押すように、背後を守るように走っている。


　体の動きから、二人とも武芸者のように思えた。


　だが、その速度は武芸者のものではない。常人よりも速い疾しつ走そうではあっても、普ふ通つうの武芸者の戦せん闘とう速度には遠く及およばない。


　なぜか。


　夢の中のようにおれはそれを見つめていた。どこか現実のように思えないのは、ここ最近ではいつものことだ。己の中の時が定まらず、大地が定まらず、ただ復讐という名の牙きばを磨みがくことしかできていないおれにとって、逃げ惑まどう男女という図はなに一つとして行動を定めるに足るものではなかった。


　男は傷つき、その手には復元された錬金鋼ダイトが握にぎられている。剣だ。


　女も傷ついている。だが、その手に錬金鋼ダイトはない。腰に剣帯もない。胸に抱いたなにかを落とすまいと必死な様子だ。


　二人の体から落ちる血が、大気に溶とけ、地面に点々と朱しゆを垂らす。


　女が武器を握っていない理由、武芸者でありながら武芸者的な速度で移動していない理由、それは女の胸に抱かれたものにあった。


　赤子だ。


　おくるみにくるまれた一部から、赤子の小さな手が零こぼれだし、女の胸にかかっている。泣いている様子もなく、静かなものだ。


　男女がおれに気付いた。


　足を止める。警けい戒かいした顔。男がおれの前に立つ。人の絶えた都市の中で、おれを敵と思うのはしごく当然のことだろう。


　おれは男女に語りかけもせず、ただ、足を止める。男の構えた剣が剄けいの光で満ちる。


　敵意がほとばしる。断だん崖がいに立たされた男の気き迫はくがおれを打つ。その切実な殺意が、おれの精神を揺ゆり起おこす。異界をさ迷う茫ぼう洋ようとした境地を現実へと立ち返らせる。


　だが、まだ足りない。


　足りないものはわかっている。


　男の目が驚きよう愕がくに見開かれた。


　おれがなにかをしたわけではない。ただ、男の胸から無数の鋼が姿を見せた。


　女が悲鳴を上げる。赤子が変化を感じ取って泣き声を上げる。


　男が口から血を吐はく。姿を見せた鋼は、刃やいばだ。反り返った片かた刃ばの、そして峰みねに当たる部分には鋸のこぎり状の小刃を備えた凶きよう暴ぼうな鋼の牙が姿を見せている。


　女が男の名を呼ぶ。男が崩れ落ちる。血の泡を吹ふきながらなにかを呟つぶやいている。赤子が泣なき叫さけび、男の手から錬金鋼ダイトの剣が落ちる。


　鋼が地面を打つ音。力なく倒たおれる肉の塊かたまりが地面を叩たたく音。


　無音にして男女の背後に、そしておれの正面に現れる、無数の仮面の集団。獣けものを象かたどったその面、同じ姿、同じ背せ丈たけ、手に握る武器も同じ。


　奴らは自分たちを狼ろう面めん衆と名乗っていた。


「よう」


　おれは口を開いた。


　世界が元に戻もどる。


　おれの世界が元に戻る。


　仮想と現実。灰色の世界にあって、おれは夢見がちな少年でもなく、酔よいどれでもなく、牙持つ者として、おれとして、ディクセリオ・マスケインとして、ようやくここに立つことができた。


　強ごう欲よく都市ヴェルゼンハイムを滅ほろぼされた復讐者として。


　いとしいものを奪われた奪だつ還かん者として。


　おれはここに立つ。


「やっぱりいやがったか」


　女が茫然とした顔をしている。片手は赤子を抱き、もう片方の手には男の剣が握られていた。


　男の死を乗のり越こえ、胸に抱く赤子のために戦う決意をした女がそこにいる。


　おれの世界。


　復讐という、ただそれだけのために生きるおれが戻ってくる。口には自然と笑えみが浮うかんでくる。唇くちびるがめくれあがり、その下の歯が大気に触れ、乾かわくのを感じる。


　剣帯に伸のびた手が錬金鋼ダイトを摑つかむ。


　復元する。


「また貴様か」


　狼面衆の誰かが呟く。あるいはそれは同時だったのか、それともかぶっている仮面が奇き妙みような反はん響きようをしたのか、その声は不可思議に耳に届く。


「またおれだ」


　おれは笑みを浮かべたまま、復元した錬金鋼ダイトを肩かたに担かつぐ。巨大な鉄の塊。鉄てつ鞭べんという類たぐいの武器。しかしそれは、あまりにも巨大に過ぎ、あるいは単純に金かな棒ぼうとでも言った方がいいのかもしれない。
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「また、邪じや魔まをするか」


「また、するのさ」


　この狼面はおれがなんのために敵対しているのか、知っているのだろうか。あるいは発生した段階の奴やつらと、いま目の前にいる奴らは違ちがうのか。なにか変化があったのか。


　ヴェルゼンハイムを呑のみこんだ仮面と、こいつらは違うのだろうか。


　それは、どうでもいいことか。


　枝は違うのかもしれない。


　だが、根は同じだ。


「おまえたちがイグナシスとかいうのと繫がっている限り、いくらでも邪魔してやるさ」


「愚おろかな」


　狼面の誰だれかが呟く。


「我等は無数にして無限」


　また、別の誰か。


「その我等と、ただの個でしかないお前がどう対たい峙じするというのか」


「どうとでもするさ」


　おれは歩き出す。


　茫洋とでもなく、蜃気楼のようでもなく、しっかりと大地を踏ふみしめて前に進む。血を広げる男の横を抜ぬけ、全すべてに敵意と警戒を振ふりまく女の横を抜け、赤子の泣き声を無視して進む。


　おれと狼面衆の挟間に、邪魔となるものの存在をなくす。


「それまで、お前たちはおれに殺され続けろ」


　狼面衆が動く。おれを囲むように……いや、包囲と見せかけて背後の女に襲おそいかかろうとする。


　させやしない。


　担いだ鉄てつ鞭べんを一いつ閃せん。放たれた衝しよう撃げき波はが狼面衆の動きを牽けん制せいする。横に回ろうとしていた者たちは足を止めざるを得ない。


　おれは前に出る。超ちよう速の踏み込みで眼前の一人の頭を潰つぶし、隣となりにいた者の胴どうを薙なぐ、吹き飛んだそいつが別の奴にぶつかる様を横目に、さらに別の一人を潰し、吹き飛ばす。


　丹たん念ねんに、そして力任せに、しかし迅じん速そくに一人一人を潰していく。


　狼面の者たちは瞬またたく間まにおれの前に倒れ伏ふすことになる。頭を潰され、胴と泣き別れし、全身の骨を砕くだかれたというのに、しかし奴らは血を流さない。その体は砂のように崩れ、霧のように消えていく。


　いつもの光景だ。


　殺したという手て応ごたえを、その証左を残さない連中に、頭の片かた隅すみに苛いら立だちのようなものが募つのる。無数にして無限。その言葉も引っかかる。どれだけ殺したとしても、殺したように見えたとしても、それはただの幻まぼろしでしかないかのような感かん触しよくしか、この手には残らない。


　知らぬ間の舌打ち。そして、灰色の世界が消えない。それは、奴らがこの都市で企んでいることをまだ諦あきらめてはいないということだ。


　いったい、なにを企んでいるのか？


「そいつは……」


　おれは、振り返る。


　女はそこでおれに向かって武器を構えていた。


「お前が知っているのか？」


　女の目は、おれを敵だと思っていた。


　片かた腕うでに抱いた赤子は泣きやんでいる。おくるみから見みえ隠かくれする横顔から見える澄すんだ瞳ひとみに、おれは思わず目をそらしそうになった。


「なんなの、あんたたちは……」


　その一言で、女は突とつ如じよとして巻き込まれたのだと理解した。


「まぁ、なんだ……ご愁しゆう傷しよう様さま」


「誰なの」


　ヒステリックな叫びにどうしたものかと考える。ここまで警戒されて懐かい柔じゆうなんてできるものなのか。いや、そんな気分には、まるでなれない。


「ディックだ」


　投げやりにおれは名乗る。


「あいつらとは敵対している。とりあえず、お前さんをどうにかしようとは思わない。助けたいとも思っちゃいないがな」


　おれの物言いは、少しだが意表をついたようだ。女の目に動どう揺ようが走る。倒れた男に意識が向かいつつある。心に走った衝撃から立ち直っているわけではない。緊きん急きゆう事態だからこそ、見ないようにしていたい。そういうところだろう。


「あいつらがお前らを欲ほしがってるのなら、それを邪魔するのはやぶさかじゃない。だが、あいつらと戦うのに邪魔になるなら、さっさとどこかに行ってくれ。別に追いかけたりはしない」


「待って……」


　鉄てつ鞭べんを下げたおれに、女はか細い声をかけてきた。女は俯うつむいたまま、生まれたてらしき赤子は湿しめった顔でおれを見ている。澄んだ瞳が圧あつ迫ぱく感かんをおれに与あたえる。赤子はあまりに小さく、そしてどこか汚よごれているように思えた。


「ここから脱だつ出しゆつしたいの。あいつらが狙ねらっているのは、この子だと思うから」


　避さけそうになった視線を、おれは受け止めた。赤子の澄んだ、そしてなにを秘めているかわからない底なしの瞳を見つめる。


「なぜだ？」


「知らないわ。この子が生まれてすぐに起こったんだもの」


「生まれてすぐ？」


「ええ」


　女の顔は、変わらず体調がいいとは思えない。こんな状じよう況きようで焦しよう燥そうしているだけかと思ったが、あるいは出産後すぐにこんなことをしているのだとしたらそれも納なつ得とくがいく。剣けん帯たいがないこともそうだ。病院着から着き替がえるだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだろう。


「そこの……」


　おれは、もはや血だまりに浮かぶ物体でしかないものを見た。


「男はなにかを知っているようだったか？」


　女は辛つらそうに表情を歪ゆがめる。愛する者の死を認めたくないのか、動きそうになる視線を必死におれにとどめて首を振った。


「わからないわ。もしかしたら知っていたかもしれない。そうよ。生まれて、看護師がこの子をあの人に見せたら、いきなりわたしのところにきて、逃にげるって」


「…………」


「なにがなんだかわからなくて、着替えている間にいきなり周りの色がおかしくなって、病院から人がいなくなって、あの人はこの都市から逃げるって」


　知っていたに違いない。


　だが、なぜ知っていた？


　そして、なにを知っていた？


　この赤子に、なにが隠されているのか？


　この赤子のなにを求めているのか？


　赤子を見る。


　赤子の底なしの瞳は、おれを見つめ続けていた。





　女の名はエルミアと言った。


「この子の名前は、まだないの。あの人が決めるって言って、でもまだ聞いてなくて……」


　虚うつろな響ひびきにおれはなにも答えない。


　足は、放ほう浪ろうバスの停留所に向いていた。具合よくバスが来ているとは限らないが、しかし都市の外に出る手段はそれしかない。


　都市は変わらず灰色であり、空中回かい廊ろうは蜘く蛛もの巣すの如ごとく空を覆おおっている。人の気配はなく。死者の懐ふところを進むような感触が消えることもない。


「この子ができたとき、あの人はすごく喜んでくれたのに、それなのに……」


　女の声は虚きよ無むを呼び、おれの気持ちを暗くしていく。それでも、おれは黙だまり続ける。沈ちん黙もくがなにかをもたらしてくれるわけではない。しかし、女の呟つぶやきには手て掛がかりを得るきっかけが潜ひそんでいるかもしれない。


　エルミアという女は、このアトラクタの武芸者であり、男……タウランもまた同じであった。二人は武芸者としての鍛たん練れんの中で自然と知り合い、そして仲を深めていった。


「二人とも、落ちこぼれなのよ」


　エルミアはそう零こぼした。


「武芸者としての能力はそれほど高く評価されなくて、都市の補助金のランクは下がっていくばかり。それでもわたしの方は、嫁よめに行けばいいなんて思われてたからそれほど親や親しん戚せきに冷たくされたりはしなかったけど、彼はそうじゃなかったみたいで」


　超ちよう人じん的能力を持つ武芸者や念ねん威い繰そう者しやは、襲い来る汚お染せん獣じゆう、そしてセルニウム鉱山をかけた都市間戦争、つまり、都市を存続させる重要な局面で必要とされる人材だ。その分、都市は彼らを厚く遇ぐうしようとする。だが、武芸者や念ねん威い繰そう者しやの能力は均一ではない。高い者と低い者の間に温度差があるというのはありえないことではない。


　ヴェルゼンハイムではマスケインの一族が支配力を得るために、自分たち以外の武芸者たちを冷たく扱あつかってきた。そういうこともありえる。


　すくなくとも、この女が優すぐれた武芸者ではなさそうなのは確かだ。


「しんどい思いをしてきたみたい」


「なんで、そんな男と結けつ婚こんしようと思った？」


「……前から好きだったし、それに……」


　女は言葉を濁にごす。


「怖こわかったのよ。能力の高い武芸者の家に嫁とついで、それで子供が武芸者じゃなかったり、能力が低かったりしたらどうしようって。そうしたら、わたしは今度こそ責められる」


「…………」


　言葉はなかった。呆あきれたという意味ではない。男との間に存在していただろう愛を語ることなく、ただ自らの恐きよう怖ふを語る女の率そつ直ちよくさが言葉を失わせた。


「この子もやっぱり武芸者として生まれてきた。でも、わたしたちの子だから、どうせ大した実力もない。誰だれにも期待はされない。そう思ってたのに」


　しかし、狼ろう面めん衆たちはこの赤子を狙っている。


　なんのために？


　理由がわからない。だが、奴らの行動原理に添そうことではあるはずだ。


　女の、現実逃とう避ひかあるいはただの愚ぐ痴ちか、垂れ流しの言葉を聞き流しながらおれは進む。灰色の空。蜘蛛の巣。不可視の蜘蛛の糸はいまだにおれたちに絡からみつき、狼面衆という虫から逃のがれられないようになっているのか。おれは望むところではあるが、この女はそうではないだろう。逃げ切れるかどうか、その不安が女を落ち着かなくさせている。


「それなら、その子を置いていったらどうだ？」


「…………え？」


　振ふり返った時に見せた、女の妖あやしい目の光に、おれは黙って背を押した。


　外がい縁えん部が見えた時、エルミアは安あん堵どの息を零した。外来区を遮さえぎる壁かべの向こうにワイヤーでつり下げられた放浪バスの姿が見えたのだ。


「急ぎましょう」


「おい、待て」


　走り出すエルミアをおれは止めようとする、だが、彼女は見えてしまった放浪バスに吸い寄せられるように動き出し、もはや止まれなくなっていた。


「ちっ」


　先を行くエルミアの肩かたを押さえ、強ごう引いんに止める。


「なにするのよ！」


　血走った女の目に睨にらみ付けられたが、おれは力任せに女をその場に引ひき倒たおす。


「焦あせるな」


　話がうまくいきすぎている。


　変化のない灰色の世界。一度やられただけで姿を見せない狼面衆。そして、まるで逃げろといわんばかりに置かれた出発間ま際ぎわの放浪バス。


　罠わなに決まっている。


「勝手に決めないで！」


　エルミアは、もう冷静な判断力を失っている様子だった。子供を出産し、それからすぐの異常事態、そして男の死……これだけ続けばしかたがないのかもしれない。


　あるいは、元から強い女ではなかったからか。


　女がおれから離れようと腕うでの下で暴れる。赤子が再び泣き始める。つり上がっていた目め尻じりが限界まで引き上げられる。


　世界が虚構と現実の間にある限りバスは動かない。それでも女は行こうとする。


　嫌いやな予感。次の瞬しゆん間かんにはおれの手は動き、女もまた動いていた。


「あんたがいるからっ！」


　持ち上げ、地面に叩たたきつける動作。天に捧ささげられた赤子を、おれは横から攫さらった。赤子の悲鳴が甲かん高だかく灰色の空気を裂さく。女の目がおれを見ながら複雑に色を変える。唇くちびると頰ほおが引きつるように千変万化する。苦境に立たされた人間の葛かつ藤とうがこの瞬間に凝ぎよう縮しゆくされ、不可思議な笑えみと苦みを生んだ。


　女が走り出す。


　赤子を捨てて、走り出す。


　止める暇ひまもない。女は押しとどめていた武芸者の能力を使って全力で外縁部へ、その先にある放浪バスへと向かっていく。赤子の泣き声が腕の中で響く。神経を刺し激げきするその泣き声がおれに後を追わせようとするが、しかし赤子の脆ぜい弱じやくさがおれに全力を出させない。


「ちっ」


　舌打ちを吐はきつつ、おれは慎しん重ちように女の後を追った。


　予想通りに奴やつらは動き出す。灰色の空気が蠢うごめき、別の色を具そなえ、まるで水に溶とかした様々な絵の具が勝手に動き出し、再配置され、絵として固まるように一つの姿を生み出していく。


　狼面の集団という形を。


　エルミアの、そしておれの頭上に刃やいばを向けて落下してくる。


「走れ！」


　おれは叫さけび、赤子を胸に抱だく。空に引きつった顔を向けている女を見たのは一瞬。鉄てつ鞭べんを振り上げ、衝しよう剄けいを撒まき散ちらす。おれの上に現れた狼面衆を吹ふき飛ばすことに成功する。


　悲痛な叫び声は前方からした。


　エルミアが路上に倒れている。その足に狼面衆の握にぎる刃が突つき刺ささり、赤い血が広がっていく。かわし損なったようだ。


　向かおうにも落下した狼面衆の集団が間を塞ふさいでいる。


　腕には赤子。


　舌打ちを嚙かみ殺ころし、鉄てつ鞭べんを構える。使えるのは片手のみ。もどかしさが首の辺りに重くのしかかってくる。


「どっか行ってろ！」


　それだけを叫ぶ。後は知ったことか。巻まき添ぞえになって死のうとも、それはあの女に運と実力の両方がなかっただけの話だ。


　後退しながら、おれは鉄てつ鞭べんを振り、衝しよう剄けいを放つ。剄けいの輝かがやきを纏まとった衝しよう撃げき波はは通りを支配し、破は壊かいを撒き散らす。路面が砕くだけ、周囲の建物が破は砕さいする。赤あかん坊ぼうの泣き声は轟ごう音おんに飲み込まれ、その微び細さいな震しん動どうが腕と胸にささやかに伝わってくる。


　温かく、柔やわらかく、もろく、はかない感かん触しよく。


　苛いら立だちが募つのる。


　荒あれ狂くるうだけの衝しよう剄けいを、狼面の者たちは俊しゆん敏びんにかわしながら迫せまってくる。赤子を抱いた状態では得意の攻せめ方をするわけにもいかない。


　おれはただ、退きながら衝しよう剄けいを打つしかできない。


　しかしそれは、ただ時間を先延ばしにしているにしか過ぎない。単調な衝しよう剄けいにやられるほど、狼面衆も愚おろかではない。通りを囲む建物を利用し、上下左右に飛とび跳はねながら近づいてくる。


　胸の内を圧あつ迫ぱくする焦しよう燥そう感かんを嚙みつぶしながら、おれは同じことを繰くり返かえす。


　破砕の嵐あらしの向こうに、エルミアの姿があった。


　逃にげているものと思っていた。精神的な限界を迎むかえていたはずだ。もしそうであったとしても、別に驚おどろきはしない。


　しかし、女はそこにいる。足から血を流し、赤い線を地面に引いて、青白い顔でこちらを見ている。


　外縁部に行くことなく、おれと狼面衆の戦場からやや離はなれた場所からおれたちを見ている。


　惑まどう女の視線に刹せつ那なの間、捕とらわれ、衝しよう剄けいを抜ぬけた狼面をひとり見み逃のがした。


　咄とつ嗟さに身をひねる。左肩に走った衝撃が体を強引に仰のけ反ぞらせる。流れに逆らわず回転、鉄てつ鞭べんの一撃でそいつを打ち砕く。霧む散さんする狼面を盾たてにして衝しよう剄けいの連打。荒れ狂う衝撃波が視界を覆い隠かくし、おれは大きく後退した。


　左腕がほとんど動かない。肉を抉えぐられ、腕には激痛以外の感覚は存在しない。赤子を抱いた形を維い持じすることに精せい一いつ杯ぱいで、それ以外にできることはなにもなかった。


　おれの血で赤子を保護する布が赤く染まっていく。


　女の悲鳴が遠くで聞こえた気がした。


「……くそが」


　赤子の泣き声が傷に響ひびく。だが、捨てるわけにはいかない。狼面衆の狙ねらいはこの赤子だ。女を狙っていない以上、それははっきりとしている。


　なら、渡わたすわけにはいかない。


　いや……


「ちっ……」


　一瞬浮うかんだ考えを即そく座ざに否定する。


　この赤子を殺してしまえばいいのか？


　そう考えたのだ。


　奴らの狙いがこの赤子であるならば、これを殺すことで奴らの邪じや魔まをしたことになる。否定したのは、奴らの目的がこの赤子を殺すことであった場合だ。そうであれば、奴らの手助けをしたことになる。


　これほど腹立たしいことはない。


　奴らの手に渡さない。これが最善の手だ。そのために、おれは衝しよう剄けいを撒きながら後退を続ける。


　狼ろう面めんたちは都市を自在に移動して、全方位から襲おそいかかってくる。もはや一方からの攻めではない。後方を塞ぐようにして現れた一団に衝しよう剄けいを浴びせかけ、おれは包囲の薄うすい部分を切り崩くずして進んでいく。


「なぜ邪魔をする？」


「目的も知らぬというのに」


「その赤子の命など露つゆとも思っていないというのに」


「ただ邪魔をするだけで、貴様はどこに辿たどり着つけるというのだ？」


「うるせぇよ」


　飛び交う狼面衆の問いかけを、吐き捨てる。


「たとえ一瞬でも、お前らが得意絶頂になるってのが許せねぇ」


　一つ目的を達成すれば、狼面衆は最終目標に一歩近づいたと喜ぶだろう。そんな感情を抱いだくことすら、おれは許せない。


　奴らが抱くのは一片の希望さえも存在しない絶望。


　そうでなければ、おれは満足できない。


「お前らの命も望みもなにもかも、全すべてを手中に収めて握り潰つぶす。それがおれの望みだ」


「強ごう欲よくな」


「そして、愚かな」


　おれの言葉に、狼面たちはただそれだけの感想を零こぼす。


「なんとでも言え」


　その程度の罵ば倒とうなど、聞き慣れた。


　溢あふれ出る血は止とどまることを知らない。意識の焦しよう点てんがぼやけつつある。ままならぬ焦燥感が質を変えていくのを胸の内側で感じ、おれは視線を巡めぐらせる。


　狼面衆たちの数は増えない。しかし減りもしない。衝しよう剄けいをまともに受けて吹き飛んでも、鉄てつ鞭べんの一撃で頭を潰されても、次の瞬間には別の場所で倒した数だけ増えてくる。この灰色の世界は奴らに優位だが、本来の世界に滑すべり込むような形で存在している以上、不安定でもある。


　限界は必ず存在する。それが、おれがいままで戦ってきた経験で得た感触だ。問題なのは、それが時間的な限界なのか、奴らの無敵性の限界なのか、ということだが、無敵性に関しては弱点にも気付いてはいる。


　狼面衆は一つのシステムに基づいた集団だ。おれの故郷、強欲都市の住民を取り込みながらも、その住民たちの意識はないに等しいに違ちがいない。一つの大きな意識に従う長い手足であり、枝葉だ。幹が無事である限り、いくらでも増えることができる。つまり、目の前のものを完かん璧ぺきに潰したければ、その根にあるものを破壊すればいい。


　ここにいる連中が葉であるなら、狙うのは枝。


　この狼面の群れのどこかに、枝の役割をしている者がいるはずだ。


　そいつを倒たおすことができれば……


　だが、奴らの弱点がわかっていたとしても、それを見定める目を持ったわけではない。


「……やっぱ、やるしかねぇよな」


　呟つぶやく。胸に迫るものを吐き捨てる。


　……なにを考えている？


　猛もう攻こうは続いている。衝しよう剄けいの轟音が周囲を圧し、迫り来る白はく刃じんの群を鉄てつ鞭べんでいなしていく。


　赤子の泣き声は、鋼と衝撃の乱打音をくぐり抜けて高く高く響いている。


　右みぎ腕うでを振ふり回し、鉄てつ鞭べんを回転させる。白刃を薙なぎ払はらい、狼面衆をはね除のける。


　隙すき間まを抜けるように刃の一つが懐ふところ深ふかく潜もぐり込んでくる。狼面たちの独特の衣い装しようが黒い気体のように衝しよう剄けいの嵐を抜け、両手に支えられたノコギリ状の刃が肉を裂く、肋ろつ骨こつをすり抜ける。


　激痛と息がつまる感触。肺を破られたか。


　おれの口から、血の塊かたまりが吐き出された。


「くそがっ！」


　口こう腔こうから溢れた血が、おれの意識まで真っ赤に染める。左腕に抱いた赤子を持ち上げる。肉を抉られた腕に感覚はない。だが、どういう動きをしているか、それができているか、確かく認にんするまでもない。


　赤子を投げ捨てる。


　エルミアの悲鳴が全ての音を排はい除じよして甲かん高だかく響き渡る。


　狼面衆たちの意識がおれからそれる。赤子を追っておれに背を向ける。血を吐いたおれに、もはや逆らう力はないと判断したか、それよりも目的のものを手に入れることを優先したか。


　死に恐きよう怖ふを感じないからこそできることか。


　どっちにしろ、おれに時間を与あたえたのだ。


　反撃の時間を。


「……ヴェルゼンハイム」


　おれはその名を呟いた。


　復ふく讐しゆうの同どう胞ほうの名を呼んだ。強欲都市の意思の名を呼んだ。この荒あれ果はてた世界において、人類のよりどころである電子精せい霊れいの名を呼んだ。


　滅ほろびた故郷の名を唱える。


　呼び声に応こたえる脈動が強く体を揺ゆさぶる。体内に存在する、武芸者を武芸者たらしめる器官、剄けい脈みやくが激しく脈打つ。傷ついた体に増大した剄けいの奔ほん流りゆうは響く。おれは顔をしかめ、その表情を隠すように自由になった左手で顔を覆おおう。


　闇やみが視界を塞ふさいだ。


　どす黒い、粘ねん液えきのような闇だ。


　おれと、このディクセリオ・マスケインとヴェルゼンハイムを復讐に駆かり立たてる、炎ほのおの原液だ。


　それが顔を覆う。血を失いすぎて感覚のない左手を離しても、闇は消えない。おれの顔を覆い、凝ぎよう固こした血のような赤黒い視界を残し、その周囲を包む。


　仮面という形で、牙きば持つ獣けものという形で、奴やつらと似て非なる狼面という形で、おれの顔を隠す。


　都市持たぬ電子精霊は、都市を失った電子精霊は、都市を奪うばわれた電子精霊は、そのエネルギーを復讐のために滾たぎらせ、おれを戦いに駆り立てる。


　廃はい貴き族ぞくという名をもって、おれの背を押す。


　止めどなく血は溢れ、もはや人が生きるには不可能であろう量が路面を濡ぬらす。それでもおれは動ける。鉄てつ鞭べんを手放すことはない。ヴェルゼンハイムから注がれる力が、失われた血液を代だい替たいし、体内を駆け巡る。


　鉄てつ鞭べんを肩かたにかける。荒れ狂くるうエネルギーを御ぎよし、宙で高く放ほう物ぶつ線せんを描えがく赤子を追いかける狼面衆の背を見み据すえる。


　放つ。駆け抜ける。


　愚ぐ者しやの一撃。己おのれの命を顧かえりみない愚おろか者ものの攻こう撃げき。


　エネルギーが爆ばく発はつに向けて一いつ斉せいに動く。体内に充じゆう塞そくしていたものが、圧あつ倒とう的てきな衝しよう撃げきとともに放散される。凄すさまじいまでの喪そう失しつ感かんは、おれの心に虚きよ無むをもたらし足あし下もとをふらつかせる。鉄てつ鞭べんを放り出して倒れそうになるのを歯を嚙かみしめて堪こらえる。喪失感は体温をも奪っていく。生の熱が消しよう滅めつし、死の冷たさが腹の奥で固まっていく。


　それでもおれは倒れない。電光の世界の残ざん滓しが視界を明めい滅めつさせる。吹ふき飛び、消滅していく狼面衆の姿は見えない。


　放物線を描いた赤子を、エルミアが必死の形ぎよう相そうで受け止め、泣いている姿だけがおれの目には映っている。


　狼面衆を、眼前にいた全ての敵を倒した。


　そのはずだ。


　だが、おれの手には手て応ごたえがなかった。世界はいまだに灰色のままであり、不可視のなにかが赤子の周囲を取り巻いているのをおれは感じている。


　ならば、まだ倒れるわけにはいかない。


　ぼやける視覚に活を入れる。ヴェルゼンハイムがエネルギーを注ぎ込む。死と生がおれの内部で衝しよう突とつし、不可思議な感覚に溺おぼれそうになる。体は冷え切っているのに汗あせが止まらない。腕と脇わき腹ばらからの出血は完全に止まっていた。体内を活性化させようとするエネルギーの熱が、張り付いた血を乾かん燥そうさせる。


　おれの目の前で、女は赤子を抱だいて泣いていた。足の傷からの出血は止まっている。おれとは違い、武芸者の能力を使って回復を早めたのだろう。応急処置の跡あともある。


　向こうの動きが止まった。再び機を窺うかがっているのか？　時間との勝負となれば有利なのはどちらか。廃貴族の力で強ごう引いんに生を繫つないでいるおれか。あるいは無限の数を有しながらも限られた時間しかこの世界を維持できない奴らの方か。


　葉は薙ないだ。だが枝が残っている。無限の数の根幹を潰していない感かん触しよくはいまだに変わりない。


　鉄てつ鞭べんがひどく重い。


　重いのは死が近いからか、それとも目の前にある見たこともない光景のためか。一度は逃にげ出した女が、捨てたはずの赤子を抱いて泣いている姿を見ているためか。


　いまここにある涙なみだにどんなものが込こめられているのか、そんなことを考えているためか。


　足音がした。


　濡れて、乾かわきかけの、粘ねん着ちやく質しつのものが離り着ちやくを繰くり返かえす音が近づいてくる。


「あ、ああ……」


　エルミアがその音に気付いて顔を上げる。希望がよぎったのは一いつ瞬しゆん、すぐに絶望と恐怖がその顔を引きつらせた。


「タウラン」


　男の名、だろう。それを呼び、時を止めた女を無視して、おれは振り返った。


　狼ろう面めん衆の無数の刃やいばに背中から刺さされた男がそこに立っていた。傷はそのままに、生々しい肉の色を赤く染まった服の下から覗のぞかせながら、男は虚うつろな顔で立っていた。


「エルミア、その子を差し出すんだ」


　乾いた声で、タウランは言った。


「な、なにを言っているの？」


「その子は、おれに植え付けられていた因子を具そなえた子。その子こそが虚無より生まれる初めての子。運命の輪環わから解き放たれた子。強くなるも弱くなるも自在の、無む垢くなる魂たましい。運命の外側で全てを決することができる者。それがあれば……」


「なにを言っているの」


　女の叫さけびは、男には無意味なものでしかなかった。死者の顔にはこゆるぎの変化もない。


「いいじゃないか」


　男は女を無視して言葉を紡つむぐ。


「誰だれにも期待されない子が欲ほしかったのだろう？」


　女は息を呑のむ。反論ができないまま、男が呟き続ける。


「その通りだ。その子に期待する者はいない。運命の輪環から外れ、外され、なにもできぬままに生きていく。このままならば」


　男の手が、伸のびる。


「だが、我らに預ければそんなことにはならない」


「この世界に存在する運命宿命から追い出されながら、その目的を達することができる。その希望がその子にはある」


「虚無の希望だ」


　呟きは途と切ぎれ途切れに、ときに乾き、ときに血の泡あわを吹きながら紡がれていく。


　男の死者の顔が黒く塗ぬりつぶされる。


　なんだ、こんなところにいたのか。


　顔を塗りつぶした黒いものは、仮面に形を変える。獣の面に、狼面に。


　枝はこの男だったのだ。


「あなたが、逃げようって言ったんじゃない！」


「お前と結ばれたかった」


　叫ぶ女の言葉さえも男には通じない。


　なんの動どう揺ようもなく、言葉を続ける。


「お前と結ばれるのならどんなことをしてでもそうなりたかった。たとえ、我が子を差し出すことになったとしても」


「だが、お前はそうじゃなかった」


「誰でも良かったんだ」


「そう、言ったじゃないか」


「期待されたくなかったと」


「つまり、おれ程度の実力の武芸者なら、誰でも良かったんだ」


「おれはただ、運良くお前のそばにいただけの存在に過ぎなかったんだ」


　途切れ途切れ、しかし次々と、声は重なり合うように紡がれる。もはや男の口からだけ言葉が生まれているわけではないと、はっきりした。


「そんなことは……」


「お前との子に、もう価値はなくなったんだ」


　喘あえぐ女の言葉を殺し、仮面を被かぶった男は手を伸ばす。


　赤子に向けて伸ばす。


　それを阻はばむのが、おれだ。


　こいつこそが、枝だ。


　枝でありながら狼面衆の策さく謀ぼうの途と中ちゆうで裏切り、しかしこいつ自身もまた女に裏切られた。裏切り裏切られ、より濃のう密みつで陰いん鬱うつな思念によって本義に立ち返った男は、死者という形けい骸がいから抜ぬけ出せないままに動き出している。


　この時、おれは一つ、理解した。


　ああ、こいつらも死ぬのだ。


　肉体の死に意味がないとしても、心の死からは逃のがれられないのだ。統一された目的意識によって心を守っているにすぎないのだ。肉体的な死への恐おそれがないことで心の死を防いでいるのだ。


　精神的死の途上にあるために、こいつはおれがいることに注意を向けられなかったのだ。


　伸ばす男の手を、鉄てつ鞭べんが遮さえぎる。


　おれを見ようとすることなく、手が遮られたことにさえ気付いた様子もない男に、タウランとかいう名前の男に、おれは鉄てつ鞭べんを振ふり上げる。遮る物がなくなって、男はまた赤子へと手を伸ばす。ひどく、ゆっくりと。女は、恐きよう怖ふか絶望か、力が入らない様子で赤子を抱いていて、体をねじらせるぐらいしかできない。


　鉄てつ鞭べんを、振り下ろす。


　頭に。


　骨を砕くだき、内容物を破は砕さいする音が周囲に響ひびく。


「どうでもいいよ、お前なんか」


　おれは、頭部を失って倒たおれる男にそう語りかける。


「どうでもいいんだよ、他人なんて。なにを考えているかなんて知ったことか。どう思われているかなんて知ったことか。お前は欲しい女を手にいれた。それで満足できないなら、お前だって妥だ協きようしてたってことだろうが」


　顔を失った男は答えない。答えられるはずもない。おれの言葉があいつの心に幾いくばくかの傷を与あたえたかどうかもわからない。


　しかし、周囲の空気から粘着質のものが失われていくのだけははっきりとした。


　灰色の世界に、微び細さいな変化がある。


　どうやら、この都市にいた狼面衆を排はい除じよすることに成功したようだ。


　視界を覆おおう黒が失われていく。ヴェルゼンハイムが敵を失って眠ねむりにつこうとしている。体内に注がれていたエネルギーが失われ、おれの体がさらに重くなる。


　それでも、おれは倒れるのを拒こばむ。錬金鋼ダイトを待機状態に戻もどし、剣けん帯たいに収める。座り込んだまま、霧きりと消えていくタウランを見つめるエルミアの襟えりを摑つかむ。


「行くぞ、逃げるんだろうが」


　虚無の子と言われた赤子を抱だきしめ、放心したままの女を立たせ、引きずるようにしておれたちは外がい縁えん部へと向かう。


　放ほう浪ろうバスに辿たどり着つくまで、女は無言を通した。赤子も沈ちん黙もくしていた。眠っているのだろうか。その静けさがおれに苛いら立だちを与える。


　押し込むように放浪バスに入れる。赤子以外になにも持たない女がこれからどうするのか、そんなことは知らない。狼面衆が生きたままを望んでいるのなら、あの赤子を殺すべきなのかもしれない。しかし、そんな気にもなれず、おれは薄うすまりつつある灰色の世界で、無人の放浪バスの中央で呆ぼう然ぜんとし続ける女から目を離はなした。


　灰色の世界が完全に消しよう滅めつすると同時に、おれの世界が再び暗転する。


　回転する。


　立ちくらみに似た感覚は、いまのおれには辛つらい。


　元の場所に戻った時、おれはもう立っていられなかった。


　世界が変わり、おれは天てん井じようを見つめている。古めかしい様式を取ったこの部屋は、天井に大きな梁はりが覗いている。


　戻ってきたのだ。悪夢のような場所に。おれを静かに腐くさらせようとする場所に。おれは戻ってこさせられたのだ。


　このまま、戦場に投げ入れてくれていればいいものを。


　それを遮るように、美しい顔がおれを覗き込む。おれに鎖くさりをかけ、狩かりが終わればこの犬小屋へと引き戻す飼い主様が、嘲ちよう弄ろうする目で見下ろしている。


「なにしてるの？」


　嘲あざ笑わらっている。


「うるせぇよ」


　おれはそう返すと、気を失った。


　血を失いすぎたおれは、まさしく死者の気分で眠りについた。






　第二章　──望まぬ楽園──







　学園都市というものがある。


　その名の通り、学ぶ者たちが集つどう都市だ。人口のほとんどを二十代前後の若年層が占しめ、都市の中央を学舎の群れが占せん拠きよしている。都市の経済的活動も、施し政せいも、法も警察も、全すべてが生徒主体で運営されている。


　卒業という名の下もとに育て上げた熟練者を都市の外へ追いやり、入学という名目で新たな若者たちを受け入れる。


　とても奇き妙みような都市だ。


　しかもその都市はただ一つだけではなく、類型化できるほどの数が存在し、学園都市同士によって武芸大会……スポーツ化された都市戦争を行ってまでいる。


　学園都市ツェルニ。


　そんな奇妙な都市に、おれはいる。


　睡すい魔まの薄はく膜まくの向こうで、早朝を駆かけ抜ける若人わこうどの声が跳はねるように耳じ朶だに触ふれていく。深夜から続く静せい寂じやくが雑音によって徐じよ々じよにはぎ取られていく様は、生命の横おう溢いつを表して、死にかけのおれを冷笑する。


　昨夜の戦いで受けた傷口はすでに塞ふさがれている。だが、失われた血が戻りきった感覚はなく、全身に気けだるさが重くのしかかっている。


　ベッドから出られない。


　部屋の外から聞こえてくる学生たちの話し声や足音にうっとうしさを感じながら、おれは寝ね返がえりを繰くり返かえす。


　ニルフィリアに天てん蜘ち都市へと送られ、そして戦った。狼ろう面めん衆を名乗り始めたあの連中を倒せればそれでいいと考えてはいるのだが、あの戦いに、奴やつらの目的になんの意味があったのかと、ふと考えてしまう。


　あの赤子を狙ねらう理由はなんだったのか？


　虚きよ無むの子と言っていた。


　運命の輪環わから外れた子と。


　どういう意味だったのか。


　そして、あれでよかったのか。


　あの女と赤子がその後どうなろうと知ったことではない。だが、放浪バスに乗せただけで、狼面衆の手から逃れることができたのか、どうか。


　奴らの目的がわかった時点で殺せばよかったのではないのか。


　その方が後あと腐くされがない。


　その方が、再び狙われるということがない。戦いを繰り返し、奴らの根へと辿り着く術すべを見つけ出し、完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいすることがおれの目的であり、赤子の生命を守ることが目的ではない。この世界で奴らが跳ちよう梁りようし、どれだけの不幸が起きようと知ったことではない。だが、奴らがなにかを為なして満足感を得ることは許せない。だから邪じや魔まもする。戦いを繰り返す。


　なぜ、おれは殺さなかった？


　殺せばよかったのだ。いまさら、赤子を殺すのになんの罪悪感があるだろう。ヴェルゼンハイムを暴ぼう虐ぎやくで支配したマスケイン家によって、家族ごと死に追いやられた者たちがどれほどいたことか。


　それに比べたら、ただ一人の赤子に躊ちゆう躇ちよする理由はなかった。


　煮にえ切きらない感情に、カーテンの向こうから聞こえる学生たちの話し声、相反する二つの存在が内外からおれを揺ゆさぶり、眠りの世界に戻してくれない。


　苛立ちをうなり声で殺し、おれはベッドに深く沈しずみ込むようになんども寝返りを打つ。


　鍵かぎの開く音が聞こえてきた。玄げん関かんが開き、油の切れかけた金具の軋きしむ音がする。土落としのマットを抜け、廊ろう下かを進む足音は規則的で、姿勢の良さが窺うかがえた。リビングのソファに鞄かばんが置かれ、カーテンがレールを走る音、一いつ拍ぱく、かすかなため息、さらにもう一拍、深呼吸か、意を決した強い足音が寝しん室しつに向かって、いまおれがいる部屋に向かって近づいてくる。


　ノック。


「ディック、寝てるの？」


　返事が待たれることなく、ドアが開く。


　リビングを満たした朝の光がドアから侵しん入にゆうしてくる。おれの目を刺さし、声の主の顔を映し出す。


　金きん髪ぱつが光を散らす。しかしその肌はだは逆に吸い取るように黒い。深い色合いの瞳ひとみは知性を宿し、ベッドに近づいてくる挙動には規則正しさと若葉のような瑞みず々みずしさが両立している。


「シャーリー」


　おれはうなり、光から逃にげるようにシーツを持ち上げた。


　だが、女は残ざん酷こくにシーツを奪うばい取り、おれに光を浴びせかける。


「もう学校に行く時間よ」


　語気強く言った言葉が萎しぼんでいく。シーツを剝はがされ、朝の空気がおれの体を冷やす。
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「なんで裸はだかなの？」


「着き替がえるのがめんどくさかった」


　答えるおれに、彼女は短くため息を吐ついた。


「そんな顔をするなよ、情けなくなる」


「噓うそ。そんな気なんて少しもないくせに」


　全ぜん裸らのおれを冷ややかに見下ろし、床ゆかに投げ出されていた学園都市の制服を投げつけてくる。


「早く服を着て」


「今日は休む」


「なに言ってるの、出席日数が危ないの、知ってるのよ」


　起き上がらないおれに、シャーリーはカーテンを開ける。彼女の金の髪かみが輝かがやき、まるで冠かんむりのようだ。折り目のついた司法研究科のブレザーは裁判官のようで、おれに冷酷な審しん判ぱんを下す。より強く射さしこんできた光は判決だ。おれはめまいがした。


「やる気が出ない」


「子供みたいなことを……」


　光を背にして振ふり返った彼女がおれを見て顔色を変えた。


「やだ、顔色が悪いじゃない」


　やはり血が足りていなかったようだ。シャーリーが近づき、おれの額に手を当てる。乾かん燥そうした額に触れた彼女の手は、やや汗あせが滲にじんでいた。


「熱も少しあるみたいね」


「そうか？」


「あるよ」


　言うと、シャーリーは寝室を出た。キッチンから水音が聞こえてくる。戻ってきたときには保ほ冷れい剤ざいを巻いたタオルと、水の入ったコップを持っていた。


「これ飲んで」


　コップの水にはレモンが搾しぼられていた。すっきりとした酸味が体内を浄じよう化かしていく。こんなものがうちの冷蔵庫に入っていたとは知らなかった。


　飲み干す間にタオルは枕まくらの上に置かれる。


「これで頭を冷やして。それとも病院に行く？」


「寝ていれば治る」


「そう？　いた方がいい？」


「問題ない」


　彼女に支えられてベッドに寝る。おれは彼女の手を引いた。


「あ」


　短い声。シャーリーの軽い体がおれの胸の上に倒たおれかかる。驚おどろいた形の唇くちびるを塞ぐ。制服越ごしの体を手でなぞる。


　その手が押さえられる。大きく息を吐いておれを睨にらむ。


「寝てなさい」


「独り寝は飽あきた」


「言ってることが違ちがう」


「覚えてないな」


　再び唇を塞ごうとするが、それは手で押さえられた。


「そんな元気もないでしょ」


　どこか嘲ちよう弄ろうするように言って、おれの手からすり抜ぬける。乱れた制服を手早く直すと、彼女はおれに振り返ることなくカーテンを閉め直し、寝室を出て行った。


　鍵のかかる音を聞き、おれは枕に深く頭を沈ませた。保冷剤の冷気が頭の芯しんにまで届いてくる。


　当たり前のようにおれの部屋に入って来、そして出て行くあの女……シャーリー・マーチとの出会いは四年前、ニルフィリアの運転する放ほう浪ろうバスに乗り、この学園都市に流れ着いてすぐだった。


　そうだ。あの時もおれは調子が悪かった。白はく炎えん都市での無茶な戦いがたたって、おれは剄けい脈みやく疲ひ労ろうを起こして倒れてしまったのだ。


　ニルフィリアはツェルニに着くなり姿を消していた。病院へと連れん絡らくし、そして付つき添そってくれたのが彼女だ。それから四年間。おれはいつの間にか学園都市の学生として登録され、この都市で時を過ごしている。シャーリー・マーチとはそれ以来、なにかしら顔を合わせるようになり、いまではこの状態だ。


　ベッドの中で考えを巡めぐらせる。ディクセリオ・マスケインとシャーリー・マーチ。


　なにをやっているんだ、おれは？


　時に波のようにその疑問がおれを覆おおい、潰つぶそうとする。睡魔はいつの間にか剝はぎ取られていた。起き上がり、下着を着て、寝室を出る。冷蔵庫を覗のぞき、厚めの肉を引っ張り出す。フライパンを熱し、バターを溶とかし、塩と香こう辛しん料りようをふりかけた肉を焼く。パックのスープを湯ゆ煎せんで温め、陶とう器きのコップに移す。焼きながら、肉をその場で切り分け、口に運ぶ。ただ咀そ嚼しやくをするだけで立ちくらみがしてくる。香辛料の匂においが吐き気を呼ぶ。


　むりやり飲み込み、スープで流し込む。口の中が火傷やけどしたようだが気にしなかった。どうせ、すぐに治る。どんな傷であれ、瞬またたく間まに回復してしまう。回復力という点では武芸者は普ふ通つうの人間よりもはるかに上ではあるが、いまのおれの回復力はそれを超こえている。


　そもそも、昨日のあの傷は、出血多量で死んでいたとしてもおかしくない深手だったはずだ。


　それでも生きている。


　なぜだ？


　その疑問をニルフィリアに、狩かりの時だけ姿を見せる妖よう艶えんな女に問いただしたいのだが、その機会はまだ得られていない。


　必要がある時だけ呼び、戦いに駆り出され、そして用が終わればこんな都市に戻もどされる。


　生焼けの肉を飲み込みながら、おれは考えても仕方のない疑問をじっと眺ながめる。まるで鑑かん定てい士しのように手に取り、全方位からそれを眺め、そしてため息を吐く。わからない。あるいはまるで価値のないものなのかもしれない。


　死なないということが、価値のないことか？


　腐ふ臭しゆうを放ちながら傲ごう然ぜんと鎮ちん座ざしていたじいさんのことを思い出す。ヴェルゼンハイムを蹂じゆう躙りんした支配者。この世界に生きながらこの世界の生き物ではないというじいさん。そのじいさんの血を引く、あるいは同じ願望によって生まれたこのおれもまた、腐臭を放ちながら生きているのかもしれない。


　思えば、ニルフィリアに会う以前にも、首を飛ばされたにもかかわらず生きていた。


　おれにはわからない腐臭に、シャーリー・マーチは感付いているのだろうか。他の学生たちは気付かないのか。


　肉を食い終え、スープを飲み干し、おれはフライパン等を流しに入れる。気が向いたときに洗うつもりだが、それよりもはやくシャーリーが洗ってしまうことの方が多い。


　胃に収めたものが血に変わる感かん触しよくを確かめながらシャワーで体を洗う。


　四年だ。


　四年という時が流れたのだ。


　白炎都市での一件以来、時間というものがおれの中で価値を失っている。学園都市に入学できるのは十六になる年からだが、おれの本当の年ねん齢れいはいくつだ？　老ふけ顔だとシャーリーに笑われていた四年前から、おれの容よう貌ぼうに変化はあったか？　あの夜色の少女に運ばれる都市や、そこで目もく撃げきした出来事は、いまここにある時じ間かん軸じくと並行して起きていることなのか？


　あの赤子は、いま生きているのか？　あるいはあの赤子のまま、いまも放浪バスに乗っているのか？


　だがそれでも、おれの感覚は学園都市で四年という時間を刻んだ。シャーリーは成績優ゆう秀しゆうで四年生となり、司法研究科に入り、いまではこの学園の施政に携たずさわる生徒会に参加している。


　来年の生徒会長選挙には出馬するかもしれない。彼女にはその気がある。あとは周りの後押しだけ……この都市に辿たどり着つき、彼女の世話になってからそれだけの時が過ぎたのだ。


　おれは、なにをしている？


　狼ろう面めん衆を追い、戦う。それは別にかまわない。それがおれの目的だ。奪われたおれのものをすべて取り返し、おれの手に戻すものは戻し、破は壊かいするべきものは破壊する。


　おれの手で。それが重要だ。強ごう欲よく都市ヴェルゼンハイムにあったものは、すべてが無条件でおれのものなのだ。それを許可なく奪っていった奴やつらには相応の対価を支し払はらってもらわなければならない。


　この四年間で、その目的のいったい幾いく割が達成できたのだろうか？


　口元を押さえる。焦あせりが吐き気を呼び、それを堪たえる。血に変えるのだ。血に。満足に体が動けないからこそ、こんなろくでもないことしか考えられないのだ。動けるようになれば、まだマシになるに違いない。


「…………くそっ」


　おれはいったい、なにをしている？





　学園から支給される錬金鋼ダイトは脆ぜい弱じやくだ。対戦相手の安全性を考こう慮りよしての様々な制限もあるだろうが、それ以上に性能がおれには合わない。だが、あの錬金鋼ダイトを振り回す気にはなれない。


　愚ぐ者しやたれと祖父に教わり、そしてそれを実行してきたおれにとって、武器に気を遣つかう戦い方は性しように合わないということもあるだろう。気を遣わなくてもいい武器を用意することは重要だが。


　武芸者専用の体育館におれはいた。午後からは下級生に授業をしなければならなかったのを思い出したのだ。


　雄お叫たけびを上げて向かってくる連中を、次から次に打ち倒していく。武芸者の戦いは剄けい、肉体の練度、そして速度の三点で決まる。向かってくる下級生たちはその三点のどれもが足りない。


　剄けいの密度が足りないために放たれた衝しよう剄けいは威い嚇かくの声一つで消失し、体の運びが満足にできていないためにどれだけ先手をとっても、簡単に覆くつがえされる。速度が足りないために、読む気がなくとも相手の思おも惑わくが透すけて見える。


　おれを囲んでいた三十人の武芸者が全員倒れるまで、そう時間は必要なかった。


　ヴェルゼンハイムの武芸者たちは腰こし抜ぬけだと思っていたが、それでも奴らには実力があったのだろう。


「どうした？　まだ授業は終わってないぞ」


　倒れ伏ふした学生武芸者たちに声をかけると、半分以上が立ち上がってくる。こちらを見つめる怒いかり混じりの不ふ屈くつの瞳ひとみに、おれは容よう赦しやのない授業を続ける。


　ここにいる連中は腰抜けではないかもしれないが、実力が足りない。


　未熟者と腰抜け、より使えないのはどちらだろうか？


　意味もない考えが浮うかんでくるのは目の前のことに集中できないからだ。そして集中する必要もなく、学生……考えればおれも『学生』ではあるのだ。後こう輩はいたちは倒れていく。


　まるで自じ滅めつしていくかのようだ。


　授業が終わる頃ころには、もう、誰だれも立つこともできなくなっていた。ざっと見み渡わたして大きな怪け我がをした者はいない。おれは終わりを告げると出口に向かう。


「すいませんっ！」


　荒あれた声がおれの足を止めた。


　大声を上げたのは、いままで倒れていた学生の一人だ。


「もう一度、もう一度お願いします」


　水気の足りない声でつっかかりながらそう言ってくる。誰だったか思い出そうとして、知らないことを思い出した。出席なんてものは取らない。めんどうなので、出席簿ぼは放ほうり投げて勝手に記せといつも言っている。誰かが代理で出席を取ろうと、休んでいようと知ったことではない。


　剣けん帯たいの色は、二年生を示している。


　やや幼く見える、背も低い、線の細い少年だ。手にした剣はその体たい軀くに相応ふさわしく細身だ。剣に宿る剄けいは息が荒れているためにやはり乱れているが、見るべきものがあるようにも思えた。


「時間は過ぎた。また相手して欲しければ来週だ」


「……お願いします」


　こちらの言い分を聞こうとしない頑がん迷めいさに、周りの空気が冷たく緊きん張ちようした。授業に出ようが出まいが知ったことではないが、生意気を言われるのは気にくわない。そういう連中は次の授業では従順になるか来なくなるかどちらかになるようにしてきた。他の後輩たちはそれを知っているから、少年の無む謀ぼうな態度に息を潜ひそめている。


　この少年は、それを見ていなかったのか。


　いや……


　ついさっきまで、有象無象でしかなかった奴が、たった一人でそれを望むということに、無む邪じや気きな愚おろかさや、根こん拠きよのないプライドのようなものは見られなかった。


　おれは無言で、少年に向き直る。


　錬金鋼ダイトは、もう基き礎そ状態に戻した。


　復元するのも億おつ劫くうだ。


「お願いします」


　少年が繰くり返かえす。


　返事もなく、おれは少年の懐ふところに飛び込んだ。


「っ！」


　体育館を支配した暴風に、少年が驚おどろき、仰のけ反ぞる。それでも剣を振ふろうとする。おれはその手を取り、投げ飛ばした。解き放つ前に手首の関節を極きめ、錬金鋼ダイトを放させる。


　少年が体育館の天てん井じよう付近まで飛んでいく。落ちてくる。おれは手から離はなれた剣を取り、落下点に向かう。奇き襲しゆうに近い状態での急激な負荷を前にしても、少年は気絶していなかった。自分の武器を手に落下点で待ち受けるおれに、衝しよう剄けいを打ち込んでくる。だがやはり、授業中の有象無象とそれほど変わりない。声一つでそれは拡散する。素す手でで立ち向かおうとしてくる。放たれた蹴けり、そして拳こぶしを避さけ、胸ぐらを摑つかむ。床ゆかに叩たたきつける。


　剣をそいつの頰ほおすれすれに突つき刺さす。


「終わりだ」


　自失したかのように口を開けている少年に言い放ち、今度こそ体育館を去る。汗あせらしい汗も流れなかった。シャワールームを無視して体育館を出ると、見物人がおれを待っていた。


「…………」


　メガネの奥で冷たく目を光らせるそいつは、黙だまって歩き続けるおれの隣となりにやってくる。


　黙って歩き続けていると、そいつから口を開いた。


「あいつは、レアン・バール。私の小隊が目を付けている」


「知るか、そんな話」


　こいつの名前は、ライツエル・ローガンセフ。第三小隊の副隊長を務める、おれと同じ四年生の武芸者だ。


　小隊とは、学園都市ツェルニにおける選せん抜ばつされた武芸者たちによる集団だ。一つの小隊がおよそ七人ほどで構成され、お互たがいに試合を行って技を磨みがき合い、武芸大会では集団戦における中ちゆう核かくとなる。


「まぁ、聞け。別にお前にまじめに教えろとか言いたいわけじゃない」


　神経質に見えた顔が、苦笑によって緩ゆるむ。だが、おれの顔は見ない。こちらの習性をわかっていると言わんばかりのその態度も気に入らない。


「そっちの話は、ついでだ。わざわざ相手してやっているから、気に入ったのかと思った」


　おれは無言を通す。愚かな挑ちよう発はつをしかけるような連中には、すでにそれ相応の目には遭あわせている。新学期でもないこの時期にそんな奴やつは現れやしない。


　あいつ、レアンとかいうのが、いままでおれの授業にいたのかどうかも知らない。だが、いたとすればどうしていまになってあんなことを言い出したのか。


「調べてみたが、一年の時にはそれほどの成績ではなかった。正直、お前の動きに対応さえできなかっただろうな。それが、いまはまがりなりにもできる。あれでも急成長だ」


「そいつはたいしたもんだ。あのまま成長すれば、四年後にはツェルニ武芸者の頂点だな」


　おれは皮肉を込こめて言った。レアンにではない。ライツエルに対してだ。成長に期待するのはいい。だが、それでもあの程度だ。わずか四年でどれほどになる？


　いや、あるいはなるかもしれない。だがなったとしても、その時にはおれもライツエルも卒業している。自分がいない場所のことを気にして、いったいどうするというのか。


「自分のことと後に続くもののことを考える。ここはそういう場所だ」


　おれの皮肉に熱くなった様子はない。いかにも事実だという口調だが、それでも言ってしまったのは、こいつの中にはその顔に似合わない熱いものがあるからだろう。青春とでもいうのか。


　バカバカしい。


「なら、おれには関係ないな。おれに続く奴なんて、いない方がいいに決まっている」


「まったくだ。小隊に属さず、武芸大会でも完全に単独行動。しかしお前は、その全すべてで負けを知らずに突き進む。後に続きたくとも、努力だけでどうにかなるものでもない。お前は、学園都市という場所にはつくづく似合わない男だ」


　自分でもそう思っている。


「ツェルニの暴君」


「…………？」


「お前をそう呼ぶ奴もいる」


「はっ」


　おれは笑った。


　笑うしかない。


　そんな呼び方をされる。大人しくしているつもりだが、しかしそれでも、このおれがおれであることに変化はない。


　そういうことなのだろう。


　強ごう欲よく都市のディクセリオ・マスケインはそのままであるということだ。


　なぜだか、少しそれに安あん堵どした。


「だからこそ、もう、シャーリーと一いつ緒しよにいるのはやめろ」


　いきなりの話題転てん換かんに、おれは事態を把は握あくできなかった。


「なんだって？」


「知っているだろう？　彼女は次の会長選挙に出る。暴君と付き合っている。デキている。そんな話は、彼女にとって不利にしかならない」


「…………」


「暴君なんて呼び名が、会長選挙なんていう公おおやけの場で有利に働くわけがない。お前に反発している連中もいる。暴君の女が会長というだけで反対する連中も出てくる」


「…………」


「彼女から、協力を頼たのまれている」


「……あいつが会長になれば、来年のお前は第三小隊の隊長で、武芸科を統すべる長おさになる、か」


「武芸科長の小隊は常に第一だ」


　ライツエルの訂てい正せいをおれは黙って聞き流した。第三小隊が第一小隊と呼ばれようと、それによって元の第一小隊が何番になろうと、それはどうでもいい話だ。


「彼女は動こうとしている。長く続く管理委員会との政争に決着を付ける気だ。わかるか？　そんな彼女に負のイメージはいらないんだ」


「……それで、清せい廉れん潔けつ白ぱく、文武両道の天才君が彼女を公私ともに支える。そういう筋書きか？」


「そうだ。悪いか」


　それを素直に認める。メガネの奥で知性を光らせる瞳には、同様に燃えさかるものがある。挑ちよう戦せん的で好戦的な炎ほのおはなにを燃やして輝かがやいているのか。それを野心と取るか、妬と心しんと取るか、それは見る者しだいなのかもしれない。


　おれがどう受け止めたか。


　真っ向からその目を見返す。燃えさかるものをおれの目で受け止める。


　その炎はおれを燃やせるのか？　焼き尽つくせるのか？　食い殺せるのか？


　無言の内に問いかける。


「おれを暴君と呼んだな。それなら、おれから奪うばうということがどういうことか、それを考えてから物を言え」


　ライツエルの反応を見ることなく、おれは歩き出す。


「まじめになれ、ディクセリオ。いつまでもその暴君振ぶりが許されると思うな！」


　ライツエルが叫さけぶ。だが、おれは振り返らない。


　追いかけてこない。立ち止まったままでおれの背をしばらく見ていたようだが、その後は別の方向に向かって去っていった。


　怒いかりはあるか？


　おれを前にしてずけずけと物を言うライツエルに対して腹を立てているか？


　不思議と、怒りはない。


　ライツエルが、以前からシャーリーに好意を抱いだいていることは知っている。ただそれが、純じゆん粋すいな男女間の好意なのか、このツェルニで地位を得るために必要なものであるからなのか、その判断が難しい。都市の防衛力である武芸者が学園都市なんぞにやってくるのを許されるということは、そいつになんらかの問題があるからに決まっている。即そく戦せん力りよくとして期待されるだけの能力を持っていなかったというのが最も多い理由だろうが、もちろんそれだけではないだろう。おれのように都市を失った者もいるに違ちがいない。ライツエルのようになにか問題を起こして冷れい却きやく期間として学園都市に放り出された者もいるだろう。


　誰だれも彼もがなにかを抱かかえてここにいるのだ。夢であり希望であり絶望であり、成功であり挫ざ折せつであり、謀ぼう略りやくであり愚ぐ鈍どんであり……学園都市ツェルニの人口はおおよそ五万人。そして学園都市はこれだけではない。数十万人、あるいは百万に達するかもしれない若者たちが抱えているものを正確に理解することは難しい。


　いまは、ライツエルだ。


　あいつの経歴を思い出す。あいつ自身がおれに話した。いつだったか忘れたが、おそらくシャーリーがまだ、おれをまじめな学生にしようと努力していた頃ころのことだ。いまでも諦あきらめてはいないようだが、あの頃ほどの積極性はすでにない。


　授業に参加する気はすでに失うせている。おれは自分の部屋に戻もどるべく足を動かしていた。血の足りない倦けん怠たい感はすでにない。学生たちの足として活かつ躍やくする路面電車に乗ることなく、おれはひたすらに歩く。


　ライツエル・ローガンセフ。光鳴都市ホルガルト出身。都市を支配する王家の姫ひめとの婚こん約やくをかけた政略に敗れ、汚お名めいを着せられて都市を出たという。


　そんなあいつが、いまは次期生徒会長の右みぎ腕うでとなるべく奔ほん走そうする姿を滑こつ稽けいと取るべきか、どうか。権力に興味があるのか、あるいは地位に興味があるのか、どちらであろうとそれを得ることに情熱を傾かたむけることのできるあいつが、純粋にシャーリーに恋れん慕ぼを抱いているという感情があるのかどうか、疑わしい。


　いや、そんなことはどうでもいい。


　ライツエルがどう考えていようと、それは問題ではない。


　では、なにが問題だ？


　なにも問題はない。捕とらわれている自分がばからしくなり、おれは首を振ふる。


　なにに捕らわれているのか？　それがわからない。ただ、なにかが動こうとしている。そのことを目の前の問題から考えようとしているのか？


　ここは、強欲都市ではない。


　マスケインの一族が恣ほしいままにしたヴェルゼンハイムではない。ディクセリオ・マスケインは公的な立場としてはただの学生だ。暴君だなどと陰かげ口ぐちをたたかれていたとしても、実際になにか権力があるわけではない。ただ、この学園の制度からほんの少し外れた行動をしているに過ぎない。己おのれの武芸者としての実力を盾たてに、権力者たちに苦い顔をさせているに過ぎない。


　驚おどろくほどに、その程度だ。


　ディクセリオ・マスケインという人間を抜ぬき出して現れるのはこの程度なのだ。じいさんたちのお膳ぜん立だてがなければ、そんなものでしかない。いまのおれを、ヴェルゼンハイムにいた連中が見たら、どう思うのだろうか。


　憎ぞう悪おするだろうか？　お前だけが、人生をやり直していると。


　やり直している？


　浮うかんだその言葉に、おれは再び首を傾かしげる。


　おれは、人生をやり直しているのだろうか？


　いいや、そんなことはない。


　復ふく讐しゆうを続けている。狼ろう面めん衆を追い、奴らの根に辿たどり着つくまで、そしておれから奪ったものを取り返すまで、この戦いは終わらない。


　やり直しているわけではない。ただ、おれが生きている場所が変わっただけだ。強制的に、無理矢理に、強欲都市が消しよう滅めつしたことでおれはそうせざるを得なかっただけだ。


「ああ、まったく……」


　今日は、どうしてこんなことばかり考えるのか。


　疑問に答えなどあるわけもなく、おれは部屋のあるビルに辿り着いた。


　都市内の物資を一時的に保管しておく倉庫区に近い場所に、おれの部屋はある。居住区との境界線のような場所にあり、校舎からも繁はん華か街がいからもほどよく遠い。都市の土地は限られている。こういう、効率的に使用されていない建物は打うち壊こわされるか再利用されるものだが、そんなことになる様子もいまのところはない。


　あるいは、何度もそういうことをやった末に見捨てられてしまったのかもしれない。倉庫区の拡張でも行われない限りは、きっとこのままであり続けるのだろう。


　生徒会に雇やとわれた管理人がいるにはいるが、掃そう除じが行き届いているとは決して言えない。なにより、過ぎ去った年月がこのビルに灰色の雰ふん囲い気きを宿らせている。


　階段を上り、部屋に辿り着く。


　部屋は出て行った時のままだった。授業がいま終わったぐらいの時間だ。シャーリーが来るはずもない。冷蔵庫を開け、飲み物を取る。ソファに座る。体を預け、天てん井じようを見つめ、そこになにもないことを確かく認にんするという無意味を行いながら、喉のどの渇かわきを癒いやす。


　鼻をつく臭においがあった。


　見回すと、ソファの端はしにそれは転がっていた。


　血まみれの服だ。


　アトラクタでおれが着ていた服だ。腕うでを抉えぐられ脇わき腹ばらを貫つらぬかれた、血に染まった服がそこに、脱ぬぎ捨すてたままの状態で転がっている。


　ソファに鞄かばんを置くのは、彼女のいつもの行こう為いだ。


　今朝、彼女はこれを見ただろう。確実に。


「…………」


　おれは黙だまって缶かんの中身を飲み干し、握にぎり潰つぶした。放ほうり投げたそれはうまい具合にゴミ箱に入る。天井と自分の間にある、なにがあるわけでもない空間を眺ながめる。頭に言葉はなく、唇くちびるからもなにも出てこない。


　窓から射さし込む朱しゆ混じりの光は、この部屋を味気ないものとして映す。妙みように懐なついている一いつ般ぱん人の後こう輩はいがおれ向けにとリフォームしてしまったこの空間は、物語に出てくる悪党の隠かくれ家がのようになっている。


　そんな中に、おれはいる。ひどく静かだと思ったのは、倉庫区から貨物を動かす音がほとんど聞こえないからだ。


　オーディオデッキの電源を入れようと立ち上がり、考えを変えた。ゴミ袋ぶくろを取り出し、血だらけになった服を突つっ込こむ。床ゆかに移って染しみができ、また、乾かん燥そうして剝はく離りした粉が音を立てて落ちた。適当にそこら辺にあるゴミを一いつ緒しよに放り込み、それを持って外に出る。


　ダストシュートに投げ込み、ビルを出る。


　音楽が聴ききたくなった。


　歩く。


　繁華街に辿り着いた頃にはちょうどいい時間になっていた。


　行きつけの、半地下にあるその店もいま開けたばかりという様子で、客の姿は他ほかになかった。


「あ、いらっしゃい」


　カウンターの向こうでコップを磨みがいていたのは、おれの部屋をリフォームした後輩だった。この店には店員は常に一人しかいない。それほど客を受け入れられるスペースはなく、料理も出来合いのものしか出さないからだ。幾いく人かの学生が順じゆん繰ぐりに店主役をやり、店に残す金以外は分割する。そういう制度らしい。


「曲、なんかテキトーに流してくれ」


「先になんか注文してくださいよ」


　苦く笑しようしながらも、店のオーディオの電源を入れたそいつ……サイネルはグラスを用意し、氷の塊かたまりをピックで砕くだく。荒あらく削けずり出されたそれをグラスに入れ、背後の棚たなから取り出した瓶びんを開ける。


　琥こ珀はく色いろの液体が注ぎ込まれ、おれの前に置かれる。


　おれは黙って、スピーカーから流れ出した荒々しい音に耳を傾けていた。


　他に客が入ってくる様子はない。開店まもないということもあるだろう。


「そういえば、先せん輩ぱい」


　暇ひまをもてあましたサイネルが話しかけてきた。


「おれ、やっぱり建築科に行こうと思うんですよね」


「へぇ」


「ほら、先輩の部屋弄いじってから、なんか変なスイッチが入っちゃったみたいで、この店の内装も変えたくてしょうがないんですよ。でも、そうなってくると間取りとかも手を付けたくなってくるし、そうならもう全部造っちゃえばいいじゃんって感じになって」


「いいんじゃないか」


「うわぁ、いい加減だなぁ」


「興味ないしな、お前の人生に」


「そこまではっきり言う人っていないっすよ」


　そう言って大声で笑う。曲を聴くのに邪じや魔まになっているが、苛いら立だちはなかった。


　曲を聴いていないのだ。


「なんか、心ここにあらずですね」


　こんな奴やつにまで見み透すかされているのだ、どれだけおれが隙すきだらけになっているか、自分でも情けなくなってくる。


　だが、おれはなぜ、こんなにも虚うつろになっているのだろうか。


「なんかここ最近、暇ですしね。武芸大会中なのに都市も来ないし、対たい抗こう戦終わったんだからなんかこー、ばばんと連日来たりしませんかねぇ」


「授業がなくなるぞ」


「あー、それもまずいですね。試験の賞金けっこう当てにしてるもんで」


「まぁ、どっちでもいいんだけどな」


「でも、先輩は憂うさが晴れるんじゃないですか？　好きに暴れられて」


「好きに暴れられるからって、べつにすっきりもしやしない」


「そうですか？　歌とか歌ったりしてわーって大声出すと、ちょっとすっきりするじゃないですか。あれよりもすごかったりしないんですか？」


「それなら、歌手には悩なやみなんてないだろうな」


　おれの言葉についてサイネルは考えているようだ。店内が曲だけとなり、おれはそれに耳を傾ける振りをする。


　やはり、曲は耳に届いてはいるが、それはただ届いているにしか過ぎない。胸の中心にぽっかりと穴が空き、その表面が全すべてを撥はね返かえしているかのような感覚を、おれはもてあますようになってきた。


　ツェルニに来て四年、状じよう況きようはなに一つ変わっていない。いままで、なんでおれはここにいるのかという反発と反はん抗こう心しんで荒れることはあっても、ここまで虚きよ無む的な気分になることはなかった。狼面衆との戦いは頻ひん繁ぱんとまではいかないまでもずっと続けてきた。死にそうな、あるいは死んでいたに違ちがいない傷を負ったことも一度や二度ではない。その度たびにおれは病院にかかる必要もなく傷を癒いやし、次の日は当たり前のように学校へ行くか、あるいは当たり前のようにサボるかした。


　病院へ行ったのなど、それこそツェルニに来た最初の日ぐらいのものだ。


　誰だれにも気付かれてはいないはずだ。おれが狼面衆と戦っていることは。


　それに気付かれたからか？　狼面衆と戦っていると明確に知られたわけではないが、血まみれの服を見られたからか。


　いや、あれだけならば、おれが殺人でも犯おかしたぐらいにしか思われないに違いない。


　それがまずいのか？


「旅にでも出てぇな」


　ごく自然に、それが言葉として出てきた。


　この都市を出て、動き回りたい。自分の足で復讐の相手を追い回したい。いまのようにニルフィリアにいいように使われるのではなく、己の嗅きゆう覚かくで追いかけ、追いつめ、牙きばを打ち立てたい。


　動きたいのだ。復讐。ただそれだけを考えていたいのだ。


「いやもう、おれは学園都市でいっぱいいっぱいですよ。放ほう浪ろうバスこそうんざりじゃないっすか？　帰る時にはまたあれに乗らないといけないのかと思うと、嫌いやになります」


　おれの言葉をどう受け取ったのか、サイネルは変わらぬ気楽な調子で返してくる。


「それでも、こんなところでうだうだしてるよりは、マシだ」


「そっすかね」


　その時、ドアの向こうからくぐもった形で、鋭するどい音が聞こえてきた。


　緊きん急きゆう車両の鳴らすサイレンだ。病院か、都市警か、半地下のここでは音の判別が難しい。あるいは両方かもしれない。喧けん嘩かで怪け我が人でも出たか。わざわざ武芸者の能力で聴ちよう力りよくを上げる気にもなれないおれは、音を気にするサイネルを置いて、グラスに手を伸のばした。


「またっすか」


「また？」


「最近多いんすよ。まぁいまのがそうなのかはわかんないっすけど、なんか急に暴れ出す奴が多くて、変な病気でも流は行やってんじゃないのかって噂うわさになってますよ」


「へぇ」


　興味のないおれは聞き流す。


「変な感じですよ、なんか」


　サイネル自身も噂の部分しか知らないのだろう。だが、周辺に漂ただよう空気を気味悪がるように、かすかに体を震ふるわせる。二人しかいない店内に居い心ごこ地ちの悪さを感じている。


　五人ほどの集団の客が店に入ってきて、ほっとした顔を浮うかべるサイネルを見て、おれは店を出た。


　繁はん華か街がいの空気はほどよく夜の気配を醸じよう成せいしようとしていた。緊急車両の姿はすでになく、学生たちはなにごともなかったかのように行き交かい、たむろし、店の中に消えていく。


　声をかけてくる女たちを横目に、おれは行き場もなく歩く。部屋に戻もどる気にはなれず、ベッドを探す気分で女を観察していく。


　あのガキを見かけたのは、その時だ。レアン・バールとかいうガキは、飲酒店の多いこの場にはひどく不ふ釣つり合あいだ。レアン自身は周囲の空気を無視しようとしているが、その意識した様子がかえって周りから浮いた雰ふん囲い気きを作ってしまっている。こちらは気付いたが、向こうは気付いていない。特に用もない。このまま無視して行こうかと思ったが、向こうが気になる行動を取った。


　おれとレアンのほぼ中間に位置する場所、そこにある店に都市警察による立ち入り禁止のテープが張られていた。どうやら、さきほどの騒さわぎはあの店で起きたようだ。なんの店だったか思い出そうとして、できなかった。入ったことがないか、あるいは記き憶おくに残らないような店だったか。


　レアンは周囲を警けい戒かいするようになんどか首を巡めぐらせると、テープをくぐり抜ぬけて滑すべり込むように店の中に入っていった。


　興味が出た。


　ライツエルの話などどうでもいいが、体育館で意識した時から気にはなっていた。


　店の前に立つ。もとはドアによって閉じられていただろう場所には、引きちぎられた金具が虚むなしく残され、残ざん骸がいは壁かべ際ぎわに寄せられ、積み上げられていた。蹴けりつけたか殴なぐりつけたか、真っ二つに折れたそれを見ながら、おれは気配を殺して中に入り込む。


　誰かが暴れたとすれば、それだけでここを都市警察が封ふう鎖さするだろうか。


　その正体は、店内に入ればわかった。


「……派手だな」


　中は、広かった。落とした照明の中で雰囲気のあるＢＧＭ、上品に盛りつけられた料理。色いろ鮮あざやかなカクテル、あるいはワイン。内装の残ざん滓しを眺ながめただけで、この店がどんなものか想像が付いた。


　そう、残骸だ。


　暴徒がこの店に流れ込んだのか、あるいは、客の全員があまりの料理のまずさに怒いかり狂くるったか、あるいは、洗脳音楽でも垂れ流して客全員を発はつ狂きようさせたのか。


　武芸者がやったわけではない。それは破は壊かい痕あとを見ればわかる。


　床ゆかに飛び散ったガラスや陶とう器きの破は片へん、血けつ痕こんは点々と、零こぼれた酒精の香かおりは、軽く酔よいの中にあるおれの鼻にもきつかった。


　時間が経たてば、それは腐ふ臭しゆうに変わるのだ。じいさんの部屋を見ていれば、それはわかる。明日あしたには清せい掃そう会社が来るだろうが、今夜はこのままだろう。


　さて、レアン……あのガキはどこへ行ったのか？


　おれは気配を殺したまま、店の奥へと足を踏ふみ入れた。照明は完全に消えており、非常灯の光だけがおれの視界の手助けをしている。


　武芸者にとって気配を殺すということは、能力強化をする剄けいもほとんど使えないということだ。やろうと思えばできるが、肉体にかかる負荷もある。白はく炎えん都市での疾しつ走そうを思い出す。あんな思いを好きこのんでやりたいわけではない。そして、そこまでするようなことだと、おれは思っていなかった。


　たいして注意することなく、おれは店の奥を目指してみる。


　ガラスの破片を踏む。


　カチャリと、それが鳴った。


　その瞬しゆん間かん、緊きん張ちよう感かんが店内を支配した。酒精によって、どこかぼやけた空気となっていたものが排はい除じよされ、氷のような冷たさがおれを取り囲んだ。


　あの未熟者が放つにはあまりにも鋭すぎる気配に、おれは足を止める。血管に混ざっていた琥こ珀はくの液体が、その瞬間に体外に排はい出しゆつされた。酔いの中でぼやけていた意識が、針に突つかれたように収縮した。


　無音。だが、すでにおれの位置は知られた。向こうの位置は、まだわからない。


　どうする？


　こうする。


「なにしてんだ？」


　おれは呼びかけながら、腰こしの剣けん帯たいに手を伸ばした。


　どうせ、もうこちらの位置はばれているのだ。そして、鋭い、殺気にはまだいたらぬにしても、敵意には達した気配がおれに突き刺ささっている。


　こちらが無む抵てい抗こうでいてやる理由はなにもない。


　錬金鋼ダイトを抜く。


　復元する。


　その際に放たれる光が一瞬、周囲を照らし、そして相手の姿を映し出した。


　レアンではなかった。


　それは、なんだ？


　暗い部屋に黒い影かげ。身長は高い。おれよりも高い。天てん井じように届きそうなほどに、高い。それに比べて、手足は細い。普ふ通つうの体格の人間からすれば、それはごく普通の太さなのかもしれない。だが、その高身長によるバランスから考えれば、やはり、手足が細かった。


　そんな手足がぼろ切れのような黒い布の間から覗のぞいている。


　その顔。


　復元光の青い光に照らされたそれは、鉄色の仮面に覆おおわれていた。


　また、仮面だ。


　だがそれは、おれのよく知る獣けものの仮面ではなかった。


　何者か？


　狼ろう面めん衆か？　奴やつらと関係のある存在か？　あるいはただの変態か。


　変態にしては、気配が尖とがりすぎている。


　仮面はまるで獣の牙か、あるいは猛もう禽きん類るいの嘴くちばしのようだった。おそらくは。判別しようとすればそれが近いだろうというぐらいには、そういう形をしていた。


　鉄の塊かたまりに鑿のみを打ったかのような仮面は、艶つややかさからはほど遠く、無骨さと荒あら々あらしさと、原初のなにかを抱えているかのようだった。


　手にしているのは鉈なただ。ただ、その身長に合わされた鉈は普通のものよりはるかに巨きよ大だいであり、威い圧あつ感かんがあった。


　総じて、それは異形で片が付く。異形の姿をした、人型のなにか。


　怪かい人じん。とりあえずは、その呼び名が適当だろうか。


「なんだお前？」


　おれはそう言うしかなかった。


　怪人は、無言で動いた。己の高身長を、つまりは巨体であるということを無視した動きでおれに迫せまってくる。間を遮さえぎる柱やテーブルをなきものとして扱あつかい、高速によって生じる衝しよう撃げき波はで粉ふん砕さいし、薙なぎ払はらいながら迫ってくる。


　鉈が振ふるわれる。


　鉄てつ鞭べんでそれを受けた。


　凄すさまじい衝撃が腕うでに、全身に襲おそいかかってくる。周囲の床板が砕くだけ、足が沈しずみ、その下にあった混凝土コンクリートさえも砕いた。


「ちっ」


　このまま、地面に沈められる。


　そうとさえ感じさせるほどの怪力だ。膨ぼう大だいな剄けいが怪人の全身から溢あふれ出し、浪ろう費ひされていく。その上でこの威力だ。怪人のぼろ切れのような黒衣が、生み出された上じよう昇しよう気流で巻き上がり、その体が露あらわになる。なにかを纏まとっているようには思えない。その体は手足を除けば全すべてが墨すみのように黒く、そして性別を決めるものがなにもなかった。


　不可解な威圧感に、おれは声を放って剄けいを上げた。剄けい脈みやくを加速させる。鉄てつ鞭べんを振り上げ、鉈をはね除のける。怪人の腕が上がる。体勢が崩くずれる。技術は未熟。がら空きになった胴どうを見て、即そく座ざに判断した。


　一撃だ。


　いくらなんでも怪人が胴を隙すきだらけにしているのは、ほんの一瞬だろう。次の好機を待つほどにおれは呑のん気きな性格でもなく、相手のそれが演技かどうかを確かめるような、巧こう緻ちに生きるほどにめんどうな思考は持っていなかった。そこにあるものがたとえ罠わなであろうとも食い破る勢いでただ一撃を放つ。


　廃はい貴き族ぞくを、ヴェルゼンハイムを叩たたき起おこす。瞬時に顔面を覆うおれの仮面。狼面衆に形を与あたえたおれの意思、復ふく讐しゆうの牙きば持つ獣。それを被かぶり、そういうものに成り果てて、おれは愚おろかな一撃を放つ。ただそれだけしか知らぬ一撃を放つ。


　雷らい光こうと轟ごう音おんが周囲を覆う。


　鉄てつ鞭べんから放たれた一撃は怪人の胴を打ち、粉砕し、その亡なき骸がらを撒まき散ちらした。


　そのはずだ。


　自信がない。


　手て応ごたえがなかったのだ。


　だが、相手の生死を確かく認にんしている暇ひまはなかった。いまこの場所はごく普通の空間なのだ。狼面衆と戦っている時のような、現実と空想の狭はざ間まにあるわけではない。なにを壊こわそうが、戦いが終われば全てがなかったことになるわけではない。


　怪人の一撃は、この建物の基き礎そ部分に重大な傷を与え、そしておれの一撃は、この店全体を破は壊かいの渦うずに飲み込んだ。天井を支える柱は砕け、不ふ吉きつな音が響ひびいている。店外からは男女の悲鳴が聞こえてくる。


　この場にとどまるのは物理的に危険であり、見つかれば別の意味でめんどうなことになる。


　錬金鋼ダイトを戻もどす。右腕に痛みがあった。活かつ剄けいを走らせるのが、ほんの刹せつ那なだが遅おそかった。そのために、相手の一撃を受けた負荷で腕の血管が破は裂れつしてしまっているのだ。


　流れ出す血が袖そでを赤く染めていく。


　痛みに構っている暇はない。どうせすぐに治るのだ。とにかくこの場から去ることを考えていると、それを見つけた。


　壁かべの一部が砕け、外からの光が侵しん入にゆうしていた。それは、光に体の一部を晒さらしていた。


　気絶したレアンだった。粉ふん塵じんで汚よごした細い体たい軀くを丸め、眠ねむるようにして気絶している。


「ちっ」


　舌打ちが勝手に零れる。おれは、そいつを抱かかえてこの場から逃にげることにした。





　なぜ連れてきたのか。こいつの口からおれのことを喋しやべられては困る、ということもあるだろう。幸いにもあの建物が崩ほう落らくするということにはならなかったようだが。同じ場所で二度も異変が起きては、しばらく綿密な捜そう査さが行われるかもしれない。気配を殺す……殺さつ剄けいを行っていたからおれが入ったところは見られてはいないだろうとは思うが、めんどうなという気持ちがおれの中にはあった。


　部屋に連れて帰る間、レアンが目を覚ますことはなかった。連れて帰ってもそれは変わらない。目を閉じ、安らかとさえいえる顔で眠っている。


　ベッドに転がそうかと思ったが粉まみれのままというのはさすがに躊ちゆう躇ちよした。シャーリーに汚れたベッドを見られた場合を想像したのだ。


「まったく……」


　他人の目を気にする自分を嘲あざ笑わらいながら、制服の上着とズボンを脱ぬがせる。男物を脱がせるのはまったく楽しい行こう為いではない。


　そう思ったのだが……。


　上着を脱がせた時から違い和わ感かんはあった。シャツの胸辺りに硬かたい布の感かん触しよくがある。ボタンを外してみれば、胸を覆い隠かくすように包帯が何重にもきつく巻かれていた。


　怪け我がをしているわけではないだろう。


　ズボンを脱がす。男物の下着の中には男としてあるべき物がなかった。


　驚おどろきよりも納なつ得とくが勝まさった。


　体育館でこいつとやりあった時から違和感はあったのだ。線の細い男というには毛色が少し違ちがったように思えた。


　ただの未成熟かとも思ったが、やはりというか、違ったか。


　おれは息を吐はく。驚きはないにしても、やはりなという気持ちはあり、そしてなぜそんなことをするのかという疑問が出てくる。


　だが、それよりも気になるところがあった。


　その手足だ。男の恰かつ好こうをしていたことよりも新たに見つかったこちらの違和感の方が気になる。男に比べれば艶やかであり、まるみを備える予兆のような物を感じさせるのだが、どこかで首を傾かしげてしまいたくなる。


　なぜか、『よくできている』という感想を抱いだいてしまうのだ。


　まるで作り物であるかのように。


　義手義足である可能性はあるかもしれない。だが、失われた手足の再生も可能な現代の医い療りよう技術で、それが必要なのかどうか。


　触ふれてみる。女の柔やわ肌はだの感触だ。


　寝ね息いきに混ざったかすかな呻うめきを無視して、おれは肌の感触を確かめた。


　鍵かぎの開く音がして、おれは手を離はなす。泥どろ落としのマットを踏ふむ足音から、シャーリーだろうと予測した。


　寝しん室しつから出て、ドアを閉める。


　リビングにやってきたシャーリーは、買かい物もの袋ぶくろを抱だいていた。


「ディック、あなた授業をしたんですって？　熱はどうしたの」


　おれを見て、怒いかりに顔を歪ゆがませようとしたシャーリーはなにかに気付いて、驚きに変化した。


　しまったと思ったが、もう遅い。


　すっかり忘れていた。


　右腕から出血していたのだった。すでに傷は閉じているが、溢れ出た血は袖を汚よごし、固まりつつある。


「ディック、それ……」


「ああ、帰り道にずっこけてな、間ま抜ぬけをした。病人がうろうろするもんじゃないな」


　彼女の金色の髪かみが揺ゆらぎ、瞳ひとみが右腕とおれの顔を往復する。浅黒い彼女の頰ほおに朱しゆが走り、表情には逡しゆん巡じゆんが駆かけ抜けた。


　なにかを言おうとして、飲み込んだ。


　そういう顔だ。


「……さっき、近くの繁はん華か街がいで大きな事件が起きたの、知ってる？」


「そうなのか？　サイネルの店で飲んでる時にサイレンが鳴ってたがな。気にせず帰った」


「彼の店にいたの？」


「じっとしてるのは、性しように合わないからな」


「……とにかく、そんなのいつまでも着てないで着き替がえなさいよ」


「ああ、そうする」


　おれはその場で服を脱ぎ、ゴミ箱に放ほうり投げた。嘆たん息そくが勝手に零こぼれ出る。二日で二着もダメにした。学校から支給される武芸者の功労助成金も残り少ない。講師の給金など週一ではたいしたものでもない。


　学園都市に来てなにが一番困ったかといえば、金だ。放っておいてもなにも困らないシステムを作り上げたじいさんや親父おやじは、そういう部分では尊敬に値あたいする。それだけでは足りないと暴ぼう虐ぎやくを尽つくすのが、マスケインの一族でもあるのだが。


　そして、おれの中にもそれは存在するはずだが、金の部分ではそれは適用されなかった。金を稼かせぐということに執しゆう着ちやくがない。できない。だからヴェルゼンハイムから出れば、おれは金に困ることになる。


「やれやれ、これでも貧びん乏ぼう人なんだがな」


「働きなさいよ。都市警察でも紹しよう介かいしてあげましょうか」


「向こうが断るに決まってる」


「……それなら、小隊を作る？」


「なんだって？」


　いきなりのシャーリーの提案に、おれは彼女を見た。


「小隊を作れば、助成金も入るし、それで武芸大会で活かつ躍やくすれば、功労金もいまより多くなるよ」


「そりゃ、隊の人数分は増えるだろうな。他の奴やつらのも全部分ぶん捕どれば……そりゃいいな」


「違うよ。責任が増えるから、だよ」


「ふうん」


「責任への対価だよ」


「二回も言うなよ」


「そういう気は、ないの？　小隊を作ったり、ううん、もう少し授業を真ま面じ目めに受けるのでもいい。講師に力を入れるのでもいい。この都市のために、なにかをしようという気はないの？」


「武芸者として、やることはやってる。汚お染せん獣じゆう戦はいまんところないけどな。都市戦はがんばったぜ」


「この都市の体制は無視してだけど」


「…………」


　なにも言えやしない。武芸者は戦うために存在しているような生き物だ。生き残るために汚お染せん獣じゆうと戦い、都市が活動するために同じ都市とも戦う。根本として、武芸者はそのために存在しているといってもいい。


　しかし、戦い方は都市ごとで様々だ。


　ヴェルゼンハイムでのように、戦いはマスケイン一族が先頭に立つ。他の連中を骨抜きにしてでも英えい雄ゆうを生み出さないために、他の者たちには戦わせない、ということはしない。ツェルニでは適正な集団運用を目指している。強者を潰つぶし、弱者を踏みにじるヴェルゼンハイムとは違う。強者を利用し、弱者を有効活用できる戦い方を行おうとしている。


　おれは、それにどうしてもなじめない。集団による、計算された戦術というものを理解できないわけではないが、体が受け付けない。


「ねぇ……」


「無理だな」


　おれの一言で、シャーリーは言葉を詰つまらせる。黙だまって首を振ふり、手にしていた買い物袋をキッチンに置く。


「ねぇ、わたし、次の生徒会選挙に出る気なの」


「ライツエルに聞いた」


　それだけで、シャーリーには通じた。あいつがおれになにを言ったか。彼女がなぜおれに、まじめになれといっているのか。それを知っているということが伝わった。


　シャーリーの指が買い物袋の表面で震ふるえる。その音が、静かな中で空気に含ふくまれた成分を刺し激げきした。


「…………次の生徒会選挙は、負けられないの。みんながわたしに期待してる。管理委員会を追放するために、この学園を利用しようとした、あの大人たちを追い出すために、どうしても動かなきゃいけないの。そのための準備ももう進んでるの。わたしは、どうしても負けられない。この選挙にも、そして管理委員会にも」


「勝てばいいだろう」


「ディックは、なにも感じないの？　あの人たちがわたしたちになにをしたか？　守しゆ護ご獣じゆう計画を知らないわけではないでしょう？」


「おれが入学する前の話だろう。そんな古い話」


「古くなんてないわ。わたしたちの入学前だけれど、そこまで古くない。ねぇ、管理委員会の構成員はほとんど変わってないのよ。委員長も含めて幹部はほとんどそのまま。それはつまり、学園都市連盟はなにもしてくれないということなの。彼らに権限を与あたえたままだと、また同じことをするかもしれないということなの。古い話なんてものじゃないわ。いまのわたしたちに関係する話なの。そのために、わたしたちは戦わないといけないのよ」


「戦えばいいだろう」


　おれは投げやりに答えた。


　あるいはそうするべきではなかったのかもしれない。もっと別の、うまい言い方があったのかもしれない。


　彼女は言うべき言葉を失う。


　おれがなにかを言うべきなのだろう。


　だが、なにを言うべきなのか？


　出ればいいと、ただそれだけを言うべきなのかもしれない。応おう援えんしていると。しかしそれは、彼女の言い分に従うべきだと、自分で肯こう定ていしてしまうだけだ。彼女の会長選のため、彼女の評判を貶おとしめないため、おれの態度を改めなければならないということだ。


　おれとシャーリーの関係が続く限り、続けたいと思う限り、しなければならない。


　まじめに制服を着、まじめに学校に通い、まじめに学園都市のために武芸者としての責務を、この都市に合わせた責務を行わなければならないということだ。


　反発が泡あわのように次々と湧わいて来、一つの大きな塊かたまりになる。言葉に変わりそうなそれを、おれは呑のみ込んだ。


　ならばおれのやることはなんだ？　会長選に出るなと言うことだ。おれの女でいたければそんなものに出るなと言えばいい。従わなければむりやりに従わせればいい。


　それがおれだ。


　強ごう欲よく都市のディクセリオ・マスケインはそういう人間だ。首にまとわりつく違い和わ感かん。遥はるか彼方かなた、もはやこの世ですらないかもしれない場所から送られてくる殺意の感かん触しよくがそれを知らしめる。


　殺意でありながら、そう簡単に殺しはしないという底の抜けた、淀よどみ、歪んだ感情がおれを支配し、取り囲んでいる。


　それをいま、濃のう密みつに感じている。


　メイリン。


　ヴェルゼンハイムで最後に壊こわした女。そしておれのものになりかける前におれの手からすり抜けた女。


　不幸の中で幸福に飛び込もうとし、そして都市の運命とおれの手によって破は壊かいされた、哀あわれな女。


　メイリンの憎ぞう悪おは、いまもおれを取り巻いている。


　あるいは、これのために死ねないのかもしれない。傷を負ってもなお、首を飛ばされ、肺を潰され、尋じん常じようではない出血をしようとも生きているのは、殺すのは自分だとメイリンが叫さけんでいるためかもしれない。


「どうして黙っているの？」


　彼女の小さな声。この空気を震わせたくないと、慎しん重ちように囁ささやかれた声は、しかし激しくおれを急せき立てる。


　言葉は、やはり出てこなかった。おれは黙って首を振る。


「そう」


　彼女は息を漏もらす。買い物袋を見つめ、そしてそのまま部屋を出て行った。


　鍵かぎのかかる音は聞こえなかった。


　おれはしばらく立ち尽くし、彼女のいなくなった空間を見守った。そこにはただ空白しかなく、それを埋うめるためのものは見つからない。置いて行かれた買い物袋が、まるでなにかの記き念ねん碑ひのように、はかない自己主張を行っていた。


　彼女は、おれになにを期待していたのだろう？　おれが彼女を助け、武芸長としてその隣となりに立つことをだろうか。ライツエルにすでにその提案をしているというのに？


　部屋の空気を変えたくとも、そのためになにをすればいいのかわからない。


　いや、無視してしまえばいいのだ。


　おれはキッチンに背を向け、寝しん室しつのドアに手を伸のばした。


　起きていることには、もう気付いている。


　半身だけを起こしたレアンは、シーツで体を隠かくしていた。ひどく気まずい顔をしているのは、おれたちの会話を聞いていたからだろう。おれからも目をそらしている。男にしては長く、しかし女にしては短めの髪かみが片目を隠すように流れている。


「あ、の……すいません」


　視線をそらしたまま、喘あえぐように呟つぶやいたレアンを無視し、おれはベッドに腰こしかける。


「それで、お前はいったい、なにしてたんだ？」


「え？」


「あそこでだよ」


「あの……」


「あの変なのがなにか、お前知ってるのか？」


「…………先せん輩ぱい、やっぱり見たんですね」


「なんだって？」


「この学校に来た時から、先輩は少しなにか違ちがうって感じてて」


「そんなことはどうでもいい」


「す、すいません」


　ひどくおどおどした様子に、おれは少しうんざりした。凶きよう暴ぼうな気分が腹の奥でとぐろを巻いている。女であるこいつをどうにかしてやろうか、そういう気分にもなる。実のところ、あそこで出会った怪かい人じんなどどうでもいい。あの店に足を踏ふみ入れたのも、ちょっとした好こう奇き心しんだ。ニルフィリアが動かないということは、あれは狼ろう面めん衆とは、おれが追いかけているものとはなんの関係もないということに違いない。それならば、深く関かかわる必要などなにもないのだ。
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　ならばおれは、こいつの女の部分に、おれの凶暴さを思うさまにぶつけてやる方が、なにもかもすっきりするのではないかとさえ思う。こいつの事情など知ったことか、こっちの好きなようにして、捨てればいいだけの話だ。


「あの……」


　シーツの端はしから、包帯で硬かたく巻かれたままの胸が覗のぞき見みえる。シーツの盛り上がりがこいつの足を形作っている。


　体育館で見た時、奇き妙みような男だと思った。いや、視覚で感じたものと、おれの本能が真逆の感想を浮うかべ、それが混じり合って奇妙だと思ったのだろう。他の連中は気付かなかったのか。それほどに、こいつは巧こう妙みように己おのれの性を隠していたのか。


　女であることを隠すことに、なにか意味があるのか。


　隠されたものを暴あばき立てる。晒さらし者ものにする。それによって手に入る快楽について考えてみた。


　重く長く、ため息が零こぼれた。喉のどを過ぎる息が、煙けむりのように苦く感じられる。


「で、あいつはなんだ？　おれが聞いてるのはそれだけだ」


　息を呑んでおれの反応を窺うかがっていたレアンは、戸と惑まどったまま話し始めた。


　自分が何者なのか、レアン・バールは知らないと言う。


　物心ついた時には、手足のない者として捨てられていたという。再生手術をしようにも、レアンの遺伝子には手足に関する情報がなく、万能細さい胞ぼうの移植による自己再生という、現代の方法は使用できなかった。そのため、レアンは義手義足を付けねばならず、外科手術によって繫つなげられた神経を活性化させるためには相当な苦労が強しいられた。


　そのために、いまでも武芸者としては最低の能力しか扱あつかえない。


　ライツエルの目は正しかったとも言える。あの実力の原因が手足を思うように使えないことによるものならば、それが解消された時には飛ひ躍やく的に向上するかもしれない。


　だがそれもまた、どうでもいい話だ。


「それで？」


　こいつの身の上話には興味がない。しかしおそらく、あの怪人はそれに関係しているのだろう。


「はい。武芸者として期待されてなかった僕は、修行のために学園都市に出されました。外の都市なら、普ふ通つうの手足を手に入れる方法があるかもしれないという話を聞いたことも関係あるんですけど」


　こうしてツェルニにやってきたレアンはなにか、この都市の空気に奇妙な感覚と恐きよう怖ふを覚えたという。


「説明が難しいんですけど、僕が僕だってばれてはいけないような、そんな感覚でした。それで、書類に不備があって僕の性別が男になってたから、そのまま男で通そうと思って……」


　それから一年、なにごともなくレアン・バールは男として生活することになった。


「男として暮らすのはしんどかったですけど、それでもなんとかなりました」


　異変を感じたのは最近からだという。


「変な事件が続いて起きてるって聞いてから、また、あの入学した時の感覚が蘇よみがえってきて、それで、あれが見えるようになったんです」


　レアンの言うあれの外見は、おれが見たものと酷こく似じしている。ぼろ切れのような黒衣に背が異常に高い、仮面をしたなにか。


　人間、と呼ぶにはどこか憚はばかられるような雰ふん囲い気きをしたなにか、怪人といまは呼ぶしかないなにか、だ。


「気がつくと、ずっと遠くから僕のことを見ているんです」


　授業中、気がついて窓を見ると、遠くの建物の上にそれが立っている。


　休きゆう憩けい中の渡わたり廊ろう下かで。


　登校中の朝日、あるいは下校中の夕日に霞かすむように。


　部屋で机に向かっている時に。


　ふと気がつくと、怪人は遠くの場所でレアンを見つめて立っている。


　そして必ず、怪人の立っている場所で事件が起きる。


　サイネルの言っていた、人が急に暴れ出すという、あの事件だ。


「不安でしかたがなかったんですけど、このままでもダメだと思って」


「ツェルニを出て行こうって思わなかったのか？」


「出て行っても、元の都市には戻もどれませんよ。僕の手足の問題も解決してないのに中退だなんて。拾ってくれた両親に迷めい惑わくをかけたくありません」


「他の都市は？」


「こんな僕では、学園都市以外ではなにもできません。だからって、よその学園都市に再入学しようなんて試験や移動にかかるあれこれを考えたらとてもいますぐには……」


　どこにだって金は付きまとう。いや、ただ逃にげだそうと思えば金は必要ない。放ほう浪ろうバスにそれほど金はかかりはしない。あれは、交通都市ヨルテムの電子精せい霊れいが放浪バスを統とう括かつしているという理由とは別に、交通都市に、より多くの情報が集積するようにできている。それにより都市内での情報市場が活かつ況きようを呈ていすることが、ヨルテムには利益となっているからだ。


　都市のシステムを人間が利用した好例……ここで学んだ知識だ。


　だが、レアンにその考えはない。学んでいないわけではなく、そのことを選せん択たく肢しとして頭に浮かべてもいないのだろう。


「夕方、部屋に帰った途と端たんにあれを見て、覚かく悟ごを決めて見に行ったんです。そうしたら、あの店は立ち入り禁止になってて、どうなっているのか確かめたくて入ったら……」


　そこでレアンの言葉は止まった。


「入って、僕は……」


　呆ぼう然ぜんとシーツを眺ながめる。記き憶おくを掘ほり出すのに集中するためか、額を押さえ、片目にかかった前まえ髪がみが退のけられる。


　片目……左目もまた義眼だった。ガラスの瞳ひとみが、虚うつろに宙を映している。


「僕は、どうしたんだろう？」


　呟く少年のような少女の顔には、義眼の虚きよ無むが移り、宿っていた。






　第三章　──異端者たち──







　戦いは、いつだって唐とう突とつに訪おとずれる。


　サイレンの音が鳴なり響ひびく。


　都市戦だ。


　外がい縁えん部。巨きよ大だいな都市の足が等とう間かん隔かくに並ぶその場所、その天を突つく足のはるか向こう側に、砂さ塵じんを巻きながら近づいてくるものがある。


　都市だ。


　セルニウム鉱山というものがある。その名の通りセルニウムという鉱石を保有する鉱山は都市外に広がる大地の各所に存在する。そして都市は、この巨大な存在を動かすため、また都市内の電力を維い持じするため、この鉱石が液化した際に発揮される高エネルギーを必要としている。


　放浪する都市で生きていくおれたちにはわからないが、この物質も無限ではないのだろう。


　普ふ段だんならば決して接せつ触しよくするはずのない、人類を守るためにあるはずの自律型移動都市同士がぶつかりあい、自らに住まう人類同士を戦わせる。


　ふざけた矛む盾じゆんだ。


　だが、資源に限界が存在するのだとしたら、それによって養う人類の数にも限界が存在するということだろう。だとすれば、生き残る都市とは、より強い者より強運を宿した者が多く住まう都市であるべきなのかもしれない。


　そのために、都市同士は戦うのか。


　そして、限界が存在するのだとしたら、セルニウム鉱山の全すべてが尽つきる日が来るのだとしたら、それは自律型移動都市が止まるということだ。その時には人々を汚お染せん物質から守るエアフィルターも停止するということになる。


　それは、人類の全ぜん滅めつを意味するだろう。


　しかし、いま目の前に迫せまる戦いに、それほどの悲ひ壮そう感はない。


　迫る都市を、おれはレアンの部屋で眺めていた。


　非常召しよう集しゆうを示すサイレンの音に慌あわてて飛び出したレアンを無視し、窓を見つめる。学園都市は、そして学園都市を統とう率そつする学園都市連盟は、武芸大会という名目で、戦争を死者の存在しない遊技へと変化させた。錬金鋼ダイトには安全装置が組み込まれ、戦いそのものに規則が定められ、安全性の高い戦いへと変化した。奪うばうのは都市の中央に立てられた旗だ。これを先に奪うことができれば勝利が決まる。


　しかし、都市間戦争であることもまた事実だ。敗者の側は都市が保有する鉱山を一つ明け渡さなければならない。これは人間の行政機関が口約束で行うのではない。都市を動かす電子精霊が行うのだ。敗北し、鉱山を一つ失えば、都市はその鉱山には絶対に近寄ることはない。上がどのような規則を定めようとも、勝敗の結果によって与あたえられるもの、失うものは決して変わらない、都市間戦争の絶対条件は揺ゆるがない。


　戦いに緊きん張ちよう感かんはないくせに、そんなところでだけは差し迫った気分を押しつけてくる。


　おれは、それにどうしてもなじめない。


　だが、これも戦いだ。


　剣けん帯たいに学園都市規定の錬金鋼ダイトを収める。もう一つ、ニルフィリアによって与えられた錬金鋼ダイトは上着の内ポケットに滑すべり込ませておく。使ってみてわかったが、こいつはどんなところにあろうと持ち主の手に必ず戻ってくる。どこに放置しておいてもかまわないということだが、なければないで落ち着かない。


　おれは、レアンの部屋を出た。


　相手都市は、もう間近にまで来ている。


　都市同士が接触する、深く長く続く地鳴りが起こる頃ころに、おれは接触点に辿たどり着ついた。都市の足は絡からみつくように交差し合い、接せつ渡と橋きようが架かけられる。エアフィルターが重なり合い、二つの都市は空間的に繫がった。向こうの武芸者連中もすでに集まっていた。数は同じぐらいか。戦力の数的優ゆう劣れつが発生しないように学園都市連盟が入学者を調整しているというのは本当なのだろう。


「なにをしていた」


　その気はなかったが、ライツエルの第三小隊の側そばに来ていた。きれいに整列している武芸科生徒たちの中で、おれは列を乱す異分子としか映っていないことだろう。なにより、皆みんなが戦せん闘とう衣いを着ている中で、おれは制服ですらない。


　ライツエルの苛いら立だたしげな声を無視する。戦闘のためにメガネを外した副隊長からは知的な印象が削そぎ落とされ、野心家の顔が剝むき出だしになっている。


　その顔を見る気にはなれない。


　接触点の中心では、いままさに調印式が行われていた。両学園都市の生徒会長が向き合い、学園都市連盟の規則を確かく認にんし合い、それを遵じゆん守しゆすることを宣せん誓せいしている。


　その周りに、生徒会の役員たちとは別に、学園都市だからこその違い和わ感かんが存在する。


　大人たちだ。


　仕立ての良さそうなスーツを着た集団は二つに分かれ、二人の生徒会長の背後に立ち、儀ぎ式しきが滞とどこおりなく終わるのを見守っている。


　管理委員会。学園都市連盟から派は遣けんされた、都市の行政を監かん督とくする大人たちによる集団。そして、シャーリーにとっての、敵。


　生徒会役員の中に、シャーリーの姿を見つけてしまい、おれはうんざりと空を見上げた。


「それでは、次のサイレンとともに戦闘は開始されるものとする」


　ツェルニの管理委員会か、あるいは向こうの都市に派遣されている連盟員か知らないが、そう声を張り上げた。そういえば、おれは相手の都市の名前さえも知らない。隣となりのライツエルに聞けば答えは出るだろうが、それをすることも億おつ劫くうだった。


　調印に使われた台が片付けられ、生徒会の面々や、大人たちが中央から去っていく。一いつ般ぱん人である彼らが戦場にいるなどそれだけで自殺行こう為いだ。開始のサイレンが鳴るのは、彼らが安全圏けんまで退たい避ひしてからとなる。


　ひどく間ま抜ぬけな時間が過ぎていく……はずだった。


　サイレンが、鳴った。


　周囲からどよめきがわく。生徒会役員はまだすぐ側にいる。隊たい伍ごを組んだ武芸者たちの外側を迂う回かいするように歩いていた。それは向こうも同じだ。相手都市の生徒会役員たちは驚おどろきに足を止め、見えるはずもない音を見ようと空を見上げている。


　それは、彼らとともにいる連盟員も同じだ。


　こちらは？


　同じようなものだ。生徒会長を中心とした役員たちも驚きで足を止めている。その中にシャーリーの姿もある。


　しかし、管理委員会の姿が見えない。


　やってくれた。


　隣でライツエルの舌打ちが聞こえる。その時にはおれも動いていた。


　どよめきは混乱を呼び、判断を遅おくらせる。


　だが、このサイレンが戦いの開始を告げるものであることには変わりない。大人たちが規則としてそれを声こわ高だかに宣言したばかりだ。


　戦せん陣じんを仕切っている小隊長が突とつ撃げきを指示したとしても、それはしかたのないことだ。


「復元！　第一隊列前に、突撃、突撃！」


　錬金鋼ダイトが復元される光、数百のそれが一いつ斉せいに起こり、周囲が眩まばゆさに包まれる。威い嚇かくの音声剄けい技ぎが放たれ、物質的威い力りよくを備えた振しん動どう波が接渡橋の中央でぶつかり合う。続くのは先陣に立つ武芸者たちの突撃。一般人の常識を超こえた運動能力による突撃は、大気をかき乱し、無数の衝しよう撃げき波はを呼び、破は砕さいの余よ韻いんが外縁部を煌きらめきながら駆かけ抜ぬけていく。


　武芸者ではない一般人が触ふれれば、ただでは済まない破は壊かいの風だ。


「シャーリー！」


　叫さけんだのはおれではない。ライツエルだ。奴やつは生徒会の群れに飛び込み、シャーリーを庇かばう。


　おれは生徒会連中の前に立つ。


「ざけるなっ！」


　おれは叫ぶ。胸にたまった怒いかりに剄けいを込め、解き放つ。大だい音おん声じようは迫り来る衝撃波を食くい潰つぶし、余韻の強風が渦うずを巻き、髪かみをむちゃくちゃにする。


「ライツエル……」


「シャーリー、無事か」


「ええ、ありがとう」


　おれの背後でそんな会話が為なされる。ライツエルが叫び、奴の部下が生徒会の連中を守るために囲む。


「こんな、いきなり……」


「管理委員会の奴らだ。こっちのサイレンに仕し掛かけをしたに違ちがいない」


「そんな……」


「奴らは本気だ。本気で私たちを潰す気らしい」


　それ以上の会話を聞く気にはなれず、おれは復元した鉄てつ鞭べんを手に戦場に向けて歩き出す。戦陣のぶつかり合いは激化へと順調に進み、轟ごう音おんが我が物顔でその場を支配しつつある。


　それを、叩たたき壊こわす。


　戦陣を無視して進むおれを、武芸者を指揮する小隊長が怒ど鳴なりつける。情報による後方支し援えんを行っている念ねん威い繰そう者しやたちが金属片へんに似た念ねん威い端たん子しを漂ただよわせ、おれに警告を発する。


　知ったことか。


　おれの居場所が決まっていたとしても、知ったことか。


　おれは進む。戦場を、陣立てを、戦術を無視して進む。突進によるぶつかり合いで撥はね飛とばされ、救護班を待って転がる生徒たちを無視してひたすら前へと進む。おれの目は相手の都市の奥深く、中央にある最も高い建築物に立てられた都市旗しか見ていない。


「あうっ」


　おれの前に、ひとり跳はね転がってきた。すぐさま立ち上がるが、衝しよう撃げきが足に来ている様子で体が震ふるえている。


　無言でそいつを押しのける。


「あ、先せん輩ぱい」


　声はレアンだった。だが、振ふり返かえりはしない。すでに激戦区へと入っていた。強風がおれの体を押し、戦場から押しのけようとする。武芸者が集団で戦えば、そこで荒あれ狂くるう風さえもが動きを縛しばる。強ごう引いんに前へと進む。戦い続ける武芸者たちの脇わきを抜け、前に立つ。


　最前線に立ったおれを、相手都市の武芸者たちが阻はばもうとする。


　知ったことか。


　いつものように鉄てつ鞭べんを肩かたに担かつぎ、剄けいを走らせる。発生し、凝ぎよう縮しゆくし、爆ばく発はつする。おれをどこかに投げ飛ばそうと、あるいはその場に押しとどめようとする風が飛散する。刹せつ那なの無風状態。その中から飛び出し、おれは疾しつ走そうする。


　愚ぐ者しやの一撃を放つ。


　雷らい光こうが迸ほとばしり、おれは戦陣を切きり崩くずし、駆け抜ける。


　その感かん触しよくに舌打ちしか零こぼれない。


　なんと生なま温ぬるい疾走だろう。錬金鋼ダイトが学園都市連盟規定の物であるというだけではない、どれだけ調整しても手に馴な染じまないからではない。安全装置という重い枷かせが武器そのものに拒きよ否ひ感を抱いだかせるのだから、なにをどうしても信用できるわけがない。そして、殺してはならないという意識が心のどこかにあるからだ。


　規則があるからだ。


　戦いに規則などいるものか。襲おそいかかってきた汚お染せん獣じゆうを殺す。戦うことになった都市を全力で潰す。


　ただ目の前の敵に対して愚者の一撃を放つことだけ考えればいい。ただそれだけでいいはずだ。


　しかし、それが許されないのが学園都市だ。


　おれは進む。邪じや魔まする者、邪魔できる者は存在しない。するはずがない。できるはずがない。いてもらいたいものだ。いてほしいものだ。そうすれば、おれはまだ剄けいの疾走の中に没ぼつ入にゆうすることができただろう。たまり続け、淀よどみ続け、そして腐くさり続けるなにかを感じ続けなくてもよかっただろう。


　だがいない。いないのだ。


　進み続ける。その道を阻む者がいる。だがなにもできない。おれの一撃を、愚者の一撃ですらない、ただの一撃を前にして、放った衝しよう剄けいを前にして、活かつ剄けいによって駆け抜ける余波を受けて、そいつらをおれの前から消していく。


　誰だれも、おれの前進を阻むことができない。


　やがて、おれは都市の中央にまで辿り着く。背後では戦いくさらしき音が聞こえてくる。戦ではない。あくまでも戦らしきものだ。武芸者が必死になって行う旗取り合戦。普ふ通つうの都市でも、戦の決着をこの旗取りとする所は多いという話だ。どこだって都市に甚じん大だいな被ひ害がいを残したくはないし、都市の機関部の破壊などもってのほかだ。


　それでも、死者もなく、死に至る傷を負う者もなく終わるような戦は存在しないに違いない。


　おれによって一点を突とつ破ぱされ、しかし後続を抑おさえるための兵力を減らすわけにもいかず、という指揮官の煩はん悶もんが、おれの前進に対する妨ぼう害がいを散発的なものにした。


　それでも、都市旗を掲かかげたこの、おそらくは生徒会のものだろう建物の前には十数人の武芸者が集結している。


　それとて、たいした妨害にはならない。やはり、愚者の一撃を放つまでもない。全員を打うち倒たおし、おれはその場から衝しよう剄けいを放つ。都市旗を掲げる柱が砕くだけ、おれの前に落ちてくる。


「先輩！」


　呼び声に、おれは振り返った。


　そこには息を荒あららげたレアンの姿がある。


　接せつ渡と橋きようで転げていた記き憶おくがあるが、あれからおれを追いかけてきていたのだろうか。


　驚きの目が、おれを見つめている。


　そういえば、レアンは二年生だ。おれの都市戦を見るのはこれが初めてか。


「先輩……あの……」


　言葉がうまく出せない様子のレアンと、足あし下もとに落ちた都市旗を見比べる。


「お前が持て」


「え？」


「それで終わる」


　おれは転がるそれを蹴ける。都市旗は地面を滑すべり、レアンの前で止まる。


「い、いいんですか？　でも、これは先輩の功績だし」


「誰が持とうが同じだ」


　おれの言いようにレアンは納なつ得とくしたのかしないのか、それを拾う。


　どこかで、冷静にそれを観察する目がある。学園都市連盟の人間か、あるいは自都市の敗北を客観的に見ることのできる冷静な人物か。


　レアンが旗を持ち上げた瞬しゆん間かん、サイレンが鳴なり響ひびく。


　開始ではなく、終しゆう了りようのサイレンだ。


　この瞬間、ツェルニの勝利が確定する。歓かん喜きと落らく胆たんの声が一斉に沸わき上がる。戸と惑まどうレアンを無視しておれはツェルニへと戻もどる。その後を慌あわてて追いかけてくる。


　戦せん闘とうが終了し、敵都市の武芸者たちが戻ってくる。


　旗を握にぎるレアンに無念と敵意の視線が集中する。体を小さくしておれの背中に隠かくれようとする少女を、おれは無視する。負傷者を回収する救護班たちがいる辺りからツェルニの生徒が増えてくる。軽傷者は旗を持つレアンを称しよう賛さんし、歓声をあげる。


　その音量が徐じよ々じよに増えてくる。戸惑い、足が止まるレアンを置いて、おれは先へと進んでいく。


　音量は先へ進むごとに増えていく。彼女のもとへと駆け寄る武芸者の数が増えていく。


　接渡橋を渡わたり終えたところで、おれは振り返った。


　もはやレアンの姿は取り囲むツェルニ生徒によって見ることはできなくなっていた。ただ、その場で風を受けてはためく都市旗だけがあいつのいるであろう場所を示している。


　それでも、おれには想像できる。浴びせかけるような称賛や歓喜にもみくちゃにされながら、最初は戸惑い、やがては照れたように笑う彼女の姿を。


　おれでは絶対にその場には立てない状じよう況きように、レアンはいるだろう。


　それは、それでいい。


　おれはディクセリオ・マスケインだ。


　強ごう欲よく都市ヴェルゼンハイムの生まれにして、マスケイン一族の末子。鬼き人じんと恐おそれられ、暴ぼう虐ぎやくを恣ほしいままにする悪逆の王子。


　そんなおれが、どうしてそんな場所に立てる？


　称賛とは真逆の存在。他人から浴びるのは歓喜と称賛ではない、罵ば声せいと悲鳴だ。憎ぞう悪おを糧かてにして生きる復ふく讐しゆうの獣けものだ。


　それでいい。


　おれは進む。これからツェルニ中を席せつ巻けんするだろう祝勝の宴うたげは、おれの存在を拒こばむ。レアンの部屋に戻るべきか？　いや、いまはあいつの顔も見たくはない。


　ならば戻るべき場所は……？


　しばらく進むと、生徒会の連中がいた。退たい避ひする時間と機会がなかったのか。彼らの周囲には、勝利に沸く第三小隊の面々がいる。


　シャーリーもいる。


　ライツエルもいる。


　二人は並んで立ち、おれを見ている。歓喜と歓声に背を向けるおれを見ている。


「…………」


　シャーリーがおれを見ている。逡しゆん巡じゆんの混ざった瞳ひとみがおれを見ている。おれと視線が合わさったことに気付き、素す早ばやく顔をそらす。その瞬間の表情を、おれは捕とらえ損そこねた。


　その横で、ライツエルが野心的な笑えみをおれに向けている。


　距きよ離りが縮むごとにシャーリーの表情が、全身が強こわばる。歓喜に躍おどる他の連中は、ライツエルを除いて気づきはしない。これだけの人間が周りにいながら、おれとシャーリーとライツエルという、三者の劇が行われている。


　その中で、おれはどんな役割だ。


　一歩近づくごとに、秒を追うごとに、シャーリーが堪たえがたいなにかを堪えているような、動かしたいなにかをとどめているような、そんな雰ふん囲い気きが濃のう密みつにおれに注つぎ込まれる。


　さらに近づく。


　彼女が、目を閉じる。


　ライツエルが彼女の肩を抱だく。抱き寄せる。


　シャーリーは抵てい抗こうしない。堪えがたいなにかを預けるように、ライツエルに身を任す。


　より深くなるライツエルの笑みが、おれを刺さす。


　おれは、生徒会の集団をなぞるように方向を変えた。


　視線から二人の姿が消える。どんな顔をして去るおれを見ているのか、あるいは見ていないのか。


　全すべてに背を向け、おれは進む。


　その方角には、おれの部屋があった。





　部屋に帰って、まずなにをしたのか覚えていない。


　気がつけばソファで天てん井じようを眺ながめていた。


　あるいは眠ねむっていたのか？


　窓を見ると、すでに日は落ちていた。祝勝の宴の音はこんな外れの場所にまでは流れてこない。ひどく静かで、落ち着かない気分にさせられた。


　室内の空気は、おれの鼻び孔こうに違い和わ感かんを与あたえた。考えてみれば一週間近くレアンの部屋に寝ね泊とまりしていたことになる。その間におれの嗅きゆう覚かくがあの部屋になれたのか、それともこの部屋が静かに腐り落ちようとしていたのか。


　嗅覚に意識を傾かたむけていると、現実の腐ふ臭しゆうを感知した。


　おれは立ち上がり、台所を覗のぞき込む。冷蔵庫が開いているわけではない。ただ、流し台にはおれが最後に使ったフライパンなどが置き去りにされたままであり、そしてシャーリーが置いていった買かい物もの袋ぶくろがそのままになっていた。物言わぬ碑ひと化していたそれをしばらく眺め、やがてため息とともにゴミ袋の中に投じた。流しにある物は洗う。


　一つ、残されてしまったものがある。
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　シャーリーに渡していた、この部屋の鍵かぎだ。それが、買い物袋の横にひっそりと置かれていた。取り残されてしまったそれを眺め、おれはそれを手に取り、ポケットに押し込む。冷蔵庫の中にあった麦酒ビールの缶かんを取り出す。


　窓を開け、空気を入れ換かえる。


　ソファに戻り、缶を開け、炭酸の刺し激げきを喉のどに流し込む。


　ライツエルの顔を思い出した。


　頰ほおに深い皺しわを刻むあの笑み、野心家の側面を剝むき出だしにしたあの笑みは、欲しい物を手にした歓喜に満ちていた。


　強欲者にして強ごう奪だつ者の笑みだ。


　奪うばい取り、相手の無様を笑う勝利の笑みだ。


　学園都市という状況の中で、己おのれの強欲を発はつ露ろさせたあの表情が忘れられない。


　なぜ、おれが奪われる者なのか？


　なぜ、あいつが奪う者なのか？


　強欲都市ヴェルゼンハイムのディクセリオ・マスケインが、どうして奪われる側に立っているのか？


　強欲な者として、どうしてこの場所でいられないのか？


　おれが、復讐の獣と化したからか？


　強欲都市が滅ほろび、マスケイン一族の、そしてそれを生み出した名も知らぬ死者の幻げん想そうが崩ほう壊かいしたからか？


　いいや、違ちがう。


　わかっている。


　答えはわかっているんだ。


　答えはそこにあるのだ。ただ、それに手を伸のばせないだけだ。認めたくないのだ。


　強欲都市のディクセリオ・マスケインであったとき、おれは幸福だったか？


　なんの悩なやみもなく、鬱うつ憤ぷんもなく、ただ笑って奪い取り、刈かり取とり、弱者を笑うだけの日々だったか？


　おれが求めたのはなんだ？


　憎悪を求め、死を求め、それらに求められながら撥はね除のけ続けた日々ではなかったか。


　マスケイン家の末子。


　生まれたときからの環かん境きようの中でのみ、おれの強欲は果たせていたと考えたことがある。しかしそれはただの詭き弁べんでしかないのか。


　おれは、強欲者でいることにも、ただの学生でいることにも満足できないだけではないのか。


　だが、だが……


　学生たちに囲まれたレアンの姿を思い出す。


　シャーリーの肩かたを抱だいて勝利の笑みを浮うかべるライツエルを思い出す。


　二つの絵が重なり合って、空になった缶とともに握り潰つぶす。


　次の麦酒を取り出し、再び飲み始める。開け放した窓からの風が部屋の空気を取り換えていく。だが、おれにのしかかるなにかが流れ消えることはない。


　レアンの居場所が、おれは羨うらやましかったのか。


　ライツエルの剝き出しの野心が羨ましかったのか。


　はたして問題はそこだけのことなのか。


　武芸者として、せめてその部分だけでもおれに満足を与えてくれることができていたならば、こんな考えに浸ひたることはなかったのではないか。


　麦酒の酒精が、考えを同じ場所に引き戻す。二つの、白と黒に塗ぬり分けられた絵がおれの周りを跳とび回る。麦酒の泡あわが喉で弾はじけるごとにその絵は現れては消え、おれに何度も問いかけてくる。


　おれは、復讐のためにこの場にいる。他のなにもかもは余計なものに過ぎない。レアンに付きまとう怪かい人じんと事件も、ライツエルの過去を清算するかのような野心も、そしてシャーリーの正義感も、全てはおれにとって絵空事に等しい、麦酒の泡のように弾けて消えていくだけの存在に過ぎない。


　捕らわれる理由はない。それらは全て気の迷いだ。たとえおれが、じいさんや親父おやじたちのようにできないとしても、この学園都市を第二の強欲都市へと変えるだけの野心を持てないとしても、それはおれの復讐とはなんの関係もない。


　ああ、どうしていまこの瞬間に、ニルフィリアは現れないのか。


　この四年間で、おれは数十回に亘わたって狼ろう面めん衆と戦い続けてきた。月に一度、多ければ二度、あいつは不意におれの前に現れ、なんの説明もなく戦いの場へと送りつける。


　そろそろ、再びあいつが顔を出しても良い頃ころだ。


　しかし、あの女は都合よくはいかない。むしろおれの状況を観察し、嘲ちよう笑しようし、あえて姿を見せないということだってありえるかもしれない。


　そもそも、あの女は普ふ段だん、どこにいるのか？


　白はく炎えん都市での出来事のように、あいつは時間や空間を無視して存在しているとしか思えない。それならば、あいつがどこにいるのかを考えるのは、ひどく無む駄だな行こう為いのようにも思える。


　戦いだ。


　戦いの中でこそ、おれはその命を、剄けいを燃やし尽つくすことができる。


　だが、あの戦いでさえ、おれにはそれができているとは言えない。


　死なないからだろう。


　血を失えば気分が悪くなる。傷を受ければ痛みはある。死に至る過程は、おそらく他の人間と同じように感じるというのに、行き着く先であるべき死には届かない。その寸前に、おれは生に戻もどされる。


　試したことはないが、ばらばらにされ、焼き尽くされ、灰と化しても元に戻ることができるのではないだろうか。いや、それは楽観的すぎるか。


　しかしだとすれば、死を恐おそれない。本当の意味で死の恐きよう怖ふから脱だつした者は、強者の境地に辿たどり着つくことができるのだろうか？


　愚ぐ者しやの一いち撃げきとは、死の恐怖を克こく服ふくするという、その精神力が必要となるのではないのか。死を恐れる必要がないのであれば、愚者の一撃とはより簡単に出せるようになるものか？


　いや、本当の意味で死を恐れないからこそ、おれは自分でも気付かないうちに鉄てつ鞭べんの先に求める結果を安く見積もっているのではないか。


「だめだ、な」


　おれは腐くさりつつあるのだ。


　この瞬しゆん間かん、そう悟さとった。


　迷いがある。様々なものがおれの足を摑つかんでいる。昔であればそんなものは知らないと平気で言えただろうが、それができない。


　顔を背そむけるシャーリーと勝利の笑えみを浮かべるライツエル、二人の姿が頭から離はなれない。


　あらゆるものに捕らわれ、迷い、精神がどこかに閉じ込められている。


　そこから抜ぬけ出さない限り、おれはおそらく、このままだろう。それに場所は関係ない。学園都市だろうと、強ごう欲よく都市だろうと、おれは腐り、鈍にぶり、錆さび続けることだろう。


　どうすればいいのか。なにをどうすればこの場所から抜け出すことができるのか。


　考え続ける。


　いや、考えてどうにかなるものなのか？　おれはいままで、考えてどうにかしてきたか？


　動かなければならない。動いて、動いて、あの白炎都市の天を突つく塔とうを駆かけ上がったときのように、なにも考えないままに行動することができれば、あるいは……


　玄げん関かんの開く音がした。


　鍵の音はしなかった。おれは鍵をかけ忘れていたようだ。この期ごに及およんで、淡あわい期待を抱いだく必要もない。廊ろう下かを慎しん重ちように進む足音は彼女のものではない。


「あの、先せん輩ぱい……？」


　リビングを覗のぞき込んだのは、レアンだ。戦せん闘とう衣いはすでに脱ぬぎ、制服でもない。男物のラフな恰かつ好こうだ。


「どうして、暗くしてるんですか？」


　そういえば、明かりを点つけていない。窓からの月明かりだけでも、十分に部屋の中を見ることができる。


「祝勝会は終わったのか？」


「はい」


　レアンは勢いをつけるようにこちらへとやって来、隣となりに座る。


「あの、今日はありがとうございました。旗を持たせてくれて」


「おれが持ったって、白けるだけだ」


　麦酒を飲み干し、潰し、次の缶を開ける。おれの足あし下もとにはそうやって潰れた缶がいくつか転がっていた。


　レアンからは酒の臭においがしない。学園都市での飲酒規定年ねん齢れいにはまだ達していないとはいえ、まじめなことだと、おれは呆あきれる。


「嬉うれしかったです。ずっと役立たずって言われてたから。ただ、旗を持って帰っただけですけど、それでも」


　言葉が絶える。


　違う。


「それでも」の後になにかが来るはずだった。嬉しかった？　違う。それなら言葉は続くはずだ。


　月明かりを浴びるレアンは、蒼そう白はくの光に溶とけてしまいそうなほどに、ひっそりとその場に座っている。


「でも、やっぱり、自分で手に入れないとダメなんですよね」


「…………」


「最初は、とても嬉しかったです。本当に武芸者の能力で人に認められたことがなかったんで。ああ、こういうことなんだなぁって、そんな風に思えて、とても嬉しかったです」


　ほんの少しの息いき継つぎ。俯うつむいていた顔を上げる。細い顎あごが上がり、喉の線が露あらわになる。男の恰好をしているとはいえ、どうして誰だれもレアンを女だと疑うことがなかったのだろうか。一目見たときにおれが首を傾かしげたように、レアンはあまりにも女らしい。


　しかし誰も、レアンを女だとは思わなかった。


「でも、ちょっと冷静になって、僕はなにもしてないことに気付きました。ただ、先輩の後を必死に追いかけていただけで、なにもできてない。なにもできてないんです」


　そう呟つぶやき、そしてそれが最後だった。


　黙だまり込むレアンはおれがそうしていたように天てん井じようを見つめ、そしてそのまま動かなくなった。おれは麦酒ビールを飲み、缶かんを潰す。そうして足下に転がる缶を一つ増やし、新たな缶を開ける。


　酔よいが回る様子はない。内側に積み上げられるなにかが、麦酒の泡によって洗われ、その感かん触しよくをはっきりとさせるに過ぎない。おれはそれをじっと感じ、その正体を見み極きわめようとする。


　走ればいいのだ、走れば。


　そのことを考える。あの白炎都市でのときのように、がむしゃらに走ればいいのだ。なにを考える必要もなく、目前の目的めがけて、ただ夢中に、愚おろかなまでに猪ちよ突とつに進めばいいのだ。


　ごく自然に、おれはレアンを抱いた。


　だが、闇やみの中に浮かび上がるレアンの白い肢し体たいを眺ながめながら、おれはシャーリーの闇に混ざり込もうとする肌はだのことばかり考えていた。







　　　　†




　都市戦が終われば、またいつもの日常がある。あの戦いで都市戦の全すべてが終わったわけではなく、今年いっぱいはあんなことが続くとはいえ、連続で起こるというわけでもない。一年をかけて、二、三度というところだろう。


　今日は臨時の休日だ。


　普段ならば都市戦の後ということもあり、破は壊かいされた箇か所しよの修復が行われるのだが、たいした被ひ害がいもなく終しゆう了りようしているため実際に動く者も少なく、調査を行う生徒たちの顔ものんびりとしている。


　その中を、おれはレアンと歩いていた。


　レアンが、生徒会棟とうにある武芸科長を訪ねるというのだ。


「やっぱり、ちゃんと支し払はらってもらわなければいけないと思うんです」


　朝になって、レアンはその話を思い出した。祝勝会で武芸科長に会い、報ほう奨しよう金が出るという話を聞いたのだ。その時には、すでに喜びは去り、暗い気持ちになりかけていたため、レアンにとっては場を読んで表情を取とり繕つくろうことで精せい一いつ杯ぱいだった。


「お前なら別にかまわないけどな」


　昨夜とは違ちがい、レアンは積極的に行動しようとしている。いまいち乗り切らないおれは、引かれるような気分でレアンの後ろを歩いていた。


「その分、お前が食わせてくれたらいいだけの話だ」


「あ、う、あ……」


　奇き妙みような声を出して、レアンが足を止める。振ふり返かえると、首の辺りまで真っ赤にさせて、おれに顔を近づけてきた。


「へ、変なこと言わないでください」


　小声で怒おこる。


「僕は、男ということになってるんですよ。そんなこと外で言って、誰かに聞かれたらどうするんですか？」


「おれの趣しゆ味みが変わったのかと思われるな」


「うっ」


　もちろん、レアンの言いたいことはわかっている。だが、おれたちの会話を盗ぬすみ聞ぎきしているような奴やつは見あたらない。なにより、休日に校舎区をうろつくような生徒は多くない。錬れん金きん科などの研究系の施し設せつはここから離れているから、なおさらだ。


　だから、顔を真っ赤にして絶句するレアンを見ているのも、おれだけだ。
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「それに、実際に都市旗を拾ったのはお前だ。都市戦は旗を取ったら勝ち。ツェルニは旗を取った者、あるいはその小隊に報奨金。そういう決まりなんだしな」


　レアンは小隊に属していない。だから報奨金は独ひとり占じめだ。もちろん、個人で得られる報奨金と、小隊で得られる報奨金では額が違うが。


「やっぱりだめですよ。なんかそれ、ズルイです」


「勝ち負けの世界でズルイもなにもあるか。規則を破ってるわけでもない。目的を遂とげた奴が好きにしていい」


「それなら、僕がもらった報奨金を先輩に全部あげるのも、ありですよね？」


「……好きにしろ」


　受け取らないことにこだわりがあるわけでもない。レアンの意地に意地を返す気力もなく、おれは突き放した。


「それなら……武芸科長に会う必要もないんですね。どうしましょう？」


「帰って寝ねる」


「どうせなら、近くのグラウンドで練習しませんか？　ここなら第三グラウンドに近いし」


　潑はつ剌らつとした顔で提案をするレアンに、おれは乗った。やる気もないので寝ようかとも思ったが、時間をもてあませばまた嫌いやな考えに捕とらわれる。


　それなら、少しでも体を動かしている方がマシだろう。


　第三グラウンドは一いつ般ぱん生徒にも開放された運動場だ。一般人の運動系サークルが使用の予定を入れていれば武芸者は使うことができない。だが、入り口の掲けい示じ板ばんを見てもなんの予定も書かれていなかった。一般人専用のグラウンドもある。そちらで用が足りているのだろう。普ふ段だんならこのグラウンドは位置的な関係で妙みように使いづらいというイメージがある。だからこそ、共用のグラウンドとなっているのだ。


　中に入ってみれば、幾いく人かの武芸者が個人練習をしている。衝しよう剄けいを使うような激しい戦闘訓練はこのグラウンドでは禁じられている。みな、大人しくランニングや高たか跳とびなどをしている。


　売店で運動着を借り、着き替がえるためにロッカールームへ。男として通しているレアンもそうしなければならず、人がいないのを確かめ、素す早ばやく着替える。


「よくそれで、いままでばれなかったな」


　胸をきつく締しめる布はシャツで隠かくされている。もとより細身で、義手義足は武芸者として動くことを前提に作られており、女性特有のまるみからはやや遠ざけられている。


　だが、女だ。


「堂々としていたら、意外に気にされないものですよ」


　平然と答えるレアンに、そういうものかと思うしかない。


　二人でグラウンドに出る。剄けいを走らせず、普ふ通つうにランニングを始める。剄けいによって超ちよう人じん的な行動が可能になるとはいえ、それを支えるのはあくまでも肉体だ。ごく普通のランニングにももちろん意味はある。


「そういえば、どうして『僕』なんだ？　『おれ』でもよかっただろう？」


　体に熱を入れるまでの軽いランニングだ。息を乱さない程度の会話はできる。レアンも息を乱さないよう、口元をわずかに緩ゆるめただけの笑えみを浮うかべた。


「『僕』の方がいいですよ。『おれ』だと、気張りすぎてて変です」


「ふむ」


「入学したときにもらった制服を着て鏡を見たら、すぐにそう思いました」


　確かに、男おとこ臭くささは足りない。しかし、こういう場合は気負って『おれ』などと言ってしまうのではないだろうか。


「もしかして、男になる前から『僕』だったのか？」


「いいえ。でも、もう『僕』以外は忘れることにしました」


「ああ、それはそうかもな」


　呟き、おれは足を速める。追いかけるレアンが慌あわててその意味を聞こうとしてきたが、無視してランニングに集中した。


　体を動かすことは嫌きらいではない。


　武芸者である以上、それは仕方がないことだが、あるいは生物の本能として、武芸者は体を鍛きたえることに快感を覚えるようにできているのかもしれない。間かん隔かくを調節しながら息継ぎをする中で、おれは考えるでもなくそんな考えを浮かべる。背後を追いかけるレアンも、話しかけては来ない。規則的で軽妙な息の音だけが聞こえてくる。


　すでに、グラウンドを十周は走った。借り物の運動着の中で、汗あせがじっとりと浮かび、熱がこもる。襟えりから流れ込む風が、心ここ地ちよく熱を持ち去っていく。


　まだ、剄けいは走らせてはいない。しかし、腰こしの辺りで剄けい脈みやくが静かに疼うずくような感触が湧わき、それが染しみこむように背中の皮ひ膚ふを支配しようとしていた。


「おい、行くぞ」


　背後のレアンに声をかけ、剄けい脈みやくに動くことを許す。だが、戦せん闘とう中のような激しい律動ではない。体の動きに合わせるかのように、ゆっくりと波に乗せていく。


　血管と神経とに添そうようにしてある剄けいの道、剄けい路ろに熱が走る。運動着にこもる熱とは違い、それは鋭するどく、不快感はない。だが、全身を駆かけ巡めぐるような圧力はまだない。ゆっくりと全身を剄けいの流れに浸ひたし、細さい胞ぼうの一つ一つにしっかりと馴な染じませていく。


　強ごう欲よく都市ではやらなかった訓練だ。ツェルニへとやってきてすぐに、白はく炎えん都市での無理がたたって剄けい脈みやく疲ひ労ろうで倒たおれた。その時に、おれを担当した医師から教えられた訓練法だ。他の都市ではごく一般的だと言うが、おれは知らなかった。ただ放ち、ただ爆ばく発はつさせる。愚ぐ者しやの一いち撃げきは瞬しゆん発ぱつ力りよくだ。幼いときにじいさんから最初に教えられたのがこれであり、その後はただひたすらにこれだけを鍛えてきた。瞬発的に剄けいを爆発させることにかけて、おれはかなり長じているが、その代わり、長期的に戦闘行動をすることは苦手としていた。


　この訓練は、長期的な戦闘行動を行うためのものであり、同時に瞬発的な剄けいの爆発に肉体が耐たえる素地を作るのにも向いている。


　細胞と剄けいが溶とけ合あう様を想像し、それに似た感触を体感しながらおれは走る。背後のレアンとは、すでにかなりの差が開いていたが、おれは待つ気はなかった。ゆっくりと、徐じよ々じよに剄けいの流れを速めていく。水道の蛇じや口ぐちを時間をかけて全開にするような行こう為いは、もどかしさとともにある種の快楽をおれに与あたえる。それを弄もてあそびながら、剄けいの速度と、そして足の速度を上げていく。


　風を切る。同じようにランニングをしていた武芸者たちを抜ぬき去さり、おれは走る。緩かんから急へと時間をかけて移行し、やがて景色が風の中に溶けていく。目まぐるしくなっていく。直線を駆け抜け、曲線で体を斜ななめに傾かたむける。勢いに撥はね飛とばされそうになるのを堪こらえ、曲がりきる。直線。駆け抜ける。再び曲線。


　足を止めたときには、中のシャツは汗で重く不快となっていた。その代わり、運動着の方は驚おどろくほどに乾かわいている。


　すでにレアンは、端はしで座り込んでいた。


「先せん輩ぱい、すごいですね」


　ランニング用に固められた地面とは違い、この辺りは剝むき出だしの地面に斑まだらに芝生しばふが生えていた。レアンは水を被かぶったように汗をかき、髪かみが幾いく房ふさにもまとまって輝かがやいている。


　呼吸を整え直し、剄けいの余計な熱を排はい出しゆつする。すると待っていたかのように体中から汗が浮かび、おれもまたびしょ濡ぬれになった。


　レアンの用意してくれたスポーツドリンクを一気に飲み干し、同じように差し出されたタオルで顔を拭ふき、首にかけた。


「どうしたら、先輩みたいになれるんですか？」


「さあな」


　おれにはそう答えるしかない。才能という言葉があるが。才能という言葉だけで全すべてが片付けられるのか、それは疑問だ。ヴェルゼンハイムにいた時は、実力的におれの上にいるのはじいさんだけだと思っていたし、それは間ま違ちがっていないといまでも思っている。


　だが、外に出ればリンテンスのような武芸者もまたいる。おれを子供のようにあしらい、あっさりと死へと落としていくような存在が、あいつ以外に存在していたとしてもおかしくはない。


　愚者の一撃を習ってから、ただがむしゃらにそれだけを繰くり返した。それがヴェルゼンハイムのディクセリオ・マスケインを作った。だがそこでおれがやっていたことは、ツェルニでは偏かたよりすぎた訓練として映り、いまこうして、グラウンドでただ走るだけのような訓練もしている。


　要は自分をどうしたいか、そしてどう鍛えるかではないだろうか。それに環かん境きようや知識などの様々な要因が重なり合った末に、結果の差というものが生じる。あるいはそのどこかに、才能という純然と言葉にできるものが存在しているのかもしれないが、おれにはそれを見つけられない。


「やっぱり、こんな手足だと、先輩みたいにはなれないのかな」


　自分の足を撫なでる仕草に違い和わ感かんはない。


「ツェルニにもなかったのか？」


　手足を再生する医い療りよう技術のことだ。


「はい。やっぱり、遺伝子上に手足に関する情報がないと言われました。万能細胞による再生ができないから、培ばい養ようした手足を手術で繫つなげたとしても、それは肉でできた義手義足に過ぎないって」


　外側から見ただけでは、レアンの手足が機械的なものだと気づける人間はほとんどいないだろう。そういう意味ではこれはよくできている。


　おれがそれを言うと、彼女は少しだけ嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「拾ってくれた両親のお父さん……祖父が作ってくれたんです。機械技師で、錬金鋼ダイトを使用して、剄けいの運動エネルギーを利用できるようにしたって」


「それなら、それはもう普通の手足と変わらないんじゃないのか？」


「そんなことないですよ。やっぱり、普通の人には敵かないません」


　レアンは頑がん迷めいに首を振ふる。


　おれは喉のど元もとまで出てきた言葉を飲み込んだ。


　一休みした後、おれたちは剄けいを使わない組み打ちの練習をした。受け手に回り、レアンの動きを観察する。確かに、先ほどは思わなかったが激しい動きになれば微び細さいな違和感が存在する。だがそれは、本当にわずかなものだ。ライツエルが目を付けたように、レアンには地力がある。


　おれには、彼女自身がそれを否定しているようにしか見えない。


　レアンが座り込むまで繰り返していると、昼食の時間はとっくに過ぎてしまっていた。グラウンドにいた他の生徒たちも昼食を求めて出かけたか、あるいは終えて帰ったか、休日ということもあり、誰だれもいなくなってしまっていた。


　しばらく休きゆう憩けいし、シャワーで汗を流すと、おれたちも昼食を求めてグラウンドを出た。


　校舎区にほど近い店に案内したのはレアンだった。考えもなくセット物を頼たのんだのだが、味は悪くなかった。


「美う味まい」


　素す直なおにそれを口にすると、彼女は嬉しそうに微笑んだ。髪の隙すき間まから覗のぞいた義眼が、わずかに窓からの光を反射する。


　彼女の指は微細にフォークを操あやつり、ナイフを使う。


　義手や義足を付けたという経験はない。だが、生まれつき手足のないレアンにとって、腕うでを動かし、足を動かすという、健常の人間にとって当たり前の行動を獲かく得とくしたのは、並なみ大たい抵ていの努力では済まなかったはずだ。


　おれには想像できないもどかしさと、それを嚙かみ破る根気が必要だったはずだ。


　だが、それが武芸者としての自信には繫がっていない。人並みの動きは手に入れた。だが、自分は武芸者なのだ。そういう考えなのだろう。辿たどり着つかなければならない場所を、誰よりもはるか遠くに設定しているのではないか。そしてそれに、いまは打ちのめされそうになっているのではないか。


　しかし、それを口で説明したところで、こいつは納なつ得とくするだろうか？


「どうかしましたか？」


　不思議そうにこちらを見返すレアンに、おれは黙だまって首を振った。


　レアンも食べ終わり、店を出ようとする。


　その時に、会いたくもない者に会った。


　この学園都市で暮らす以上、いやでもいつかは顔を合わさなければならないだろう。しかしなにもこんなタイミングでなくとも良いだろう。運命を操る存在がいるのだとしたら、おれはそいつに相当嫌われているに違いない。好かれる理由もないが。


　シャーリーと、ライツエルだ。


「やぁ、ディック。それに昨日の英えい雄ゆうも一いつ緒しよか。奇き遇ぐうだな」


　メガネをかけたライツエルは野心家の顔を隠かくし、知的で快活な青年を演じている。


「さっそく選挙の話し合いか？　忙いそがしいことだな」


「昨日の一件もある。のんびりとはできないのさ。今日も、うちの隊員や他の小隊に役員候補の護衛をしてもらっている」


「すっかり、派は閥ばつを形成しちまってるわけか」


「もちろんだ。政治は個人でできることではないからな」


「なるほど、たいしたもんだ」


　隣となりのシャーリーはおれと視線を合わせようとしない。ただ、おれの肩かた越ごしにレアンを見つめていた。


「ま、良い政治とやらをやってくれ」


　長く一緒にいたい気分でもない。ライツエルの隣を抜け、さっさと会計を済ませる。


「待ちたまえ」


　店を出ようとしたところで、ライツエルがまた声をかけてきた。


「レアン・バール。君には話がある。できれば残ってくれないかな？」


「え？」


　驚いて振り返るレアンに、おれもまた足を止めなければならない。


「ディックにはもう言ってあるが、私は君の成長に目を付けている。できれば私の小隊に入って欲しい。もちろん、すぐというわけではないがね。そうするには、君にはもう少し成長がいる」


　驚きに声もないレアンは後ろに立つおれと、ライツエルの間で視線を前後させる。


「君の修行は私の隊で受け持つ。どうかな？」


　ライツエルの浮うかべる笑えみは浅ましいほどに爽さわやかで、そしておれにとって痛つう烈れつな嫌いやがらせとなっている。


　おれは、勘かん違ちがいをしていたか？


　奴やつの野心はこの都市で栄光を得ることではないのかもしれない。おれの持つ者全てを奪うばい取るつもりなのではないか？　表情には表れていない、奴の妄もう執しゆうのようなものを感じて、おれは背筋に冷たいものを差し込まれた気分になった。


　おれたちの間で、レアンは迷っている。シャーリーは、一人部外者の体ていでテーブルに置かれたメニューを見つめていた。


「あの……」


「時間はかかるかもしれない。だが、君には可能性がある。それは、入学してから今日までの君の成長にはっきりと出ている。私は、その可能性にかける。君は、次代のツェルニで必要な武芸者だ」


　歯が浮くような賛辞だ。


　だが、おれとしてはなにも言えない。決めるのはレアンだ。


　認めてもらうことを望んでいるレアンにとって、ライツエルの言葉は逆らいがたい引力があるに違いない。


　だが、レアンは首を振る。


「あの、すいません。いまの僕には、小隊の訓練は厳しすぎると思います」


　レアンの言葉にライツエルは驚きの表情を浮かべた。


「もちろん、君にいますぐ小隊の訓練を受けさせようと言うんじゃない。しかし、君の可能性は……」


「可能性なら、他の人にもたくさんあると思います。僕は僕で、まずは好きなようにやってみたいと思っています」


　レアンの反応は、おれにとっても意外なものだった。小隊の中でも屈くつ指しの実力を持つ第三小隊だ。それを指揮するライツエルに直接誘さそわれるというのは、ツェルニの武芸者にとってはかなり魅み力りよく的なことだろう。


　しかし、それをレアンが拒こばむ。


　誰よりも劣れつ等とう感の強いこいつにとって、ライツエルの誘いは堪たまらなく魅力的ではないのか？


「失礼します。行きましょう、先せん輩ぱい」


「待て」


　再び、ライツエルの声が制止の手を伸のばした。


「レアン・バール。彼に付いてどうする？　彼の戦い方は先日見ただろう？　確かに能力は素晴らしい。しかし、何者も顧かえりみない戦い方だ。そんな者に近づいても、君にはなんの益もない。彼は小隊を作るわけでもないんだぞ」


「小隊、か」


　おれの呟つぶやきに、視線が集まる。


「作ってみてもいいな」


「……なんだと？」


「こういうバカが他ほかにもいるのなら、考えてやってもいい」


「そんなもの、集まるはずが……」


「どっちにしろ、こんなところで次期武芸科長を狙ねらおうって奴がわめいているのは、いい絵じゃないぜ」


　それで黙る。


　店を出ると、レアンがおれの背を軽く叩たたいた。


「ライツエル先輩の話、僕は聞いてませんでしたけど」


「おれは、もうお前に接せつ触しよくしてるんだと思ってたがな。だから、調子に乗っておれにしかけてきたんだと思った」


「そんな……調子に乗ってなんて。あの時、僕は強くならないといけないって思って、それで、一度でもいいからツェルニで一番強い人との実力差を知りたかったんです」


「…………」


「強くならないと、あいつに追いつかれるから」


　あいつという言葉に、おれは怪かい人じんのことを思い出した。


　あの時から、レアンがあいつの視線を感じた様子はない。すくなくともおれの前ではそうだし、こいつもそのことを話してはいない。奇き妙みような事件がどこかで起きたという話も聞いていない。もちろん、おれの情じよう報ほう網もうなど穴だらけだ。知らないところで事件が起きていたとしてもおかしくはないが、だとすればレアンが視線を感じていないというのも事実であれば、あの怪人が事件と関係しているというこいつの推測が間ま違ちがっていることになる。あるいは関係していたとしても、怪人とレアンの関係がそれで証明されるわけでもない。


「お前の気のせいってことはないのか？」


「だったら、いいんですけど」


　笑顔を作りながらも、端はし々ばしに不安が細さざ波なみを作っている。


「ただの被ひ害がい妄もう想そうという可能性は？」


「やっぱり、だったらいいな、ですよ」


　現状、レアンが直接、怪人になにかされたわけではない。おれがこいつを拾ったあの店では、こいつ自身があいつのいる場所に飛び込んでいったのだ。それだけで確実だといえるはずもない。


　しかし同時に、直感というものもある。錯さつ覚かくと直感は表ひよう裏り一体のようなところがあるが、それでも武芸者は戦いの中で直感に従って危機を避さける場面もある。


　その直感と、レアンが感じているものが同じであるという保証もやはりない。


「引っ張り出してみないことには、なんとも言えないな。やってみるか？」


「え？」


「どうせ暇ひまだ。ぶらぶらとうろつき回ってみるのも、いいかもしれない」


「そんな、僕のことで先輩に迷めい惑わくは……」


「言ったろ、暇だって」


　それに、もしもあいつと戦うようなことになれば、それはそれで楽しいことになりそうだとも、思っていた。





　その夜から、レアンとともに夜のツェルニをうろつくようになった。特に目め処どがあるわけでもない。気の向くままに歩き回るだけだ。ただ、サイネルに、以前のときのような事件が起きたかどうかを聞き、情報を集めておくように言っておいた。飲み屋をやっている関係もあるのか、あいつは顔が広い。思わぬ情報を拾うことを期待する。


　成果があるとは、信じていないが。


　もとより、あるかどうかもわからないことだ。なにがどうなるかもわかりはしない。


　レアンの感じる不安が本物かどうかもわかりはしない。ただの被害妄想に付き合っているだけかもしれない。


　しかし怪人は実存する。


　戦いに期待しているのは噓うそではない。この目で見、この腕うでで奴の攻こう撃げきを受けた。奴と戦うことができるなら、少しは鬱うつ憤ぷんが晴れるだろうと考えている。


　怪人とレアンが繫つながっているかどうかは、別の問題だ。


　うろつく間、レアンはあまり喋しやべらなかった。


　とりあえず、いまのところは事件が起きた様子もない。起きると決まっているわけでもなければ、今夜それと出会える保証もない。飽あきるまでこうやってうろつくだけとなるかもしれない。


　気長にやるしかない。


　その気長さに耐たえられなくなれば、おれはまた、腐くさり始めるのだろうか？


「あの……」


　レアンが口を開いたのは、休きゆう憩けいのために入ったカフェでだ。通りに面した野外のテーブルで、通り過ぎる人々を眺ながめながら、紙のカップに入った茶を飲む。


「シャーリー先輩とは、仲直りしないんですか？」


「仲直り……」


　その言葉に、おれは天を仰あおいだ。まるで、子供の喧けん嘩かのようだ。


「喧嘩したってわけでもないがな」


「でも、ちゃんと別れたわけではないですよね？　それなのに、僕と、えっと、その……」


「ああ、気にするな。そういうのはあいつがいても変わらない」


「先輩って、平気で最低ですね」


「どんな表現だ」


「でも、それなら、シャーリー先輩と仲直りすることもあるかもしれないんですよね」


「そのためには、あいつの望むようにならないとダメだろうがな」


　品行方正で、模も範はん的な学生だ。醜しゆう聞ぶんなど存在しないような、まじめなツェルニの住人。


　笑ってしまう。このおれが、そんなものになれるとでも？


「でも、だから小隊を作るなんて言ったんじゃないですか？」


「は？」


　思わぬ言葉に、おれは虚きよを突つかれた。レアンの片目が探さぐるようにおれを見ている。


「生徒会役員みたいな、潔白な雰ふん囲い気きは先輩には無理だと思いますけど、小隊で、それも誰だれにも文句の言えない実力を持った小隊なら、先輩にも作れると思います」


「てめぇで好き勝手にやるのと、人を率いるのは違ちがうんじゃないのか？　知らんが」


「そうだと思いますけど、それでも結果は結果です。小隊って形さえあれば、対たい抗こう戦にも出られるし、武芸大会でも中ちゆう核かくの一つになれますから、そうなれば、結果に対しての評価だって変わってくると思いますし、それなら……」


「バカバカしい」


　吐はき捨すてた。おれの浮かべた嫌けん悪おに気付いて、レアンが言葉を霧む散さんさせる。


「あんなもんは口から出任せだ」


　おれの言葉にレアンは目を見開いた。


「このおれが作戦とか考えるのか？　冗じよう談だんじゃないな」


「え？　だから、先輩に付いてこられるバカがいたら、だったんじゃないんですか？」


「…………」


　言っただろうか。自分でもあの時なにを言ったか、覚えていない。とにかく、ライツエルを黙だまらせたかったのだ。いままでは、あのレアンと知り合ったあの時までは、野心家と知ってはいたが敵でも味方でもなかった。


　敵になったのは、あの時からだ。


　だがそれでも、おれにとっては来るべきものが来たという気分しかなかった。シャーリーは生徒会の使命に燃え、ライツエルは権力を得ようとしている。二人は反発するか協力するか、そのどちらかになるだろうことはわかりきっていた。


「それにしても、生徒会と管理委員会って、どうして仲が悪いんですか？　管理委員会は学園都市連盟から派は遣けんされた組織ですよね？　なにより、学園都市だからって大人が本当にいないのは珍めずらしいって聞きましたし」


「ああ……」


　知らないのか。いや、知らない者も多いだろう。生徒会だって、過去の失態を声高らかに主張していたわけではない。


　おれだって、シャーリーが身近にいなければ知らないままだったに違いない。


　だが、確かに管理委員会がやろうとしたことを知れば生徒会、ひいては学生たちがツェルニに対しての大人の考え方に警けい戒かいを抱いだいて当然だ。


「あいつらはな、この都市を犠ぎ牲せいにしてもかまわないような実験をしたんだよ」


「え？」


「守しゆ護ご獣じゆう計画は知ってるか？」


「あ、はい。確か、都市内に汚お染せん獣じゆうが侵しん入にゆうしたときのための迎げい撃げき用生物兵器だって」


　おれもそう聞いている。


　だが、それだけではない。あいつらは、守護獣計画を進める一方で、それを隠かくれ蓑みのとしてもう一つの実験を行っていた。


　電子精せい霊れいの模造計画。


　そう。奴やつらは電子精霊を自らの手で作ろうとした。


　そのために、この学園都市の電子精霊を実験台に使おうとしたのだ。


「そんな……」


　電子精霊。誰が、なんのために、どのようにして作ったのかは一いつ切さい不明だ。その模造に成功したという話は一度も聞いたことがない。どこかの都市にあるという、電子精霊の生まれる都市以外から、新たな電子精霊が発生したという話も聞かない。


　電子精霊が、どのようにして自律型移動都市を生み出すのかも、おれたちは知らない。これほどの大質量の物体を、エアフィルターという守護の膜まくなくして造り出すことは、人間には不可能だ。電子精霊と自律型移動都市の同調がどのようなものなのかもわかっていなければ、この都市の自己修復能力の謎なぞもはっきりとはしていない。


　謎の存在によって、おれたちは生かされている。


　その謎を知りたいと考えるのは、あるいは人間にとって普ふ通つうの考え方なのかもしれない。


　だが、誰だって、自分の身を危険に晒さらしてまで知りたいとは思っていないだろう。


　都市がなければ、人間は生きていけないのだ。


　管理委員会はそれをやった。


　守護獣計画のために用意した施し設せつで、秘密裏に機関部からの直結エネルギーバイパスを構築し、この都市のエネルギーを利用してそれを行おうとしたのだ。


　電子精霊の秘密を知り、そして模造する。


　それに失敗し、爆ばく発はつ事故は起きた。機関部に直結したエネルギーバイパスが存在していたのだ。場合によっては、爆発は都市の機関部に達し、修復など不可能な、それこそ都市そのものが爆ばく砕さいという事態になってもおかしくなかった。


　この都市がいま無事に存在しているのは、偶ぐう然ぜんの奇き跡せきによってなのだ。


　そして、奇跡が起こらなければ、当時ツェルニにいた数万人の学生たちは爆発の被ひ害がい者しやとなり、それに生き残ったとしてもエアフィルターの守護を失った都市の上では、汚染物質に体の内外を焼かれていただろう。


　管理委員会はそれをやったのだ。


　自分たちの本ほん拠きよではないからできた、ここの学生が死し滅めつしてしまおうとかまわないからやった、と取られてもしかたのない行こう為いだ。


　そしてこの事故のことで、いま現在も管理委員会、ひいては学園都市連盟から正式な謝罪等は発表されていない。


「そんな……」


　おれの話したことに、レアンは体を震ふるわせた。ただの役人。いままで、そう思っていたこの都市の大人たちが、急に別の存在に変化してしまったように感じているのだろう。


　学園都市連盟は、学園都市という一種奇き妙みような都市形態には、なくてはならない存在だ。若者たちは都市の外からやってくる。そして、卒業という名の成長をなしえた都市民たちは生まれた都市に、そうでなくとも都市の外へと旅立っていく。そんな都市たちの人口を平均値に整え、また学園都市が研究した成果を、情報資源として都市の外へと売り出すときには、その仲ちゆう介かいとしての役割を果たす。


　学園都市にとって、学園都市連盟は必要な存在だ。


　だが、学園都市連盟にとって、学園都市ツェルニという存在は、自分たちが管理する都市の中の一つでしかない。


　その感覚の違いが、ツェルニに住む人間には、すでに恐きよう怖ふと警戒の的となっている。


「それならやっぱり、先せん輩ぱいは、シャーリー先輩に協力すべきですよ」


　話がそこに戻もどり、おれはうんざりと紙カップのお茶を飲もうとした。中身はすでになかった。


「小隊、作りましょうよ。付いていくだけでもいいですよ。僕は。先輩に付いていけるようになるだけでも、十分に強くなれます」


「なんでそう言える？」


「グラウンドでそう思いましたよ。脚きやく力りよくと持久力だけでもあんなに差があるんです。そこに付いていけるようになるだけでも、大進歩じゃないですか」


　なんでこいつは、こんなに明るく、そんなどうでもいいことを語っているのだろう。おれにはわからない。


　いや、わかりたくないだけだろうか。


　わかってしまえば、おれは進みたくない場所へ自分を変化させてしまうかもしれない。


　だからおれは、わかりたくないのか。


「おれは手伝わないぞ」


「いいですよ。僕が手続きとかやります。あ、でも、書類にサインぐらいはしてくださいよ」


　しかし、どうせそんなものができるはずがないのだ。


　そんなバカが、そろうはずもない。


　おれは楽観的にレアンの言葉を聞き流した。


　それから数時間、おれたちはうろつき続けたが、事件がおれたちの前で起きる様子もなく、そして他の場所で起きた様子もなかった。


　失望はない。だが徒労の時間に対する疲ひ労ろうはある。レアンはどうなのだろう？　おれの隣となりで戯ざれ言ごとから生まれた小隊話についていつまでも話すこいつから、そういったものは見られなかった。


　調子が狂くるわされる。


　部屋へと向かいながら、おれは空を眺める。


　火の気配が欲ほしいのだ。この夜を赤く燃やすような、鉄火の炎ほのおを欲ほつしている。なにも考える必要のない、駆かけ抜ぬけるだけの時間が欲しい。心と体を雷らい速そくの世界に投じて、復ふく讐しゆうの炎を撒まき散ちらしたい。


　だが、ニルフィリアが現れない限り、そんな世界が訪おとずれることはないのだ。


　ぬるま湯のような夢を語るレアンの言葉は、おれの隣で眠ねむるまで続いた。





　　　　†




　それからしばらく、おれたちは夜をうろつき続けた。


　都市戦後の事後処理は二日で終わり、学校が再開される。レアンが本当に小隊成立の手続きを始め、隊員の募ぼ集しゆうを始めた。


　そんな中で、おれとレアンは夜を歩き続けた。


　手て応ごたえはない。サイネルからも情報は得られない。つい最近まで週に一度は起きていたという事件が、あの日から、レアンを拾ったときから起きていないという。


　一週間はとっくに過ぎている。起きるのならばこのタイミングだが。今夜の空気には、そんな予兆を感じさせるものはなかった。


　レアンも沈ちん黙もくしている。


　しかしこれは、現れない怪かい人じんに気を重くしているわけではない。


「入隊希望者、集まりませんね」


「バカはいなかったということだな」


「そんなことはないと思うんですけど。陰かげでは人気があるんですよ、先輩は」


「はっ」


　そんなものは噓うそに決まっている。


「噓じゃないですよ。やっぱりカッコイイですよ、孤こ高こうで、実力が飛び抜けてて……」


「見物するにはちょうどいいか」


　そういうことだろう。


　レアンが口ごもったのが、その証しよう拠こだ。


　再びの沈黙。もはやおれたちに会話の種はなかった。ただ歩くだけだ。人通りの多い場所を選び、歩き、眺ながめ、次へと場所を変える。


　怪人は姿を現さない。


　事件も起きない。起きるといえば、酔よっぱらった連中の喧けん嘩か騒さわぎぐらいのもので、そこにはそれ以上のものは存在しない。


　考えるべきことももはやない。全すべてに答えが出るはずもなく、そして思考上の答えよりも現実の存在をおれは求めている。


　戦う相手を求めている。だが、奴は現れない。


　餌えさを檻おりの外にぶら下げられた野や獣じゆうの気分だ。そのみっともなさに涙なみだが出てくる。


　おれは無言で歩き、レアンがその後を追う。


　数日で巡じゆん回かいの経路ができていた。今夜もそれをこなし、部屋へと戻る。レアンはおれの隣で寝ねる。彼女の私物がおれの部屋の一角に積まれている。その光景に違い和わ感かんはない。おれの隣で眠るレアンの姿にも違和感はない。


　彼女は全力でおれの隣に自らの居場所を作ったように思える。


　変な女だ。おれの側そばで居場所を作るような行為になんの意味があるのだろうかと考える。


　しかし考えても、やはり答えはないのだ。なにかを求めているのだとすれば、それはこいつであり、おれではない。おれが求めているものは、こいつが関かかわっているかもしれない怪人だけだ。


　寝顔を覗のぞいたところで、それ以上のものはない。ただ安あん穏のんに眠りに落ちる、男に扮ふんする女の寝顔にはそれ以上のものはない。


　音がした。


　おれはベッドから出て、ズボンを穿はく。シャツはめんどうだから無視し、上着に袖そでを通しながら廊ろう下かを進む。


　音は、ドアの前で止まった。


　おれも、ドアの前で止まる。


　足音だった。住人がおれしかいないこんな、外れの場所にある建物に用のある人間がそういるはずもない。


　階段を上る規則的な音が、次し第だいにリズムを乱し、そしてドアの前で止まるのを、おれは聞いた。そして、そのままなにもかもが停止した。


　おれもまた、ドアの前で止まった。


　足音は途と絶だえた。


　だが、音が消えたわけではない。耳を澄すませば聞こえてくる。呼吸の音、心臓の音、流れる血流の音、それ以外にも、そこに生命が存在することを証明する音が聞こえてくる。


　深く、浅く、短く、速まる吐と息いきを落ち着かせようとする、リズムの乱れた呼吸の音。


　心の波を鎮しずめる音の集合体がドアの向こうに存在している。


　そいつは、おれとは反対に、ざわめいている。落ち着きをなくし、緊きん張ちようしている。ここにいることに迷いと葛かつ藤とうを抱いだいている。ドア越ごしに空気が動くのを感じる。微び細さいな空気の流れを耳にする。おれは聴ちよう覚かくに全ての意識を集中している。なに一つ逃のがすまいと耳を澄ませている。


　彼女は、上げた腕うでをどうすべきか迷っている。下ろすべきか、その腕がその形を取った意味を完かん遂すいするべきか、悩なやんでいる。切実さが呼吸に表れている。


　おれはなにをするべきなのか。ドアを開けるべきか、このまま去るべきか。


　おれはなにをしているのか？


　首筋に意識が集まる。おれの首を絞しめる感かん触しよくを思い出す。おれを殺そうとする意思を思い出す。


　おれの強ごう欲よくが生み出した結果を思い出す。そこから逃にげることはできない。無視することはできない。見ない振ふりはできない。


　なぜならば、それこそがおれの強欲だからだ。おれが生み出した結果の全てを刈かり取とることもまた、おれの強欲だからだ。憎ぞう悪おも怒いかりも殺意も、全てを等しくおれの手に収めなければ気が済まない。


　メイリンの憎悪はおれのものだ。そして、おれをその手で殺そうとし、故ゆえに他者におれを殺させまいとする、なんとも強欲な憎悪もおれのものだ。


　メイリンにどうしてそんな力があるのか、本当にそれがメイリンの力なのかどうかもわかりはしないが、おれの首を絞める乾かわいた手が彼女のものであることには変わりない。他の誰だれかがその手を利用しているというのならば、それを取り返すだけだ。そうでなければ、おれは彼女の憎悪をこの手に入れるのだ。征せい服ふくする快楽を取り戻すのだ。


　それがおれの強欲だ。おれに向けられた憎悪も怒りも殺意も、全てを手に入れ、そして力でねじ伏ふせるのだ。


　それが、ディクセリオ・マスケインだ。


　いや、それならば……


　それならば、このドアの向こうにあるものも、おれのものとするべきだ。


　なのに、なぜ、おれはためらっている。


　迷っているのか、このおれもまた。


　ドアのノブへと、その下にある鍵かぎへとおれは腕を伸のばしかけ、止まっている。止まる必要などないはずだというのに、止まっている。なぜだ？　レアンが中にいるからか？　知ったことか。二人ともおれの女だ。それに不服を抱くならば、力ちから尽ずくで従わせればいいだけだ。


　それなのに、どうしてそれができない？


「……先輩、どうしたんですか？」


　囁ささやくように、その声はおれの前にある緊張をかき分けた。


　レアンが背後に立っていた。全ぜん裸らの体を隠かくすようにシーツを巻き、それを胸むな元もとで押さえ、そこに立っている。


「誰か、いるんですか？」


　ドアの向こうで、息が止まるのを感じた。レアンの声が聞こえたのだ。おれは天てん井じようを見上げた。照明の点ともっていない廊下は暗い。背後のレアンが近づいてくる。おれの横を抜け、おれを無視してドアのノブに手をかける。おれはそれを止めなかった。その横顔を、ひどく冷たいと感じたのは、気のせいだろうか。


　鍵を開ける。ドアを開ける。その行動に迷いはなく。ドアの向こうの気配に逃げる暇ひまを与あたえなかった。


　境が失われる。


　姿が見える。外廊下に点るオレンジ色の照明がお互たがいの顔を晒さらす。


「あなた……」


　シャーリーがそこにいる人物に気付いて絶句する姿がある。


「レアン、さん……あなた、男じゃ」


「すいません。わけあって隠してました」


　言葉もなく、シャーリーは立ち尽つくしている。おれも言葉はなかった。


「……お邪じや魔ましたみたいね」


　長い時間をかけて、シャーリーがそう呟つぶやいた。手にしていた鞄かばんを開ける。こんな時間でも彼女は制服姿だ。生徒会の仕事か、あるいは次の選挙の準備か。


　鞄から取り出したのは、一枚の書類だった。


「これ、あなたのサインがいるから。でないと正式な募集として掲けい示じ板ばんに貼はり出せないわ」


「ああ、そうなのか？」


「小隊、本気で作る気なの？」


「付いてくるバカがいればな。ライツエルは失敗したところを笑いたがっているみたいだが」


「彼は、そんな人じゃないわ。あなたが正しい武芸者として立ってくれるなら、きっと喜んでくれるはずよ」


「そうかもな」


　最初に会った頃ころはそうだったかもしれない。だが、いつからか、あいつの根底におれへの敵意が感じられるようになった。あるいはそれに、目の前のシャーリーが関わっているのか、それとも別の要因か、いまのあいつがおれを敵視していることは間ま違ちがいない。


「小隊、作ってよ」


「いまさら作ったところで、武芸科長にはなれないがな」


「そんなことは、気にしてないわ。このツェルニのために、お願い」


「ふん」


　なんとも言いようがない。おれにそんな気がないことぐらい、わかっているだろう。


　いや、あるいはもう、わからないのか。それを言うならば、おれはシャーリーの考えがわかっているのか。レアンの考えがわかっているのか。


　しょせん、わかった気になっているだけか。


　己おのれの都合のいいように考えているだけか。


「それじゃあ」


「ああ」


　シャーリーの態度は素っ気ない。その後ろ姿に触ふれれば破は裂れつしてしまいそうな緊張感があるように思えるのも、おれの勝手な解かい釈しやくか。


　結局、おれがその足を止めることもなく、シャーリーが止めることもなく、レアンが口を開くこともなかった。


　ドアが閉じると、レアンは薄うす暗くらがりの中で微笑ほほえんだ。肩かたの重荷を下ろしたような顔で寝しん室しつへと戻もどっていく。


　だがおそらくは、この日が始まりだったのだ。





　翌日、レアンが姿を消した。おれの部屋をともに出、別々に授業を受け、そして帰ってきてもレアンの姿はなかった。いくら待っても戻ってくる様子はない。


　いつもの巡じゆん回かいの時間となっても、レアンが姿を現すことはなかった。


　巡回から戻っても、やはり姿はない。


　おれの部屋に、あいつの部屋の鍵は置かれたままだった。では、あそこに戻ったというわけではないのか。


「…………」


　鍵を見つめ、おれは考える。


　待つべきか、あるいは確かめに行くべきか。


　おれはため息を吐ついた。


　レアン、そしてニルフィリア。おれに戦いの予感を与えてくれる女たち。だが、どれだけ巡回しても怪かい人じんは姿を現すことなく、そしてニルフィリアが狼ろう面めん衆との戦いへとおれを差し向けることもない。


　怪人捜さがしは余興、暇ひま潰つぶしでしかない。だが、ニルフィリアが姿を見せない以上、おれにとってそれは、切実なはけ口となっている。戦いの予感を弄もてあそぶぐらいしか、いまのおれにはできることがないのだ。


　おれは立ち上がると、レアンの部屋へ向かうことを決めた。


　レアンの部屋は、おれの部屋からかなり離はなれた場所にある。辿たどり着ついたときにはかなり遅おそい時間となっていた。


　ドアの向こうに人がいる気配はない。鍵を開け、中に入る。覗のぞいてみたが戻っている様子もなかった。


　なにかが起きた。そう考えるのが妥だ当とうか。


　あるいは急な用事が入り、おれに連れん絡らくする暇がなかっただけか。どちらにだって考えることができる。


　待つのは簡単だ。部屋に戻ってベッドに転がればいいだけの話だ。


　動くとすれば、どう動けばいい？


　なにかがあったとしたら、その契けい機きとはなんだ？　巡回したが例の事件が起きた様子はなかった。では、事件を勝手に追いかけたというわけではないだろう。


　それでは、なにかを契機に、あいつ自身が狙ねらわれたと考えるのが正しいのではないだろうか。


　だとすれば、それはなにか。


　答えが、頭に浮うかんだ。


　バカバカしいと思いながらも、はっきりと確かく認にんできる変化はそれしかない。


　レアンが隠そうとした事実を、おれ以外に知った者がいる。女であることを知った者がいる。


　おれは、シャーリーの部屋に向かった。


　ドアの前に立ったとき、わずかな緊きん張ちようと後こう悔かいがおれの肩にのしかかった。シャーリーはどんな思いでおれの部屋にやってきたのか、それをもう一度考えようとして、首を振った。


　呼よび鈴りんを押す。


　ドアの前に人が来る気配。覗き窓を見、息を呑のむ。わずかな躊ちゆう躇ちよの後、鍵が開かれた。


「……なにか用？」


　ドアがわずかに開く。鎖くさりがかけられたまま、そのわずかな隙すき間まからシャーリーの声だけがおれを迎むかえた。


　おれはかまわず、問いかける。


「あいつが女だということを、誰かに話したか？」


　シャーリーが犯人だとは思わない。だが、彼女の口からあの事実が誰かに漏もれた可能性もある。いや、おれにとって考えられる可能性はそれしかない。


「そんなこと……」


「大事なことだ。よく思い出せ。あれから一日しか経たってない。簡単な話だろう」


「悪いけど、疲つかれてるの。わかって」


「こんな鎖いつだって切れる。わかっててそんなこと言ってるのか？」


「都市警を呼ぶわ」


「それでおれが止められると思っているのなら、そうすればいい」


「…………」


「お前には悪いが、おれは学園都市なんざどうだっていい。望んできたわけじゃない。おれが望むものを、この都市は与えてくれない。それでもいるのは、ここにいるしかないからだ」


「…………」


「いいか。おれにとってこの都市は、本当にどうでもいいんだ」


「入って」


　ドアが一度閉まり、鎖が外された。


　おれはシャーリーの部屋に入る。


　この部屋に来たのは、久しぶりだ。


　驚おどろくほどになにもない部屋だ。机に置かれた携けい帯たい端たん末まつが暗い部屋で明かりを漏らしている。シャワーを浴びたばかりという様子の彼女からは、洗せん髪ぱつ剤ざいの匂においがした。


　シャーリーが端末機の前のイスに座る。その顔はひどく疲れていた。湯で流しきれないなにかが、彼女の体中に張り付いているようだった。


「話して」


「おれが聞きたいことはもう言った。話すのはお前だけだ」


「……今日、彼女の履り歴れき書を確かめたわ。その時に、ライツエルがいたけど、話してはいない。それに、彼がいたのは偶ぐう然ぜんよ」


「独り言でも言わなかったか？」


「え？」


「あいつが女だったことに驚いたことを、だ」


「え？　ええ……待って、そういえば、言ったかもしれない。けど、その時には誰だれもいなかったはずよ。彼が来てすぐに、履歴書は片付けたし、わたしがなにを見ていたかなんて、わかるはずもない」


「その気になれば、相手の目に映ったものだって見ることができる。壁かべの向こうの会話だって聞き取れる」


　それが武芸者だ。


「でも、それで、彼がそれを知って、なにが……」


「あいつが知った。そこが突とつ破ぱ口こうだ」


「待って！」


　去ろうとしたおれを、シャーリーが止める。


「どうして、あの子なの？」


「おれはいままで通りにおれだ。お前がそれを許さなかった。そういう話だろう？」


「ライツエルをどうする気？」


「それは、あいつ次し第だいだ」


　おれは歩く。もう、シャーリーの言葉はなかった。





　だが、おれの足は、シャーリーの部屋を出たところで止まらざるを得なかった。ライツエルの居場所を知らないのだ。奴やつの部屋さえも知らない。もう少し冷静になるべきだった。シャーリーに聞くか？　しかし、それを彼女が喋しやべるとも思えなかった。


　立ち止まり、考えたのは数瞬。おれは再び歩き出す。


　まずは、生徒会棟とう。そして小隊連中が訓練する練武館。あいつが自分の部屋にレアンを捕とらえていないと仮定すれば、他に最適な場所はどこにある？　それを考えながら、歩く。


　かすかな、笑い声が聞こえたのは、おれがそんなことを考えていたときだ。


　空気をそよがせるような、本当にかすかな笑い声だ。あるいは気のせいだったのかもしれない。しかし、その神経を逆なでする笑い声には覚えがあった。


「……ニルフィリアか？」


　だが、夜色の少女は姿を現さない。周囲には深夜の静せい寂じやくが重く垂れ下がっている。その中を幻げん覚かくとは思えないが、それでも不確かな感かん触しよくが静寂の幕を揺ゆさぶっている。


　その気配がおかしなことに、おれは気付く。普ふ段だんのニルフィリアならば、たとえ嫌いやがらせであったとしても、こんなことはしないはずだ。


　夜の中で、なにかが動いた。


　見えないものが駆かけ抜ぬけていく。それは影かげだったのかもしれない。本体のない影が、街灯の明かりから外れた闇やみから闇へと駆けていく。


　案内しているつもりか？


　おれは、その気配を追いかけた。


　しかし、あいつ自身がおれの前に現れず、こんな案内の仕方をする。あるいはこれは、この都市でなにかが起きているということだろうか。


　だとすれば、それは……


　おれは首を振ふり、考えることを止やめた。もはや考える時間は過ぎたのだ。


　闘とう争そうの刻ときだ。


　焦こがれ、待ち続けたその時が来たのだ。


　ならば後はただ、愚ぐ者しやがごとくに、雷かみなりのごとくに駆け抜けるのみだ。






　第四章　──獣と怪人、そして炎──







　闇を追って、走る。


　その気配はあまりにも弱々しく、はかない。


　おれはそれを追う。気配は弱くとも、その速度は武芸者でなければ追いかけることができないものだ。


　道を駆け、跳とび、屋根を越こえる。


　月は、いつの間にか姿を消していた。闇の時間だ。何者にも観測されていない時間だ。


　狼ろう面めん衆が跳ちよう梁りようする時間であり、おれの牙きばを存分に振るう時間だ。


　復ふく讐しゆうの獣を目覚めさせる時間だ。


　だが、世界の相がずれた感触はない。街灯は変わらず都市を照らし、そこかしこに学生たちの姿がある。


　この世界がこの世界のままとして、なにかが起きようとしている。それをニルフィリアが許しているのか、あるいは相を変えられない事情があるのか。


　迷いは瞬しゆん間かんで断ち切り、疾しつ走そうの中で置き去りにする。


　闇が駆けるのを止める。渦うずを巻くようにしてその場の草を揺らし、風とともに消えた。


　おれは足を止め、消えた気配を確かめ、周囲を確認する。


　都市のあちこちにある、森の一つだ。校舎区の中心近くにあり、木々の隙間から生徒会棟の時計が見えた。


　目の前には、ひどく寂さびれた建物がある。


　こんな中心に近い場所に、うち捨てられた建物がある。元はなにかに利用されていたにもかかわらず、取とり壊こわし、空間を再利用することもなく、森という衣ころもで隠かくしてしまった。


　おれが住んでいる建物とは事情が違ちがう。なにかがあると考えておかしくはないだろう。


　長い放置の末か、建物は蔓つる系の植物で覆おおわれ、風を受けて葉を擦こすり合わせている。だが、人が近づいていないわけではない。玄げん関かん近くの雑草は踏ふみ固かためられ、獣道が生まれていた。


　その道に従い、おれは玄関から内部に入る。


　死の気配が満ちていた。建物の死だ。人の気配が絶え、土に呑まれる臭においが漂ただよっている。


　おれはその場に膝ひざを突つくと、耳を澄すまし、砂まみれの床ゆかに手を置いた。


　人が出入りしている痕こん跡せきはあった。ならば、ここでなにかが行われている可能性がある。灰の下に熾おき火びがあるように、廃はい墟きよの擬ぎ態たいでは隠せないものが存在するはずだ。


　かすかな震しん動どうがおれの手に伝わってきた。床を揺らす本当にかすかな震動だ。都市の進む足音ではない。これは、もっと近くの震動だ。なにかの機械が生み出す余波のようなものだ。


「地下か」


　確かく認にんし、立ち上がる。錬金鋼ダイトを取り出す。剣けん帯たいにある学園指定の安全装置がかかったものではない。上着に入れておいた、ニルフィリアの手になる、本物の牙だ。


　振り上げる。ここに来るまでですでに熱の入った剄けい脈みやくを奔はしらせる。夜を固めたような鉄てつ鞭べんに破は壊かいの意志をこめる。


　地下への入り口を探す？


　冗じよう談だんだろう？


　なぜおれが、そんな面めん倒どうなことをしなくてはならない？


　まさしく振り下ろそうとしたその瞬間……空気が変わった。


　灰色の気配。


　いつもの、相のずれた世界だ。


　同時に、背後から圧力が迫せまってくる。


　振り返り、すぐそこにあった殺意を鉄てつ鞭べんで受け止める。殺意は分厚い刃やいば……巨きよ大だいな鉈なたの形でおれの頭を割ろうとしていた。


　あの怪かい人じんだ。


　鉄から削けずりだしたような仮面がおれを見下ろしている。左の眼がん窩かから零こぼれる光が、おれを射い貫ぬいていた。


「お前も結局、こっち側か」


　軽い失望を込こめて、おれは語りかけた。


　怪人は答えない。下した顎あごを支える金具がカタカタと鳴り、大きく開いた。


　中には、闇しかなかった。


　空くう洞どうだ。


　無音の咆ほう哮こうをおれに浴びせかけ、鉈に力を込める。相変わらずの怪力だが、二度目だ。おれは受けきり、間近で怪人を観察する。


　鳥の嘴くちばしのような仮面の内部には、やはりなにかが収められているようには見えない。だが、その手足、ぼろ切れのような衣と、胴どう体たいを包むものは漆しつ黒こくに染められているというのに、剝むき出だしになっている異様に長い手足だけが、周囲の闇を弾はじくように白い。


　怪人の仮面がおれの剄けいのぶつかりを受け、金具が鳴る。


　いまだ力任せに鉈を押しつけてくる怪人に、おれは力を流し、その腹に蹴けりを叩たたきつけた。


　吹ふき飛ばすつもりだった。


　だが、飛ばない。衝しよう撃げき波はが奴の腹を抜け、黒衣をなびかせ、背後の床や壁かべが破は砕さいする。しかし怪人はそこにいる。鉈は床を割り、仮面はおれのすぐ側そばに、吐と息いきがかかるほどの距きよ離りにある。


　冷たい嘴の先が、おれのこめかみを搔かいていた。


　息がかかることはない。下顎は油の切れた鉄の音をさせ、揺れ動いている。頰ほおにかかる。簡単に皮ひ膚ふを裂さき、肉を抉えぐる。


　頰を搔き抉るその動きに意思は感じない。


　固定してしまった姿勢から、おれは全身で衝しよう剄けいを放ち、鉄てつ鞭べんを振り上げ、その勢いを利用して回転し、その体勢から脱だつする。


　怪人は大きくその身を仰のけ反ぞらせただけで、ぼろ切れの黒衣を暴れさせ、おれと向き合う。


　その、怪人の動き。


　まるで手足だけが生きているような、その他は出来の悪い人形のような、そんな印象を受ける。生物としてなにかが間違っている印象がぬぐい去れない。


　まぁ、こんなところにいるのだ。生物として正しい方が間違っているとさえ感じてしまう。もはやおれも、この世界に毒されているのだろう。世界の狭はざ間まで、理解したとは決していえないものと戦い続けているのだ。


　そんな気分にもなる。


　だが、こいつの奇き妙みようさは、それとは別におれの注意を引き付ける。


　眼がん窩かとして穿うがたれた穴は、左側だけ鈍にぶい光を零している。


「……まぁいい」


　気分を切きり替かえる。なにに捕らわれている。目の前にあるものはなんだ？　戦いだ。そしておれにはここに来た目的がある。


　ニルフィリアが現れない意味を探さぐる。


　そして、レアンを捜さがし出す。


「邪じや魔まをするなら、お前も潰つぶすだけだ」


　ヴェルゼンハイムを呼び寄せる。廃はい貴き族ぞく、狂くるった電子精せい霊れいを呼び寄せる。暗い情熱がおれの胸を占しめる。復讐という名の炎が青い雄お叫たけびとなっておれを取り囲む。


　獣の面が、おれという存在に確固とした形を与あたえる。


　剄けい路ろを駆け抜けるエネルギーの密度と熱が増す。自らさえも燃やし尽つくさねばならないほどの怒いかりが、おれを支配する。


　おれはただ一いつ匹ぴきの復讐の獣と化す。折れぬ牙を持って、雷かみなりを吐はき散ちらして駆け抜ける、ただの獣だ。


　怪人が、無音の雄叫びを上げた。鉈を振ふり上げ、おれに迫る。


　愚者の一いち撃げきを放つ。


　容よう赦しやのない一撃。先日は、手加減をした。学園都市のど真ん中で、こいつの本気を叩きつけるわけにもいかない。


　笑える話だ。


　このおれが手加減だって。


　迫るおれの圧力が見えていないかのように、怪人は鉈を振り下ろす行こう為いを止めない。偶ぐう然ぜんか、狙ねらったのか、おれの速度に合わせられたそれは完かん璧ぺきなタイミングでおれの頭を二つに割ろうとしている。


　だが、おれの方が速い。


　おれの剄けいの方が激しい。


　おれの牙の方が残ざん酷こくだ。


　吹き荒あれる剄けいの圧力が鉈の動きをずらし、おれは鉄てつ鞭べんを怪人の胴体に叩きつける。のしかかるように鉈を振った怪人は、その体勢のまま宙に浮うき、そして威い力りよくを全身で受けて吹き飛んだ。


　四散した。


　消しよう滅めつした。


　胴体に風穴が空き、その白い手足がそれぞれ勝手な方向に飛んでいく。鉄色の仮面が左の穴にのみ光を点ともらせたまま、宙を舞まう。胴体は威力と熱量によって、瞬しゆん時じに焼き尽くされた。おれは建物の壁をいくつも破り、外に飛び出した末に停止する。削った地面が、その線をなぞるように火を燃やしていた。


　雷らい速そくの世界で見た怪人の末路は死以外の結果が許されないものだった。


　しかしおれは、己おのれの目で見たものを信じていなかった。


　手て応ごたえがない。


　先日の戦いと同じだ。あの時も、姿だけを見れば倒たおしていた。殺していた。それでもおれに倒した感かん触しよくがなかった上に、いまこうして、おれの前に現れている。


　それなら、あの怪人はまだ生きている。


　だが、おれはこれ以上、こいつに付き合う気をなくしていた。


　背後で気配。おれは振り返らず、前に跳とぶ。爆ばく砕さい音が響ひびき、鉈を振り下ろした怪人が姿を現す。


　方向転てん換かん。怪人が鉈を振り下ろすよりも速く動き、仮面を狙う。長い手が素す早ばやく折りたたまれ、鉈で受け止められる。だが、威力が殺されたわけではない。そのまま怪人は廃はい墟きよを囲む森の中に飛んでいく。


「不死身だろうが、弱い奴やつにいつまでも付き合えるか」


　吐き捨てる。


　その言葉が、自じ戒かいとしておれの頰を殴なぐりつけてくる。舌打ち。おれは廃墟に戻もどり、荒れ果てた床を鉄てつ鞭べんで破壊する。


　地面が剝むき出だしということにはならなかった。予想通りの空間が広がっている。


　おれは内部に飛び込んだ。


　破壊の粉ふん塵じんが周囲に渦うず巻まいている。おかげでよくわからないが、上の廃墟とはやや違う空気があるように思えた。


　最近まで人がいたような気配だ。


「さて……」


　おれは呟つぶやき、とりあえず進めそうな方向に向かった。獣じゆう面めんのまま。全身から放たれる剄けいの余波が周囲の粉塵を押しのける。


　空気はどこか重苦しい。電気が流れているのか、遠くに非常灯の明かりが見えた。それに向かって進む。鉄の扉とびらが前を塞ふさぎ、おれは力任せに引きちぎる。


　やがて、広い場所に出た。


　重苦しい空気が支配している。天てん井じようにある照明は、怪人との衝しよう突とつのためか弱々しく瞬またたいている。その光は闇やみを前にして、汚お染せん獣じゆうの無限の再生を目まの当たりにしたかのように、闇の圧力に屈くつしようとしている。


　それでも、その光量でも、武芸者にはこの空間をなにが占めているかを見ることができる。


　大量の、そして大きな、ガラスの筒つつだ。内部にはなにかの溶よう液えきが詰つまり、生物が標本のように浮かべられている。それはおそらく、全てが同一の種であり、そしてその成長過程を刻んで記録しているかのように、形が違ちがう。


　蛇へびのような生物。しかし胴体にはその大きさに対してあまりに細い節足が張り付いている。目は、退化しているかのようにない。開かれた口からは無数の牙きばが覗のぞいていた。


「こいつは……あれか？」


　隠かくされた廃墟。校舎区内の元施し設せつ。並ぶ、奇き怪かいな、決して家か畜ちくには見えない生物たち。


　守護獣計画という言葉が、ごく自然に頭に浮かんだ。


「なんだ、そういうことか？」


　もしそうなら、別の単語がさらに頭に浮かぶ。


　だとすれば、この都市はずいぶん昔から……


　だとすれば、どうしておれは、ニルフィリアは、こんなものを見み逃のがしていた？


　考えまいとしても、疑問は頭に浮かぶ。


　その疑問はニルフィリアに会わなければ解けやしないのだ。


　彼女の姿を求め、広場を抜ぬける。


　いや……


　そうしようとして、足を止めた。


　照明のちらつきの中に、なにかが見えた気がした。無数の怪かい物ぶつを収めるガラス筒の間に、なにか、別のものが見えた気がしたのだ。


　振り返る。


　どこで見た？　視線を巡めぐらせる。それはあるいは気のせいだったかもしれない。ガラス筒の群れに見え隠れするのはやはりあの怪生物ばかりだ。


　やはり、光の加減が見せた幻げん覚かくか。


　そう思ったところで、おれは、ようやく見つけた。


　見つけた瞬間に、おれは走った。ガラス筒に近づき、前列を過ぎ、後列に並ぶガラスの前に立った。照明の瞬きは、後列にまで届いていなかった。それが、一瞬の強弱のためか、あるいは角度の問題か、それによって、おれにその存在を教えた。


　ガラス筒の中に、怪生物はいなかった。


　代わりにいたのは……


「っ！」


　ガラス筒を叩たたき破る。破砕音。圧が抜け、溶液が溢あふれ出す。流れに任せて滑すべり出てくるそれを、おれは受け止めた。


「おい！」


　呼びかける。


　だが、返事はない。気を失っているのではない。手に伝わる感触は冷たい。それだけではない。地下の震しん動どうを感知したおれの手には、彼女の生命反応を示すなにものも、血流の音も、肺の収縮も、なにより心臓の鼓こ動どうが伝わってこなかった。


　溶液の中でさらに色素を失ってしまった顔に、生気と呼べるものはなに一つとして存在していなかった。


　死だ。おれの腕うでには、死が転がっている。


「…………いや」


　違う。襲おそいかかった虚きよ無むを振り払はらうと、違いに気付いた。


　その顔はレアンだ。その体も、そうだ。


　だが、違う。


　この体には手足がある。義手義足ではない。本物の腕だ。溶とけかけたのか、あるいはできる途と中ちゆうだったのか、肉の付いていない指先は剝き出しの骨に神経と血管、そして剄けい路ろが三種の色で絡からみついている。


　それは足も同様だ。


　本物の手足だ。


「どういうことだ？」


　濡ぬれた髪かみを額から退のける。左の瞼まぶたを押し上げると、濁にごった瞳ひとみがそこにあった。義眼のはずだ。


　この死体は、レアンではない。


　濡れた死体を床ゆかに下ろし、おれは周囲を見回した。


　照明のちらつき。一瞬の光を頼たよりにおれはより目をこらす。周囲に無数に並ぶガラス筒の内容物をより注意深く観察する。


　あった。


　怪生物に紛まぎれるように、いくつもそれはある。


　人だ。


　レアンの形をした人がいくつもガラス筒の中に浮かんでいる。


　そのどれもが怪生物と同じように生気を宿している様子はない。


　全すべてが死を抱かかえ、陳ちん列れつされている。


「……ろくなもんじゃないな」


　感想は、それだけしかない。こいつらは、似たような形をしていてもレアンではない。


　ならばレアンはどこにいるのか？


　おれは再び、奥を目指して歩き出す。


　広場を抜け、再び眼前を塞ぐ鉄の扉を引きちぎる。先を目指す。


　踏ふみ込む足に力を感じる。


　おれは怒おこっているのか？


　なにに怒っているのか？


　レアンのことか、あるいはこの都市に隠されていたものに気がつかないおれの間抜けさか？


　四年だ。


　四年もこの都市にいたにもかかわらず、おれは気付くことができなかったのか。獲え物ものを求める嗅きゆう覚かくをニルフィリアに任せきり、おれはこんな場所でのんびりと構えていたのか？


　だとすれば、なんて間抜けだ。


　敵はこんなにもすぐ近くにいたというのに、おれはなにも気付かなかったのか。


「ちっ」


　苛いら立だちが剄けいを奔はしらせる。溢れ出した剄けいは破は壊かいを周囲に撒まき散ちらす。眼前を再度遮さえぎった鉄の扉は触ふれる前に吹ふき飛んだ。


　突つき進すすむ。


　この苛立ちは解消されなければならない。


　敵を見つけ出し、完かん膚ぷ無なきまでに叩きつぶさなければならない。


　狼ろう面めん衆を見つけ出す。


　いくつめかの鉄てつ扉ぴを破壊したところで、おれはその場所に辿たどり着ついた。


　緑色の光が空間を支配している。


　怪生物たちを収めていたものとはやや違うガラス筒だ。かすかな震動音は、そのガラス筒を支える機材から聞こえてくる。起動している証しよう拠こだ。


　医い療りよう用の再生ポッドを思わせるガラス筒の中には、いままでとは違うものが収められていた。


「なにしてんだ、おまえは？」


　おれは、思わず問いかけた。


　そこで眠ねむっているのは、裸ら身しんの少女だ。


　妖あやしくも美しい魔ま性しようの未成熟を宿す少女だ。


　夜色の気配を纏まとう、それはニルフィリアだ。


　なぜ、こいつはこんなところにいる？


　おれの呼びかけに、ガラス筒のニルフィリアが答える様子はない。


　出してみるか。


　そう考えた。しかし行動には移せない。医療用のものを思わせる形は、こいつの命を繫つなぎ止めているものとして見ることもできる。破壊すれば死ぬか？


　こいつ自身が死のうがどうしようが、おれにはどうでもいい。おれを縛しばり、犬と呼ぶ女だ。その屈くつ辱じよくを雪そそげるのならば、と考えないでもない。


　同時に、こいつの力がいまは必要だと考える。狼面衆のもとへと的確におれを運んでいるのはこいつの力だ。そして、おれがいま手にしている鉄てつ鞭べんもまた、こいつの力だ。


　これらがいま失われるのは、得策ではない。


　では、どうするべきか？


　敵の姿はなく、あるのはガラス筒に陳列されたものばかり。怪かい人じんも姿を見せなくなり、狼面衆たちが現れる様子もない。


　だが、空気は変わらず灰色だ。


　世界はずらされたままだ。


　ならば、まだどこかに、なにかが潜ひそんでいる。この空間を利用してなにかを為なそうとしている者がいるはずだ。


「おい、どうしておれをここに呼んだ？」


　ガラス筒のニルフィリアは、おれの問いには答えない。呼び寄せたのはお前だ。それなのに、どうしてなにも答えない。


　おれにどうして欲しくてここに呼んだ？　あるいは、ここに、これ以上のなにがあるのか。


　レアンを捜さがすために動いたおれを、どうしてここに招き寄せた？


　まだ捜していないどこかにレアンがいるのか？


　それとも、レアンの真実をおれに見せたかっただけか。


　灰色の空間を作ったのはお前なのか？
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　なにかがおかしい。


　おれは、ニルフィリアの前を去ると、他の道を求めた。入ってきたもの以外に扉とびらはない。ここが行き止まりか。


　戻もどってみる。


　ガラス筒づつの群れる広場を過ぎ、おれが降り立った場所までやってくる。積み上げられた瓦が礫れきの向こうを調べてみたがやはり扉はない。


　狼面衆たちの気配はない。


　穴から地上に戻る。


　廃はい墟きよを出ようとして、おれは気付いた。


　窓という窓、扉という扉が黒く染められている。真の闇やみが支配しているというのではない。なにか、黒い粘ねん液えきで塗ぬり固かためられたような感かん触しよくがあった。


　手を伸のばそうとして、止める。落ちていた石を拾い、投げつけてみる。


　石は、奇き妙みような音とともに撥はね返かえされ、おれの足あし下もとに転がった。


　改めて、慎しん重ちように手を伸ばす。


　指先が触れたところで、反射的に手を引っ込めていた。激痛が走った。食いつかれたようなそれは、熱によるものか、見れば指先の皮ひ膚ふが溶け、黒ずんでいる。


「やられた」


　おれは呟つぶやいた。


　閉じ込められたのだ。





　無む駄だなあがきを繰くり返す。


　鉄てつ鞭べんを振ふり、衝しよう剄けいを放つ。廃墟を瓦礫の山へと変化させるのに、そう時間はかからなかった。


　しかしそれは、おれを取り囲む黒い壁かべを露あらわにする行こう為いでしかなかった。


　空はない。もとあった廃墟を包み込むように、この黒い壁は存在する。試しにと地下の一部を破壊し、地面を爆ばく砕さいしてみたが、結果は同じだった。


　地下を含ふくめた四方を囲まれているのだ。


「どうしたもんかな」


　仮面を取り、おれは息を吐はいた。胸の奥では怒いかりが渦うず巻まいている。その火を消すべきではないが、いまは火勢を落ち着かせるしかない。燃やすべき刻ときに一気に爆ばく発はつさせるべきだ。


　そのためにはまず、ここから脱だつ出しゆつする方法を考えなければならない。


　だが、その方法はあるのか？


　この灰色の世界の法則を、おれは詳くわしく知らない。現実に存在する世界とはわずかに相のずれた空間とだけしか知らない。どうやって作っているのか、どうすれば崩ほう壊かいするのかを知らない。


　思考しようとした瞬しゆん間かんに、手て詰づまりとなった。


　おれにできるのはその身に宿る破壊力を振り回すぐらいだ。


　目め障ざわりとなったおれを、この場で封ふう殺さつする気か。いや、おれだけでなく、ニルフィリアもまたそうするつもりか。


　おれは再び、ニルフィリアの前に戻るべく移動する。途中の広場では、変わらず投げ出したままのレアンに似た死体が転がっている。いったいどれほどの時をあの溶よう液えきの中で過ごしたのか、時間すらも無視された灰色の空間の中では腐くさることもままならず、そのままとなっている。


　時間という言葉を使って、おれは本当のところ、ここに来てからの正確な経過時間がわかっていないことに気付いた。廃墟そのものの破壊には時間はかからなかった。だがその時間が、現実世界と同じ流れになっているか確証がない。


　何度もニルフィリアに呼び出されて灰色の世界で戦ってきたが、長い時間を必要とすることはなかった。だからこそ、ツェルニに戻ってから時間のずれを確かく認にんすることもなかった。


　白はく炎えん都市では、そもそも時間の流れそのものがおかしかったのだ。


　あれから、こちら側での戦いで時間のことを考えるのは止やめていた。ただ、ツェルニで生活する分には問題がない程度の誤差しか存在していなかった。


　時間。


　妙みようにそのことが気になる。


　奴やつらの目的がおれの封殺であるのなら、最終的におれは死ぬのか？　しかし、どうやっておれを殺す。切ったり刺さしたりでは死なないということを、奴らは理解しているはずだ。奴らに無限の数があるように、おれには不死身の体がある。この不死性が餓が死しにまで対応しているのかどうか、それを試したことはないが、おそらくはそれで死ぬことはないだろうという漠ばく然ぜんとした気分があった。


　では、どうやっておれを殺す気だ。おれにだってわからないおれの殺し方を、奴らは知っているのか。


　いや、あるいはあの怪人こそが、その一手か？


　だが、あれではまだ足りない。あいつの力では、たとえあの怪人もまた不死であろうともおれが敗れるはずがない。


　だが、だが……


　なにかが気になっている。時間かと思った。いや、それも気になってはいるのだろう。だがそれ以外にもなにか、なにかを気にしている。


　こんな状じよう況きようだ。嫌いやな予感には事欠かないだろうが、それにしては強く引っかかりすぎている。


　ニルフィリアの前に戻った。


　夜色の少女は、変わらずガラス筒の中で緑色の溶液に浸つかっている。溶液の色を映した光が周囲に弱々しく滲にじんでいる。


「おい、いつまで寝ねてるつもりだ？」


　話しかけても返事はない。瞼まぶたは重く閉じられ、長い髪かみは溶液の中を漂ただよっている。もとより、俗ぞく気けまみれのおれとは違ちがい、生や死からだけではなく、美び貌ぼうという一点でもってあらゆるものから超ちよう越えつしたところのある女だ。こんな姿になっていても死んだと素す直なおには受け止められない。


　いまは当てにならない。


　それでも、これだけは確かだろう。いまのおれと同じようになにかをされているのだろう。そのなにかまではわからないが、現実として標本のようにされている姿がある。


　こうなってくると、おれをここに導いたのが本当にニルフィリアだったかどうかも怪あやしくなってくる。


「とことん、やられたってわけか」


　何度も悔くいる。知らぬ間に、学園都市を安全地帯だと感じていたことをだ。安全な場所などどこにもない。奴らの手は長く、そして狡こう猾かつだった。


　なにより、おれがやってくる以前から、ここには狼ろう面めん衆が手を入れ、根を張っていた。


　管理委員会。


　奴らが、狼面衆に関かかわりを持っている。そうに違いない。さらに根を辿たどれば、あるいは学園都市連盟にまでも辿り着くのか、それはいま答えの出るものではないが、この学園都市にいる大人たちはみな、狼面衆の手先、そう考えて間ま違ちがいないだろう。


　ガラス筒に収められた怪かい生物は、守しゆ護ご獣じゆう計画とやらで作り出されようとした自衛生物兵器に違いない。あんなものを作って、本当はどうしたかったのか。いや、あれはただの偽ぎ装そうでしかなく、本当に作りたかったのは……


　あのレアンにそっくりなものは、いったいなんだ？


　あれを、あれをこそ、奴らは作りたかったのか？


　だとすればなんのために？


　アトラクタでのことを思い出す。子供を狙ねらっていた。その子供のなにかを求めていた。運命から外れた子供といっていた。


　虚きよ無むの子供。


　あの陳ちん列れつされたレアンにも、同じことを求めていたのか。


　それでは、あの怪人は？


「くそっ」


　考える時間ばかりが与あたえられる。そんなものは必要ないというのに、ただただ敵を食い破って突つき進すすみたいだけだというのに。そうはさせまいと、おれに時間を与える。


　吐き気がする。


　だが、どうすればいいのか。


「やるしかないか」


　座り込んでいても事態はなにも進展しない。むしろ、おれを押し込めることでなにかが進行しているのかもしれない。


　ならばやるしかないのだ。


　力の限り暴れ回って、おれを閉じ込めるこの檻おりを破は壊かいすることに挑ちよう戦せんするしかないのだ。


　鉄てつ鞭べんの感触を確かめながら立ち上がる。


　一度は収めた廃はい貴き族ぞくに呼びかけようとしたとき、異変は現れた。


　なぜこの時なのかと、思わないでもない。他に現れてもおかしくないタイミングは存在したはずだ。しかしその時には現れず、いま現れる。


　そこになにか意味があるのか。


　おれに、本気でこの檻を破壊してもらいたくないからか、その時じ間かん稼かせぎか。


　あるいは、おれがのんびりとしている間に、向こうの準備が終わったということなのか。


「……先せん輩ぱい」


　おれの壊こわした鉄てつ扉ぴの向こうから、それは姿を現した。


　暗くら闇やみから滲しみ出すように、薄うす汚よごれた制服と、白い肌はだが現れる。


　レアンだ。


　だがおれは、それが本物のレアンかどうかと疑った。彼女が現れたその向こう側には広場があり、そこには無数のガラス筒づつがあり、そして無数のレアンが溶液の中を漂っている。


　このレアンはどれだ？


「先輩」


　顔を押さえた姿で、レアンはやってくる。おれはなにも言わず、この部屋を覆おおう緑の光の領域に彼女が足を踏ふみ入れる様を眺ながめていた。


「先輩、そこにいるんですよね？」


「なに言ってるんだ？」


「……よかった、いるんですね」


　顔を押さえたまま、レアンが安あん堵どを示した。声だけだ。そして表面だけのことだ。声には生気がなく、言葉は単調だった。


「見えないのか？」


「わからないんです。わからないけど、こうしていないとすごく不安になるんです。怖こわい」


　言っている意味がわからない。だが、切せつ迫ぱくした雰ふん囲い気きだけは伝わってくる。


「なぁおまえ、いまがどういう状況で、ここがどこかわかってるか？」


「いいえ。ここはどこなんですか？」


　場所を教える。校舎区中ちゆう枢すう近くの、廃はい墟きよだと。


　レアンは驚おどろきを単調な言葉だけで示した。


「どうして、僕、そんな場所に？」


「知るか。それよりも、お前今日、なにしてたんだ？」


「僕ですか？　いつも通りに一いつ緒しよに学校に行ったじゃないですか」


「もう深夜だ」


「え？　そんな、それじゃあ、今夜の巡じゆん回かいは」


「済ませた。おれひとりでな」


「すいません」


「いいさ、お前は見つかった。それで、どうしてここにいるのか、思い出せないのか？」


「あ、はい……いえ…………」


　顔を押さえたまま、レアンは考えに沈しずんだのか沈ちん黙もくした。


「ライツエル先輩が」


「ああ」


「放課後にライツエル先輩が、教室に来ました。大事な話があると言われたのですけど、この間のことがあったから断ったんです。そうだ。先輩にお知らせしたいことがあったんです。それをすぐにでも言いたくて、それで……」


　再び、黙だまる。


「それで、僕、どうしたんだろう？」


「もういい」


　やはり、ライツエルだ。


　あいつもまた管理委員会に繫つながっているのか。


　だとすれば、あいつも狼面衆か。


　いつからだ？


　あいつはいつからそうなった？


「思い出さないといけないんです。先輩に伝えないといけないことがあったんです」


「もういい。とにかく休め。いまからここを出る方法を試してみる。派手にやるから、さがっていろ」


「いいえ、先輩はここを出たらダメです」


「なんだって？」


　鉄てつ鞭べんを手にしておれは壁かべと向かい合おうとしていた。


「恐おそろしいことが起きます。行ってはダメです」


「なにを言っている？」


「ここにいないと、先輩は……どうして僕は、こんなことを言ってるんですか？」


「お前は錯さく乱らんしてる。後ろでなにを見たか知らないが、とにかく……」


「後ろって、なんですか？」


「…………」


　おれは、なにも言えなくなる。


　いや、おれはこの空間を、行けるところは隅すみから隅まで行ったのではなかったか。見み逃のがしていた場所があったのか。


　こいつはどうやってここにいる？


　両手で顔を押さえたまま、レアンはそこに立っている。


　おれに問いかけてくる。


　なにに気付いたのか。


　なにに気付いたことを自覚していないのか。


　混乱したまま、なにかに近づき、自覚のあるなしに関係なく、なにかに押し流されようとしている。


「先輩、僕はどうなってしまったんですか？」


「おれにはわからない」


「先輩、僕は、どうしてこうなってしまったんですか？」


「おれにはわからない」


「先輩、僕は、どうしてこうなるしかないんですか？」


「おれにはわからない」


「先輩、僕は、どうして……」


「おれにわかるわけがない」


　レアン・バール。父も知らず、母も知らず、手もなく足もなく、左目もない。拾われ、育てられ、しかし不完全であるが故ゆえにその都市を出るしかなかった娘むすめ。


　どうしてこいつは、学園都市ツェルニに流れてきた。


　あるいはどうして、こいつは学園都市ツェルニ以外の場所で発見された。


　なぜ、帰ってこなければならなかった。そこにはなにかがあるからだ。


　なぜ、不完全でありながら、他のものと同じようにあの場所に陳列されていなかった。


　そこにはなにかがあるからだ。


　あの陳列物と、いま目の前にいるレアンには、なにか違ちがいがあるのだ。それはおれにはわからない。わかるわけがない。


　おれはただ、狩かるものなのだ。復ふく讐しゆうという目標の下もと、それしか為なす術すべがなく、それしか心を満たす術を知らず、それしか生きていると感じられない、愚おろかな獣けものでしかないのだ。


　だというのに、どうしてシャーリーも、こいつも、おれにそれ以外のものを求める？


　おれに答えを求めるな。おれだってそんなものは持ってやしない。


　おれになにかを求めるな。獣に牙きばを捨てられるはずがない。


　おれはただ、おれであるだけだ。


「僕は……」


「もういい」


　おれは、レアンの言葉を止めた。


「お前が何者かに、興味はない。お前がいままで通りにおれの側そばにいるというなら、好きにしろ。それ以外になるなら、それがおれの前に塞ふさがる者だというなら、おれが潰つぶしてやる」


　ああ。


　おれは、なにを勝手なことを言ってるんだ。


　そんなこと、おれにだってできやしなかった。


　強ごう欲よく都市にいたときに、おれは完全なおれとしてあの場所にいたか？


　学園都市にいるおれは、不満だらけの中でなに一つ満たされなかったか？


　復讐の獣として駆かけているときは、満足しているかもしれない。


　だがそのために、おれはあらゆる不満の中にほんの少し存在していた満足を失っているではないか。


　ありのままの自分など存在しないのだ。


　不満と満足は混在し、その中で揉もまれていくのだ。そしてそんな状じよう況きようを肯こう定ていしたとしても、その状況を貫つらぬき通とおすことは、恐ろしいほどに難しいのだ。己おのれの努力だけではどうにもならない。自分だけの力では、おそらくは何者の努力さえも無む駄だになってしまうほど、どうしようもない流れは存在しているのだ。


　おれという存在が、見ず知らずの死者の願望から生まれたように。


　強欲都市がそれ故に滅ほろびたのと同じように。


　おれという存在は不満を根として生まれ、不満を取り除くために活動してきた。だからこそおれは満たされないのか、あるいは満たされるという感覚など、実はただの錯さつ覚かくに過ぎず、そんなものはこの世に存在していないのか。


　ありのままの己でいるということ。


　己自身ですらわからないそれを、貫き通すことなどできないのだ。


「先せん輩ぱい」


　顔を覆っていたレアンの手が、離はなすまいと必死に、指を髪かみに額に頰ほおに食い込ませていたその手が、緩ゆるんだ。


　ゆっくりと、顔を上げる。手を離し、おれを見る。


　その顔に変化はない。おれの知っている、レアンの顔だ。片目が隠かくれる程度の長さの髪を揺ゆらし、口元に歪いびつな微び笑しようをたたえて、おれを見ている。


　表現しきれない安堵を、おれに見せている。


「やっぱり、先輩は先輩ですね」


　呟つぶやく。どうしてそれに安堵を覚えるのか、おれにはわからない。


　わからないまま、レアンは微笑ほほえむ。


　喜んでいる。


　おれの言葉のどこに、この女を喜ばせるものがあった？


「本当に……」


　唐とう突とつに、レアンの左目が落ちた。


「先輩は……」


　制服の形が沈み、右みぎ腕うでが、そして左腕が落ちる。


「ひどい人です」


　左足が、右足が、膝ひざを折ってばらばらに床ゆかに転がる。


「でも僕は、わたしは……」


　それでも、レアンはそこにいる。宙に浮うき、手足を転がし、左目を落としてもそこにいる。レアンという存在を構成する不純物を吐はき出し、その場にいる。


「そんな先輩が、好きです」


　その背後に怪かい人じんが立つのだ。


　まるで影かげのように。


　長く白い手足を闇やみの中で、ガラス筒づつの緑の光を受け止めて、斑まだらな世界の中でその存在をなお際きわだたせるのだ。


　仮面の奥で光る左目で見つめるのだ。


　微笑み続けるレアンを。


　彼女の姿が、怪人の胴どう体たいに呑のみ込まれる。長すぎる手足に比して、その胴体はレアンの体と寸分違たがわず重なり合うほどに小さい。まるで、欠片かけらを組み合わせるように合わさり、仮面の中に頭が収まる。


　怪人の、仮面の眼がん窩か、闇を落としていた右目に火が点ともった。


　下した顎あごが開き、吠ほえる。


　咆ほう哮こうには力があった。風が吹ふき、おれは押される。堪たえ、怪人の雄お叫たけびを受け止める。


　失われたものを取とり戻もどした怪人は、歓かん喜きの声を遠えん慮りよなく解き放っている。


　手に握にぎる鉈なたは鈍にぶく光る。


　おれへの殺意を、そこへ収束させていく。


「……つまりは、道を塞ぐ、か」


　鉄てつ鞭べんを握り直す。その感かん触しよくを手のひらに確かく認にんさせる。力を込こめる。手に、足に、頭の先から足の先まで、鉄を飲むように込めていく。


　剄けい脈みやくを揺り起こす。剄けいを奔はしらせる。


　誰だれかの笑い声が聞こえる。ニルフィリアか、いや、あれは静かに嘲ちよう笑しようすることはあっても、声を解き放つことはないだろう。もっと、狂きよう的てきな、箍たがの外れた、もっと生々しい感情を、憎ぞう悪おをおれにぶつけて笑っている。


　つまりは、メイリンか。


　首筋に冷えた感覚。目に見えない手は、常におれの首にかかっている。ここではない世界から、月の中にあるという世界からおれを憎悪し、殺意の魔ま手しゆを伸のばしている。決して振ふり切ることのできない呪のろいがそこにある。


　殺すのは自分だと、おれに死を与あたえない呪い。それが、おれの不幸を笑っている。もっと苦しめと言っている。


　苦しみ抜ぬき、絶望し、その上でなお死ぬことが許されぬ。そういう結末を望んでいるのだとすれば……


　望むところだ。


　胸の中に火が点る。


　その憎悪を受け止めるのがおれの愛であるように、目の前のレアンであった怪人の殺意を受け止めるのも、おれの愛だ。


　ディクセリオ・マスケインとは、そういうひどい男だ。


　誰に望まれてそうなったかなど関係ない。おれはおれでしかない。


　牙を振り回すしか能のない獣でしかないのだ。


　怪人が吠え続ける。吠え続けたまま、おれに迫せまってくる。


　廃はい貴き族ぞくを呼ぶ。ヴェルゼンハイムを呼び出す。獣の仮面がおれを包み、全身が力で爆ばく発はつする。


　鉄てつ鞭べんを肩かたに、前へ踏ふみ出す。振り下ろされた鉈をかいくぐり、前へ、前へ、前へ。


　怪人の仮面がすぐそこにある。開かれた顎の中には闇しかなく、レアンの姿はない。


　愚ぐ者しやの一いち撃げきを解き放つ。


　剄けいの爆発が周囲を破は壊かいする。緑の光を歪ゆがませる。ニルフィリアを収めたガラス筒は微び動どうだにしなかったが、その周囲で筒に繫つながるなにかのパイプが破は砕さいし、暴れ回る。壁かべが壊こわれ、怪人が吹き飛んでいく。


　だが、その体は砕くだけない。以前のようにどこかに消えたりはしない。ぶち破った壁を抜け、その足で着地する。


　長い体たい軀くを覆おおう黒衣がざわざわと蠢うごめいている。吹き上がる剄けいが揺らしているのだ。


　咆哮は止やみ、その口からは加速を続ける剄けいの熱が吐き出され、わずかな光を歪ませる。


　受けきったことに驚おどろきはしたが、同時に当然かとも思う。レアンを取り込むまで完全ではなかったのだとしたら、いまの怪人はその時よりも強くて当たり前だ。


「塞がるのならば、潰す。言ったぞ、おれは」


　そう声をかけても、怪人からの返答はない。


　ならばどこまでも駆け抜けるのみ。


　放つ。


　怪人の鉈がそれを受け止める。


　鉄てつ鞭べんと鉈が食い合い、火花は瞬しゆん時じに、それ以上の勢いと速度で放たれる衝しよう剄けいにかき消される。ぶつかり合いの衝しよう撃げき波はが周囲を削けずり、起きる濛もう々もうたる煙けむりがやはり剄けいの勢いで吹き飛ばされていく。


　ガラス筒の並ぶ広場で、おれと怪人は武器を打ち合わせていた。


　小手先の技などない。力と力による押し合い、潰し合いだ。全力で打ち合い、弾はじかれ、その勢いを嚙かみ殺ころしてさらに前へと出る。足は進んだだけ押し返され、同じように押し返す。怪人の高身長からの振り下ろしを、真っ向からたたき上げる。


　剄けいのぶつかり合い、音のぶつかり合い、鉄てつ鞭べんと鉈のぶつかり合い。三種の衝しよう突とつが全身を、骨の芯しんから震ふるわせる。血液が沸ふつ騰とうしそうな幻げん覚かくが襲おそう。肉体が、細さい胞ぼうが、その結束を綻ほころばせていくような錯覚がおれを襲う。


　解ほつれそうな結束を牙で嚙み破り、鉄てつ鞭べんを振り上げる。


　鉈と衝突する。上の位置を取れる怪人が有利な戦いであることは承知している。怪人は、おれを二つに叩たたき割ろうと、あるいはその剛ごう力りきで地面に押し潰そうとしてくる。だが、それすらも食い破る勢いで鉄てつ鞭べんを振るう。


　ぶつかり合う。


　数合、数十合、数百合……いくらほど繰くり返かえしたのか、震しん動どうが脳を揺すり、わからなくなってくる。おれは戦いに没ぼつ入にゆうし、眼前に聳そびえる怪人を力でねじ伏ふせることだけを考えている。数字に意味はない。結果だけを求め、その結果のために幾いく千合、幾万合でも続ける気構えで鉄てつ鞭べんを振り上げる。


　状況を変化させる隙すきならばいくらでもあった。ぶつかり、跳はね返る。余勢に押される怪人の胴どうはがら空きで、そこに一撃を加える暇ひまはもてあましてあまりあるほどにあった。


　だが、そうはしない。それではなにも解決しない。倒たおせはしない。


　怪人の仮面に点る二つの火は、おれを食い殺さんとする殺意を餌えさに燃えさかっている。その火を消すのは、技ではない。結果としての敗北でも死でもない。力ちから及およばずでも、力届かずでもない。
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　なにをしても敵かなうわけがないという、絶対の事実。


「レアン、お前がいたぐらいで」


　嚙み合わせた牙きばの隙すき間まから、おれは言葉を呟く。鉄てつ鞭べんを振るう。鉈を受ける。撥はね返す。怪人が反動に押され、体勢を立て直す時間が少しずつ長くなっていく。


「このおれが、負けるわけがないだろう」


　吠える。全身で、剄けいで吠える。


　食い殺す。おれを食い殺さんとするものを食い殺す。鉄の顎を閃ひらめかせる眼前の怪人を食い殺す。


　まさしく獣けもののごとく、食い殺す。


　お前が道を塞ふさぐなら、おれはお前の死を手にして進むだけだ。


　おれの意思を受けてか、なにかが変化している。被かぶる仮面か、狂くるえる電子精せい霊れいであるヴェルゼンハイムか、おれの意思を受けて獣の仮面になったという話だが、その変化はそれだけではとどまらないということなのか。


　おれの手足が変化しているというわけではない。手足は、それ以外の部分は変わることなくおれの意思にそって鉄てつ鞭べんを振るい、怪人の鉈を撥ね返している。


　怪人の仮面に点る火に、二つの目に、揺らぎがある。


　それは恐きよう怖ふか。


　危機を感じているのか。


　おれもまた、感じている。おれの中にある変化とはなにかを摑つかみつつある。


　いや、もう形になっているはずだ。


　おれに見えてなくとも、こいつには見えているはずだ。


　おれの背後で、それは起こっている。


　一いつ匹ぴきの獣が、形を成そうとしている。ヴェルゼンハイムだ。


　狂える電子精霊は、その人格を示す仮想の姿を現している。四足の獣は、硬かたく鋭するどい体毛を震わせ、円えん錐すいのような顎を開き、そこに並ぶ牙を晒さらしている。


　吠えている。


　怪人の咆哮と同じように、吠えている。


　獣じゆう性せいと獣性のぶつかり合いだ。己おのれに宿る破は壊かい衝しよう動どうを見せつけ、猛たけっている。


　ただの威い嚇かく。そのためだけに姿を見せたわけではないだろう。どういうつもりだ？


　いや……


　本当に、こいつはヴェルゼンハイムか？　おれに取り憑つく廃貴族であり、おれに力を貸す復ふく讐しゆうの同どう胞ほうか？　なにかが違ちがう。それはヴェルゼンハイムの姿をしていながら、そうではない予感を抱いだかせる。しかしおれに対して敵意が存在するわけではない。危険を感じはしない。


　それでは、なんだ？


（…………）


　なにかが聞こえた気がした。だが、それを意味あるものとして受け止めることはできなかった。ヴェルゼンハイムが放ったのか、それとも怪人か、あるいは他のなにかか、それすらも判然としなかった。


　これは、ヴェルゼンハイムではない。


　そう感じた。


　いや、ヴェルゼンハイムでもある、というのが正しいのだろう。しかしそれだけではない。別の因子が混じっている。


　それは、おれの食い殺すという意思だ。


　眼前の怪かい人じんを完かん膚ぷ無なきまでに、絶望という絶望を叩きつけた末に潰つぶそうとするおれの意思を受けて、それは形を成している。ヴェルゼンハイムもそれに同調しているのか、だからこそその姿なのか。


　これは、おれの心を形にした獣なのだ。


　現実の形としてこの怪人を食い殺そうとしているのだ。


　そしておれは、いまでも鉄てつ鞭べんを振ふるうことを止やめてはいない。


　止められるはずがない。現状を理解しようとする冷静な部分があることこそが驚きであり、おれの心も体も、怪人を潰すことにただひたすら突つき進すすんでいる。止めるなどできるはずがない。


　怪人の抵てい抗こうは徐じよ々じよに弱まりつつある。


　一いつ気き呵か成せいに鉄てつ鞭べんの振るう速度を上げる。怪人もそれに対たい抗こうしようとするが、そうすれば持ち前の剛力が発揮しきれない。


　仮面に宿る火が揺ゆらぎを増し、弱まっていく。


　持ち前の剛力を駆く使しした戦いで完膚無きまでに敗北する。


　怪人の足が折れる。跪ひざまずいた怪人にさらに鉄てつ鞭べんを振り下ろす。上下の関係が逆になり、もはや鉈なたを上に向けるだけで精せい一いつ杯ぱいの様子となっている。


　どうした？


　これで終わりか？


　もう、これで終わりなのか？


　こんなにも簡単に挫ざ折せつする程度でしかないのか？


　鉄てつ鞭べんを振るいながら、おれは鉄てつ鞭べんに問いを込こめる。問とい詰つめる。全身全ぜん霊れいを込めて問いを放つ。


　レアンを喰くらい、あれほどのレアンのようなものを生み出し、その上でレアンを解き放ち、そして喰らい、そしてお前は生まれたのだろう？　それなのに、これで終わりなのか？　この程度で終わりなのか？


　そんなものでしかないというのにおれの前に現れたのか？


　巫ふ山ざ戯けるな。


　怪人の手にした鉈が砕けた。


「潰れろ」


　おれは宣告する。背後に生まれた獣が吠ほえる。牙が閃く。牙は鉄てつ鞭べんと一体化し、怪人に頭から食らいつく。


　砕く。喰らう。それは同時にして、しかしまったく異種の行こう為いとして行われた。獣はかつて見た時よりもはるかに現実的な存在感を備えているというのに、しかし現実には存在していない。


　それは現実と仮想の境目に存在しどちらでもないものとしてそこにいた。


　それは、この灰色の世界と同じ原理のものとして存在していた。


　それは、ここではないどこか、狼ろう面めん衆たちが存在し、メイリンが存在する、灰色の世界の向こう側と同じ存在としてそこにいた。


　世界の向こう、月、あるいは月を囲む空間……そこは…………


　おれを生み出した死者が存在していた場所か。


　ならば、ここにいる獣はおれでもヴェルゼンハイムでもなく、おれの思念が生み出した、なにかか？


　それはいったい、なんだ？


　おれの疑問は解き明かされることはなく、それは目の前の怪人を喰らっていく。止めることはできない。それはおれの鉄てつ鞭べんが怪人の仮面を砕き、形のない闇やみを吹ふき飛ばすのと同時に喰らい、背骨を砕き胴どう体たいを力任せに縦に割るのと同時に呑のみ込んでいく。それは、刹せつ那なに行われる破は壊かい的現象と同時進行で行われていく。


　その最さ中なかに、レアンの姿はない。レアンの肉体であったものは怪人と完全に同化し、彼女の面おも影かげはどこにも残されてはいない。


　鉄てつ鞭べんは、そして獣の牙はレアンを捜さがすおれの視線を無視して破壊し、喰っていく。


　それは死し骸がいもなにも残らず、完全に、全すべてを消し去る勢いで喰い、貪むさぼり、呑み干した。鉄てつ鞭べんの先が地面を砕くだいたときには、もはや眼前にはただの闇しかなく、破壊痕あとだけしか残らず、砕け散ったガラス筒づつから零こぼれた液体が、破壊の熱によって気化した蒸し暑さしか残されておらず、その内部にあった標本のごとく陳ちん列れつされていたものも、自衛生物兵器も、レアンのようなものも、全て全て、なにもかもを余さず破壊し、崩くずし去っていた。


　打ち付け、破壊した地面から感じたものは確かな手て応ごたえではなく、ただ、虚きよ無む感かんだった。


　おれはいま、はっきりと、なにかを失った。


　なにかなんてものではない。それは明確だ。


　レアンだ。


　おれはいま、自分の手でレアンを失ったのだ。死さえも自らの手にすると強ごう欲よくの気き炎えんを吐いておきながら、おれはそれに満足感を得られないのだ。


　なんてことだ。


　なんてことだ。


　おれは呆ぼう然ぜんと鉄てつ鞭べんの先を見、いまだ眼前にいる獣を見、愕がく然ぜんとしていた。身動きが取れなくなっていた。おれの顔から獣面がごく自然に外れ、地面を跳ねた。霧む散さんすることなく地面を滑すべり、獣の前に落ちる。獣はそれを銜くわえ、おれを見つめる。


　おれは、なにをした？


　レアンを殺した。


　否定しようもない。そういうことだ。あいつはおれの前を塞ぎ、おれはそれを潰すといった。


　なんというおれらしい行為だ。


　なんというおれらしいやり方だ。


　心を虚無感に襲おそわれようとも、おれは自分自身の行為を否定しない。おれはそういう男だ。おれはそういう、クズだ。


　いまさら、そんなことを改めて思ってどうする？　そういう人間だということはとことん理解しているだろう？


　だというのに……


　なんてことだ。


　なんてことだ。


　どうしてこの言葉が止まらない。


　どうしてこの言葉が、おれの心を支配し、一角を占せん拠きよし、そしてその半径を広げようとしているのか。


　心に重く苦しいものを広げようとするのか。


　いまさら、いまさらそんなものに捕とらわれてどうする。おれはディクセリオ・マスケイン。強欲都市の支配者一族。誰だれからも恐おそれられ、誰からも憎ぞう悪おされる。そういう存在だ。メイリンのような女を数多く作ってきた。数多くの人間から富を奪うばい、殺してきた。


　一人だ。


　いまさら、一人の女を殺しただけで、どうしてこんな思いをしなければならない。


　ただの女だ。


　たとえ男の恰かつ好こうをしていようと。


　たとえ不ふ遇ぐうにいようと。


　たとえ無む邪じや気きにおれの周りにいようと。


　ただの女でしかない。


　いくらでも代わりの存在する女でしかない。


　だというのに、それなのに、どうしておれは身動きができなくなっている。


　どうしていまさら、息をするのも辛つらくなるような気分を味わわなければならない。


　それはおかしなことだろう。


　それは間ま違ちがっているだろう。


　正さなければならない。


　間違っているのだ。この虚無は消さなければならない。


　そうだおれはディクセリオ・マスケイン。


　こんなところで止まるわけにはいかないのだ。


「しかしお前は止まるのだ」


　声は、突とつ然ぜんに。


　広場の端はしに、その男は立っていた。


「……ライツエル」


　闇の中に、砕けたガラス筒の隙すきにそっと置かれるように、ライツエルは立っていた。


「見事に過ぎる。完全な姿となったあれを破壊するのだから。まったくお前は恐ろしい。この世界にあるはずのない、偶ぐう然ぜんに紛まぎれ込んだ存在でありながらこうも我らを悩なやませる。それを利用した我らとて、お前がここまでとは思いもしなかった」


「貴様……」


「そうだ。怒いかりだ。お前には怒りしかない。怒りのみの存在だ。お前を生み出したもの。死者の妄もう念ねん。力強き者、計算高き者、奪う者……お前たちの存在の根、世界の向こう側に存在していた死者は妄念を四つの形に分けた。その一つがお前だ。若き者。お前は自分をそう定義づけていたようだが、違う」


　ライツエルはなにかを言っている。


　いや……


　ライツエルの姿をしたなにかが、なにかを言っている。


「お前、誰だ？」


「お前は若き者ではない。怒おこる者だ。死者の根底に存在し続けていた怒りだ。怒りに理由などはない。そこに怒りがあるから怒るのだ。そんなお前が、なにかに満足して生きるなどできるはずがない」


「お前……」


　ライツエルが笑っている。メガネの外れた顔で、あの、野心的な笑えみを浮うかべて笑っている。


「ずっと欲ほしかったぞ、お前の怒りが」


　笑みを浮かべて、そう呟つぶやく。


「誰だ？」


　問う。その瞬しゆん間かん、ライツエルの笑みがより深く、その端たん整せいな顔を崩すほどに深い笑みを作った。


「まだわからないか？　愚おろかな弟だ」


　声は変わらない。姿も変わらない。だが、こいつはなんと言った？　弟？　おれを弟と呼ぶか。


「ザンディアス。クソ兄貴」


「その通りだ、愚ぐ弟てい」


　まさかという思いで呟いた。しかしライツエルはそれを肯こう定ていする。ザンディアスだと、おれの兄だと肯定する。


　白はく炎えん都市で、おれはじいさんと親父おやじは倒たおした。殺した。手応えは腕うでの中にある。兄は現れなかった。強欲都市で都市警察を牛ぎゆう耳じり、まさしく好きに暴れていたあの兄と、いまのライツエルはあまりにも印象が違いすぎる。短たん絡らく的で愚かという兄の印象とおれがいままで見てきたライツエルは違いすぎる。


「お前が親父やじいさんを弱らせてくれたので、取り込むのが楽で助かったぞ」


「殺したはずだ」


「もとより実体がない。そう簡単に死ぬか」


　ライツエルが……いや、ザンディアスが笑う。おれを、嘲あざ笑わらう。


「おれたちを普ふ通つうの生き物のように考えるなよ。しょせんおれたちは死者の尻しりからひり出たクソだ。クソが息をするか？　心臓持ってるか？　クソはクソとしてそこにあるだけだ。どっかのネジの切れたバカがケタケタ笑いながらそのクソで泥どろみたいに人形を作った。それがおれたちだ。死ぬも生きるもない。重要なのはその形でいられるかということだけだ」


　おれは、自分の首に手を伸のばした。


　現実として存在しない手の感かん触しよく、メイリン。


「お前が死なないのは、そして弱ることもなく復元できるのは、お前という形を憎悪する存在がいるからだ。それがお前の怒りが刻んだ痕あとだ」


　おれの本能的な予感を、ザンディアスは肯定する。


「じいさんは憎悪する者を許さなかった。恐きよう怖ふで支配しようとした。親父はそんなじいさんを狡こう猾かつに利用し、己おのれが憎にくまれることから逃のがれた。そしてお前は、全ての現状に怒り、荒あら々あらしい痕を刻んでいく。わかっていたか、あの頃ころのヴェルゼンハイムではマスケインの一族とはすなわちお前だった。全ての憎悪はお前に集中していた。そんなお前がいて、あの二人がお前のようにできるわけがない。弱ったところで、おれが喰くらった」


　笑うザンディアスに、おれは目眩めまいがする。いいや、いまのおれには、ライツエルがザンディアスだろうと、そんなことはどうでもいいのだ。おれの心を占しめる虚無感こそが問題なのだ。


　だが、そんなおれの虚無感とは関係なく、ザンディアスは笑う。


　奪う者として笑っている。


　おれからシャーリーを奪ったときのように笑っている。


「そんなお前の怒りを、おれは手にする。狼ろう面めん衆を支配し、イグナシスを支配し、全てを支配する。クソから生まれた者が全てを支配する。こんな笑える話があるか？　だから実現する」


　どうでもいい話だ。


　そんなことはどうでもいいんだ。


　おれの虚無を、どうにかしろ。


　そう考えた瞬間、おれは雷かみなりに打たれたかのように膝ひざを突ついてしまった。


　どうにかしろ？　どうにかしろとおれは言ったのか？


　このおれが、誰かに頼たよったのか？　己の苦境を、自分ではない誰かに救ってもらおうと思ったのか？


　どういうことだ？


「お前の怒りは、もはやその獣けものの中に凝ぎよう縮しゆくされた。そうなるようにおれが仕向けた。そして、それを奪うための仕し掛かけも……」


　獣は、なにをするでもなく膝を突いたおれの前にいた。おれから外れた仮面を銜くわえたまま、そこにいる。


　変化は、すぐに起きた。


　閉じられていた顎あごが突然開き、そして炎ほのおが溢あふれたのだ。


　なにが起きたのか、理解ができない。ザンディアスは笑い、炎は唸うなり、おれはただ固まっている。闇やみが揺ゆらめき、破は壊かいされ、天てん井じようも壁かべもガラス筒づつも、黒く四角い檻おりだけを残したこの空間を朱しゆの光が薙なぎ払はらおうとしている。


「上出来だ。試験体はお前の怒りを、お前の怒りを受けて変化したオーロラ粒りゆう子しを喰らい、完全となる」


　獣の口は限界にまで開かれ、炎は絶え間なく吐はき出される。その熱は獣の体毛を焼き、その姿を真しん紅くに染める。燃えさかり、獣は暴れる。しかし炎は内側から溢れている。消しようもない。


　獣はただ、燃えていくだけだ。


　炎の中に、噴ふん水すいのごとく吐き出される炎の中に、仮面が浮いていた。急流に呑のまれたかのように、行き着く場所もなく回転している。


　嫌いやな予感はしている。だがもはや、それは止めようもない予感だった。おれの体は虚無に支配されて動けず、ただそれを見ているしかできなかった。無力感を味わうということすらできない。おれは、そういうものを全すべて、おれの内側から失っていた。


　それは全て、目の前の獣に凝縮されている。


　その獣から、炎から、限界まで開かれた顎の中から、現れる。


　手だ。


　女の手だ。細く、長く、しなやかに指を踊おどらせるようにして炎をかき分け、それは顎の中から伸びてくる。


　仮面を摑つかむ。


　そこからは急激な変化を促うながした。獣は熱せられた目を見開き、黒目を回転させ、白はく濁だくした部分をさらけ出す。顎の根元が裂さけ、裂け続け、胴どうを縦に割り、それが姿を現す。獣は炎に瞬またたく間まに呑まれた。


　裸ら身しんの女がそこにいた。


　レアンではない。より肉感的であり、より動的だった。長い髪かみは炎で染めたかのように紅あかく、波打っていた。


　その女は自分が裸身であることを気にした様子もなく闇の中に素す足あしを置き、どこか呆ほうけた様子で摑んだ仮面を見つめている。


　その体はいまも、炎に包まれている。噴ふき出すような勢いはなくなったが、かといって絶えることのない不可思議な炎は、まるで女の衣ころものようにその周囲で揺らめいている。


　その手に握にぎられていた仮面が、突然に崩くずれた。噴き出す炎に炙あぶられようとも形を変じることのなかった仮面が、突然に、だ。しかしおれはそれに驚おどろく気力もなかった。その仮面が、間違えようもなく廃はい貴き族ぞくヴェルゼンハイム、おれの復ふく讐しゆうの同どう胞ほうであるというのに、おれは驚くことも悲しむことも絶望することもできなかった。


　胸に寄生する虚無に全てを吸い取られていた。


　ザンディアスが笑っている。哄こう笑しようをあげている。奪うばう者の愉ゆ悦えつが込こめられている。奪われた者は、おれだ。奪われた物は、力、意思、おれがおれとして存在するためのなにもかも。


　シャーリーを奪い、レアンを奪い、おれがおれとして在るためのあらゆるものを奪い、笑っている。


　では、いまここにいるおれはなんだ？　ただの搾しぼりかすか。


　炎の女はいまだに自分がここにいる理由が、あるいは自分が存在している意味が理解できていない顔で、崩れ去り、握る物のなくなった手を見つめている。


　最後に、この女を喰らうことで、ザンディアスの強ごう欲よくは満たされるだろう。そういう男だ。なにもかもを手中に収めなければ気が済まないのだ。それは手下に置くなどという意味では決してない。自分の腹に収めなくては。血とし、肉としなければ気が済まないに違いない。
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　その光景がこれから起こるのか？


　そうはならなかった。


　沈ちん黙もくと静せい寂じやくを保っていた闇が蠢うごめいた。


　ただ光がないゆえに存在していた闇が、意思持つ生物と変じたかのように濃のう度どを変え、厚みを持ち、不定形の物体と化したかのように炎を乗のり越こえて裸身の女に迫せまる。


「なんだと」


　声を上げたのは、女ではなくザンディアスだ。


　女は呆けていた瞳ひとみに鋭するどさを宿し、己に迫る闇を睨にらみ付ける。唇くちびるをめくりあげ、犬歯を剝むき出だしにする。


　それだけだ。


　だがそれだけで、女の攻こう撃げき性が眼前に姿を現す。


　炎だ。


　女を囲む真紅の炎が勢いを増し、闇を押し返す。水を焼く音がそこら中で響ひびき渡わたる。それはただの水分が気化する音とは違ちがう。より粘ねん度どの高いものが焦こげているような、どこか怖おぞ気けを誘さそう音だった。


　おれはほんの少しだけ動くことができた。後ろに足を引き、体勢を崩して尻しり餅もちをつく程度のものだったが、それでも動くことができた。


　あるいはこれを契けい機きに動くことができたかもしれない。たとえ微び弱じやくでもそこにきっかけがあったのならば、止まりそうな勢いを嚙かみ砕くだいてでも立ち上がり、女に握る鉄てつ鞭べんを振ふるっていたかもしれない。ザンディアスを頭から叩たたきつぶしていたかもしれない。


　だがいまは、それができない。


　おれの心は驚くほどに空っぽで、なにも存在していなかった。


　この女が喰ったのだ。獣の形をしたおれの心を、廃貴族ごと喰ってしまったのだ。いまのおれにはなにもない。おれを突き動かすものが、なにも存在しない。


「火神、殺せ！　ディクセリオを殺せ！」


　ザンディアスが叫さけんでいる。女が、自分を呑み込もうとする闇をその場に立ったまま焼き払う女が、おれを見る。


　この女は、火神という名なのか。


　死の恐怖さえもない。おれはただ、見下ろす女にそれだけの感想しか浮うかばなかった。レアンの面おも影かげが欠片かけらも存在しない幻げん炎えんの魔ま女じよに見下ろされても、おれはなにも感じてはいない。


　執しつ拗ように迫る闇を焼き払いながら、殺せとわめくザンディアスの声を背に、女はおれを見下ろしている。鋭さを増していた瞳は、再び眠ねむりに落ちる寸前のような呆けたものとなり、現実を映してはいない。


　呆けたまま、女の手が、おれに伸びる。


　やや開き気味になっていた唇が、なにかの言葉を刻んだ。それは細く儚はかなく、炎ほのおの生む音にさえも呑み込まれそうになりながら、おれの耳に届いた。


「先せん輩ぱい」


　そう言った気がした。


　次の瞬しゆん間かん、炎が膨ふくらんだ。


　広場を埋うめ尽つくす闇を一いつ掃そうするためか、あるいは闇が執拗に行っていたことが、ある意味でこの瞬間、功を奏したのかもしれない。ザンディアスの金属をかき乱すような声が響き渡り、闇は朱に染まり、そして檻となっていた漆しつ黒こくの壁さえも破壊し、灰色の世界さえも破壊し……


　おれの意識は暗転した。


　死んだ。


　そう思っていた。


　だが、おれの意識は、こうして続いている。






　第五章　──限りなき幻像群ミラージユ──







　目が覚めるとは思っていなかった。


　だが、目は覚めた。


　白い天井を見つめている自分が信じられない。腕うでに繫つなげられた管が信じられない。滴したたり落ちてくる液体が、おれの体内に流れ込んでいることが信じられない。


　おれはどうしてここにいる？


　病院だ。間違いなく。


　問題なのは、ここが、どこの病院なのか？　ということだろう。おそらくは。


　個室であることは間違いない。だが、おれの知る病院の個室とは少し趣おもむきが違う。いや、そもそも、おれの知っているツェルニの病院と同じとも限らない。学園都市の病院は一つではない。


　そもそも、ここはツェルニか？　おれが気になったのは、まずそれだ。


　日差し除よけのカーテンが窓ガラスからの光景を遮さえぎっている。ベッドから動く気力もなく、おれは天井に目を戻もどした。


　自分はどこにいるのか？


　あの場所で死ななかったのだとしたら、おれはどこに運ばれてしまったのか。


　狼ろう面めん衆の手によって、どこかに運ばれてしまったのか。それともあの炎によって檻となっていたものが破壊され、ツェルニへと戻ってきたのか。それともツェルニ以外の場所に弾はじき飛ばされてしまったか。


　病院の個室を見み渡わたすだけでは、確証を得られるものはなにもない。誰だれかが訪おとずれる様子もなく、おれは天井を見つめ続ける。


　記き憶おくと思考がいくつか過ぎていくが、それらは全すべて泡あわのように弾けてすぐにどこかに消えてしまった。


　おれの頭の中は、驚くほどに白い。


　まるで、白絵の具をぶちまけたかのように白い。いくつかの記憶や思考が気き泡ほうとしてそこかしこに跡あとを残すが、しかし全体を占しめる純白の前には、それは些さ末まつなものにしか過ぎない。


　おれを捕とらえ続けていた憎ぞう悪おも復讐も、なにもかもがその白の下に押し込められてしまったかのように、おれはなにも考えられなかった。


　全て、あの炎の女に喰くわれてしまったのだ。


　廃貴族を捕らえただけではない。ザンディアスの言う、おれの存在意義、死者の妄もう念ねんが四つに切り分けた願望の一つ、怒いかりを、おれは奪うばわれてしまった。


　おれがおれであるために必要な要素を、奪われてしまっている。


　だからこそおれは、こんなにもなにも考えられないのか。


　時間は無む為いに流れていく。しかしおれは、それを苦に感じることはなかった。なにも感じてはいなかった。体を動かすこともなく。肉体の無事を確かめることもなく、ただ天てん井じようを眺ながめ続ける。白い天井に付着する染しみを漠ばく然ぜんと数えていた。数え終えると、再び一から数え直す。なんど数えても三十七になることを意味もなく繰くり返かえし確かく認にんし続けた。


　病室のドアが開いたのは、どれほど経たってからだろう。おれの様子を確認に来る看護師の姿はなかった。病室のどこかに、おれの様子を観察する機械でもあったのかもしれない。


　目覚めてからどれほど経っていたのか。そしてその間、おれを監かん視ししていた者たちはなにを思っていたのか。


　ドアの向こうから現れたのは医者でも看護師でもなく、都市警察の制服を着た男だった。


　厳いかめしい顔をしたその男におれは覚えがある気がした。制服にツェルニの紋もん章しようがあることに気がつく。見慣れた服装に覚えがあっただけか。


「ディクセリオ・マスケイン」


　男は、重々しい口調でおれの名を呼んだ。


「お前にはいま、ライツエル・ローガンセフ及およびレアン・バール殺害の容疑がかけられている」


　宣告された言葉を嚙み砕き、呑のみ下くだすのにひどく時間がかかったように思う。おれを見下ろす厳めしい男は、こちらが理解するのを辛しん抱ぼう強づよく待っていたのかもしれない。その表情に変化はなく、目にはなんの感情も宿っていなかった。


「おれが？」


　時間をかけて呟つぶやいた言葉はあまりにも無意味だった。


　レアンはわかる。だが、ライツエル……ザンディアスが死んだというのが理解できない。あの炎に呑み込まれたのか？　おれが生きているというのに？


「生徒会棟とう近くの森に駆かけつけた我々が見たものは廃はい墟きよの前で倒たおれたディクセリオ・マスケイン。レアン・バール。そしてライツエル・ローガンセフだ。レアン・バールの死亡はすぐに確認された。ライツエル・ローガンセフは……死亡確認ではなく本人確認が必要なほどに焼けただれていた」


　ライツエルの名とともに男の表情に張り付く厳めしさが揺ゆらいだ。それで、思い出した。


「……次の都市警察長官殿どのか」


　ライツエルと顔なじみだった気がする。名前までは思い出せない。そもそも、聞いていたかどうかも怪あやしい。


　おれが呟くと、男は厳めしい顔に険しさをわずかに混入させた。だが、そこに憎悪はないように思えた。ただ、怒りはあったかもしれない。しかしそれも友人を殺した男への怒りというよりは、なにかがうまくいかなかったことへの怒りに思えた。


　こいつも、欲深な人間ということか。


　学園都市の権力を握にぎることになんの得があるのかわからないが、こいつもまた、おれの理解できない得を求めていた人間だということなのだろう。ライツエルの死がそれを変えたか。


「答えろディクセリオ・マスケイン。あの場所でなにがあった？」


「見たとおりのことがあったんだろ」


　うまく喋しやべれることを不思議に思うほどに、おれの口は自然と言葉を生んだ。どういう状じよう況きようだったのか。ライツエルの死体だけがなぜ焼けていたのか。レアンの死体……おそらくはあのガラス筒づつにあった一つだろうが、が、なぜそこに転がっているのか、頭に浮かぶ疑問はいくつかあったが、それらに答えを出そうという気にはなれなかった。


　本当に、おれの中のなにもかもがあの獣けものとともに炎の女に奪い取られてしまったのだ。


　なぜ、生きているのか？


　おれをおれたらしめていたものが失われたというのに、なぜおれは生きているのか？　ごく普ふ通つうの人間ではない。死者の妄念から生まれたというのに、その存在意義を奪われて、どうしておれは生きているのか？


　死への恐きよう怖ふすらも、もはやおれにはないというのに。


　それからも、男は執拗にあの場所でなにがあったのかと問とい詰つめてきた。声を荒あららげることもなく、淡たん々たんとした質問を続けていく。おれは男の言葉に特に心を動かされることもなく、その内に男の顔を見ることにも飽あきて天井を眺めた。天井の染みを数えることの方にまだ意義があるように思えたのだ。


　男が、荒々しいため息を吐ついた。


「君は、おれがいくら脅おどしたところで怖こわくもなんともないと思っているのだろう？　君の実力をもってすれば、ツェルニにいる武芸者の誰にも負ける気などしないのだろう？　だが、いまはそんなわけにはいかない。薬で感覚が鈍にぶっているから気がつかないのか？　君はいま、通常の人間ならば意識も保てないような武芸者用の麻ま痺ひ薬を打たれている。抵てい抗こうなどできはしない。こちらがその気になれば、その体を抱かかえて外がい縁えん部の外に投げることだってできるんだ。ゴミのようにな」


　おれは、自分の体がこの男に持ち上げられ、外縁部から投げ捨てられる様を想像した。薬で抵抗できないというのなら、おそらくは即そく死しだろう。うまく生き残れたとしても、怪け我がをして動けないに違ちがいない。そうなれば都市の足に踏ふみつぶされるか、あるいは汚お染せん物質によって皮ひ膚ふが焼け、肺は腐くさり、やはり死んでしまうに違いない。


　しかしそれを、おれはどうしても現実の脅きよう威いと感じられない。


　おれがたいした反応を見せないことに、男ははっきりとわかるほどに苛いら立だちを募つのらせた。そして、それがわかるということは、おれの意識がこれほどに茫ぼう洋ようとしているのは、けっして薬のせいではないということだ。


　この怒りをどう発散させよう。


　厳めしさの奥に隠かくれているのはそんな心情のように感じられた。あるいはこの男は、おれの生せい殺さつ与よ奪だつ権を握っているのかもしれない。あるいはライツエルとレアン、二人分の殺人罪をおれになすりつける気かもしれない。レアンに対しては、見つかったという死体は偽にせ者ものとしか思えないが、おれがやったことだ。ライツエルに関しても、あの炎ほのおの女が現れなければ、おれが殺していたことだろう。やっていないなどと言ったところでしかたがないこととしか感じられない。


　投げやりになっているわけではない。


　本当に、なにも感じない。


　男がなにかを思いついたか、しかし口を開くよりも先に、ドアが再び開いた。


「グラーデン捜そう査さ官かん。彼の意識が戻っても、私が到とう着ちやくするのを待つようにと言っておいたはずですが？」


　姿よりも先に、まず声がこの部屋の空気を支配した。男……グラーデンが舌打ちを嚙かみ殺ころしたのを、おれは見み逃のがさなかった。


「しかし……」


「この事件は、非常にデリケートです。あなた一人、都市警察だけで片付けられては困る。事前にそう言っておいたはずです。出て行ってください」


「しかしそれは……」


「先に約束を破ったのはあなたです」


　断固とした口調に、グラーデンは長いため息を吐いておれの前から去った。その背中を追う気になれず、天井に視線を戻す。


　声の主は、すぐにおれの視界に入ってきた。


　やはり、シャーリーだ。


「ずいぶんと、強気の発言だな」


「あなたが気を失っている間に生徒会長になったわ。当然でしょう」


「なんだって？」


　問い返したところで、彼女の髪かみが少し長くなっていることに気付いた。


「私の家に来た夜からもう三ヶ月よ。選挙をしたのは先週。あなたたちが見つかったのは一月前。ライツエル君、彼が管理委員会と接せつ触しよくしていた証しよう拠こが見つかって、選挙前からいままでバタバタだったわ」


　疲つかれた顔で、シャーリーはこめかみを指で強く押している。


「それでも、当選したわけだ」


「それはね、あなたを英えい雄ゆうに仕立て上げたから」


「なんだって？」


「あなたたちを見つけたあの廃墟。ずっと管理委員会の管かん轄かつになってて立ち入れなかったのよ。まさかあんな研究をしていたなんて……それで、彼の繫つながりの証拠のこともあったし、彼はその秘密を知られまいと、あなたを殺そうとした。そういう筋書きにさせてもらったの」


　あんな研究と、シャーリーは言う。彼女はなにを見たのだろうか。あの、灰色の世界にあったものと同じ光景が、現実にも存在していたのか。


　無数のレアンを、彼女は見たのだろうか。


　そして、ニルフィリアはいたのだろうか？


「あなたは内密に、管理委員会の秘密を探さぐろうとした。そういう意味で英雄なのよ」


　だが、彼女はそのことを言いはしない。それはそうだろう。おれも見たと思っているはずだ。だが、おれが見たのは灰色の、狼ろう面めん衆たちが作り、立ち入ることのできる相のずれた世界だ。同じであって同じではない場所。現実のあの廃墟にある研究成果と同じものが並んでいたとは限らない。


　いや、あるいは、並んでいたのだろうか。


「怒おこった？」


「いや、なにも感じないな。いまは」


「そう」


　不意に沈ちん黙もくが下りた。おれに発すべき言葉はなにもなく、シャーリーは胸に秘めたものを言葉へと変えることに躊ちゆう躇ちよしている。そういう間だった。


　ドアの向こうであの男、グラーデンがいる気配がした。聞き耳を立てていることだろう。この部屋に置かれているはずの監視装置も動いているに違いない。滅めつ多たなことは言えないだろう。生徒会長だ。弱みを見せるわけにはいかない。


　もとより、シャーリーがおれに優やさしさを投げかける理由はない。


　グラーデンの態度からして、ライツエルの失しつ脚きやくを理由に都市警察長官になる道は阻はばまれたのだろう。それはありえることだ。ならば、シャーリーを敵視している可能性もある。より、あの男に弱みを握られてはならない理由がそこにあることになる。


　こうして見ていると、シャーリーの横顔はおれが思っているよりも変化しているようだった。髪が伸のびたというだけではない。疲れ気味だというだけではない。それ以外のなにか、あるいはそれは、彼女の放つ雰ふん囲い気きが変化したのかもしれない。


　がむしゃらに目的に向かうだけの者から、辿たどり着つき、その場から実際に動かなければならない者へと立場が変化したことで、彼女は否いや応おうなしに変化せざるをえなかったのかもしれない。


「実は、もう一つ問題があるの？」


　そう切り出したとき、シャーリーはおれを見なかった。長くなった髪が、彼女の目を隠した。その髪をかき上げるわけでもなく、ただその隙すき間まから覗のぞく唇くちびるが言葉を紡つむいでいく。


　それを切り出すことに、どうして苦く悩のうしなくてはならないのか。


「管理委員会の追放には成功したの。あんなものを作っていたのだもの。誰だれ一人ひとりそれに反対する人はいなかったわ。いいえ、生徒たちの感情は、反対する人の存在を許さないぐらい熱くなってるわ。いまもそう。でも、あの人たちも黙だまって追い出されなかった。そんなものをどうして開発したのか。彼らは汚お染せん獣じゆうをツェルニに呼び寄せようとしたの」


「汚お染せん獣じゆう？」


「汚お染せん獣じゆうの行動を瞬しゆん間かん的に制せい御ぎよする嗅きゆう覚かく剤ざいがあるのは知っているでしょ？」


「ああ」


　だが、あれでやれるのは近づいてくる群れの進行方向をわずかにそらすのが精々だ。要は生活排はい水すいを凝ぎよう縮しゆくさせたものをばらまくことによって、近くに人の小集団がいるように一瞬だけ錯さつ覚かくさせているにすぎない。


　よりうまそうな匂においがしている都市から完全に目をそらすことはできない。


「彼らは私たちよりも汚お染せん獣じゆうの性質を研究していたようで、一定波形の音波を流すことによって近きん隣りんに潜ひそんでいる汚お染せん獣じゆうの注意を引くことができるらしいの。結局、それを見つけたときには壊こわされた後だったから、詳くわしいことはなにもわからなかったけれど」


「それで、近づいてきてるのか？」


「……探査機が一体見つけたわ。近くにいるわけじゃないし、ツェルニも逃にげる方向で針路を取っているようだから捕つかまるとは思えないのだけど」


「不安がある？」


「ええ。……ええ、あるわ。探査機が送ってきた映像から、相手はかなりの大物のようだから。こちらを見つけられているなら、逃げ切れないかもしれない。戦せん闘とうになったとしても、学生武芸者ではどんな被ひ害がいが出るか……最悪の場合、学園都市連盟に援えん助じよを頼たのまなければならないかもしれない。でもそれは事後の話だし、管理委員会を追い出したばかりで、彼らに借りを作りたくないわ」


「ふん」


　おれは鼻を鳴らした。


　シャーリーがなにを望んでいるのか、わかってしまった。


　それは、彼女との長い付き合いがそうさせたのか。あるいはおれの中に残っているディクセリオ・マスケインの拗すね者もの的な部分が深読みさせただけなのか、しかし外れてはいないだろう。


　ディクセリオ・マスケインは英雄となった。


　暴君として、力はありながら決して学園都市という環かん境きようの色に染まることのなかった外れ者。それが、管理委員会追放の決定的証拠を発見した英雄となった。


　しかし、ディクセリオ・マスケインが英雄になりきれるわけがない。暴君としての本ほん性しようが擬ぎ態たいだったわけではない。心変わりしたわけでもない。シャーリー率いる新生徒会にとって有利に働いたのは偶ぐう然ぜんであり、おれの意思がそこには存在しない。


　ただの暴君であれば目め障ざわりでしかないが、生徒会が祭り上げた英雄が暴君のままであるのは、非常にまずいことになる。称しよう賛さんが非難へと変化する様はあまりにも急激で、そして危険だ。


　そんなものを、手元に置いておきたくはない。そう考えるのは、とても理性的なことではないだろうか。


「英雄らしい華はなを持たせてくれるわけか」


「ええ。こんなところで鬱うつ屈くつしてるよりは、ずっとマシでしょ？」


「そうかもしれない」


　だがいまのおれは、近づく戦いの気配に恐きよう怖ふも喜びもない。うまく戦えるかどうか、その自信さえもない。


　だが、まぁ、いいだろう。


　シャーリーが望んでいるのは、おれと汚お染せん獣じゆうの相あい討うちだ。それぐらいはできるだろう。


　たとえ倒たおせたとしても、そんな遠えん距きよ離りに一人で出かけて、再びここに戻もどってこられる保証はない。都市外にまで念ねん威いを飛ばせるような念ねん威い繰そう者しやはツェルニには存在しない。都市は常に移動している。戦闘が終わったとき、おれはどこへ向けて進めばいいのかさえわからなくなっているだろう。あるいは、地上を個人で移動する際に使うランドローラーのタイヤが壊れてしまうかもしれない。地上は、タイヤ走行には優しくない。そのために都市も、そして放ほう浪ろうバスもまた機械の足を使って大地を彷徨さまよっているのだから。


　死ねと言っているのだ、この女は、おれに。


　それはどういう心境で吐はき出された言葉なのか。長くなった彼女の髪が表情を隠かくす。読み取ることはできない。


　憎ぞう悪おからか、それとも生徒会長としての苦く渋じゆうの選せん択たくか。


「まぁ、いいさ」


　その疑問も全すべて含ふくめて、おれはそう漏もらした。


　怒いかりを失ったおれの、どこに存在価値があるというのだろう？　その価値をシャーリーが示しているのだ、それに付き合ってやるのが道理というものではないだろうか。


　シャーリーは俯うつむいたまま、再び沈黙を部屋の中に下ろした。


「彼、どうしてあんなことをしたのかしら？」


　ライツエルのことだろう。


「生徒会で一時的な正義の味方になるよりは、管理委員会に付いた方がうまい汁しるが吸えると思ったんじゃないのか？」


　いったいいつからライツエルはザンディアスだったのか。この学園に来たときからか、あるいは最近か。管理委員会に接触したからか、あるいはザンディアスに体を奪うばわれたために管理委員会と繫がったのか。そこがわかっていないのだ。なんとも言いようがない。


　わかっていたところで、それをシャーリーに話せるわけもない。信じるとも思えない。信じさせたいとも思わない。


　狼面衆との戦いが現実の問題としておれに迫せまってきたとき、こうなる可能性は十分に考えられたのではないか。いまにして思えばそんなことも考えてしまう。だが結局、おれはその部分に興味がないのだ。


　目標を嚙かみ砕くだく獣として在りたかったのだ。


　だがいまはそれがない。


　それすらもない。


「……グラーデン捜そう査さ官かんは英雄になりたかったのでしょうね」


　シャーリーが、まるで関係のないことを呟つぶやいた。


「彼が失脚して、捜査官の立場はなくなったわ。それを払ふつ拭しよくするには、どうしても捜査官自身の手で彼を捕まえないといけなかった。だけど、捜査官が望んでいたものは、全てあなたが手に入れた。捜査官にとっては、あなたの暴君という面を強調して、あなたもまた管理委員会側の人間である証しよう拠こを摑つかみ、逆転劇を演じたかった」


　だが、そんな劇は誰も望んでいない。生徒たちは、聴ちよう衆しゆうはすでに大団円を望んでいる。これ以上のどんでん返しは必要としていない。それはただ、疲つかれを呼ぶだけだ。


　後はただ、英雄が華々しく散れば、それでいい話なのだ。


「捜査官はわかっていないのよ。特別な場所に立つということにどんな意味があるのかを」


　顔を上げたシャーリーの目を見ることができた。


　彼女はカーテンを、ただ見つめていた。


　その目に宿るものを、おれは読み取ることができなかった。


　そこにいる女は、もうおれの知るシャーリー・マーチではなかった。


　決して、なかった。







　　　　†




　詳くわしい話はまたと言ってシャーリーは去った。グラーデン捜査官が再びこの病室にやってくることはなかった。


　時間が再び無む為いに流れていく。


　天てん井じようの染しみを数えることに、おれはまったく飽あきを感じることはなかった。その内、腕うでに流れる薬の効果か、睡すい魔まがやってきた。


　次に目覚めたとき、病室は暗く、夜を示していた。


　ベッドの端はしに夜色の少女が腰こしかけている。


　いつからそこにいたのか。


　おれが目覚めたことに気付いたのか、ニルフィリアはなんとも不可思議な微び笑しようを見せた。


「牙きばを抜ぬかれた気分はどうかしら？」


「なにも……」


　それは皮肉なのか、それとも嘲あざけっているのか、その判断すらも付かず、おれは言葉が自然に出てくるにまかせた。


「なにも感じない」


「そう。それは残念。悔くやしがるあなたを見たかったのだけど」


　言うものの、ニルフィリアの表情にはそれらしい感情は宿っていない。それよりも、深い疲ひ労ろうが、その体に貼はり付いているように感じられた。


「あれから出られたのか？」


　ガラス筒づつのことだ。


「残念ながら、まだあそこで眠ねむっているわ」


「どういうことだ？」


「彼らのあそこでの目的は、二つあった。一つはわたしを捕とらえること。もう一つはわたしを殺すこと」


「なぜ、一度に片付けない」


「向こうにも順序が必要だったのでしょ」


　では、一つ目の目的、ニルフィリアを捕らえるために、あの守護獣計画は存在していたのか。


「並行して行われていたのよ。わたしを捕らえ、そして殺すための準備も進める。あの娘こがそう。ナノセルロイドに存在していたオーロラ粒りゆう子しをエネルギーへと変へん換かんする力は、わたしにとっては天敵。だけどあいつらには過か剰じよう供給による暴走という弱点があった。それを排はい除じよし、最初から暴走してもかまわない力として扱あつかう。おそらくはそれが、あれの正体でしょうね」


　ニルフィリアの言っていることの半分も理解できない。だが、半分は理解できる。


　あれ。レアンを取り込んだ怪かい人じん。そしてその先に現れた、炎ほのおの女。火神と呼ばれていた女。


　レアンこそが、ニルフィリアを殺すために作られ、そして完成した一体だったのだろう。


「しかし、お前はいつから捕つかまっていたんだ。おれをここに連れてきたときは？　時間の流れがむちゃくちゃすぎる」


「捕まっていたのは、というよりもいまもあの中にいるのだけどね」


「どういうことだ？」


「捕まったのはそうだけど、いまはこちらの都合であれから出られないということよ。ツェルニに来る前から疲労していたし、あの女からあなたを助けるために、ずいぶんと力を持っていかれたから。力の供給があまりにも限定的なこちらでは、わたしは消しよう耗もうするばかりなのよ」


　話の内容よりも、そんなことを素す直なおに喋しやべっていることの方が驚おどろきだ。弱みなど絶対に人に見せない女だと思っていたが、あるいはそんな虚きよ勢せいを張ることにさえも疲れてしまっているのか。


「それなら、これでおれたちの狩かりは終わりか？」


「あなたはまだ、できるの？」


「…………」


　おれは答えられない。怒りがないのだ。動きたくても動けない。その衝しよう動どうが、どうしてもおれの中から湧わき上がってこない。


「敗北はわたしの趣しゆ味みではない。だから、少し休んで再開するつもり。でも、あなたに強制するつもりもない。牙の抜けた獣けものを飼っていても意味はないもの」


「言ってくれる」


「いまのあなたは、誰かにそれを認めて欲しいのではなくて？」


「…………」


「誰だれもあなたが変わったことに気付いてはいない。でも、あなたが変わってしまったことを、誰よりもあなたは理解している。もう、昔のあなたではない。悲しいわね。理解を拒こばんでいたあなたが、理解を求めているのだから。牙が抜けたというのはそういうことも含むのでしょうね」


「……うるせぇ」


「では、さようなら。もしも牙が再び生えることがあるなら、その時は拾ってあげる」


「冗じよう談だんじゃない」


　ニルフィリアの姿が、病室の空気に消えていく。おれは虚勢だけの怒りで見送った。


　内心では、ニルフィリアの最後の言葉にすら、なにも感じていない。形だけの、お決まりのやり取りをしただけという虚むなしさがおれの中を占しめている。


　しかしこれで、おれは本当に用なしになってしまったわけだ。


　学園には捨て駒ごまとして使われ、ニルフィリアからも役立たずの烙らく印いんを捺おされてしまった。


　他人の価値観に自分の存在を強く主張したかったわけではない。頼たよられたかったわけではない。最低の評価を受けていようが、死んでせいせいしたと思われていようが、どうでもいいと思っていた。それはただの強がりだったのか、本心だったのか、自分でも良くわからないが、それでもその時はその考えを貫つらぬき通とおすことができていたと思っている。


　しかしいまのおれに牙はなく、他人の価値観の中で流されていく。


「ああ」


　さっさと消えてしまった方が良さそうだ。


　おれは目を閉じた。暗い病室では天井の染みを数えるには武芸者の能力を使うしかないが、しかしそれを、腕から流し込まれる薬やく剤ざいが抑よく制せいしている。薬の効能に逆らってまで染みを数える意味はなく、おれにできることは目を閉じることだけだった。


　目覚めるまでに見た夢は混こん沌とんとしていて、なに一つ意味をなしていなかった。メッセージ性もない、無意味な映像の羅ら列れつ。


　その中で、明るく微笑ほほえむレアンの影かげだけが、目覚めた後も脳のう裏りに残り続けた。





　　　　†




　目覚めると、看護師たちが現れて、手早くおれの腕から点てん滴てき針を抜いた。立ち上がり、服を着る。立ちくらみがするのは残っている薬のためか。


　廊ろう下かに出るとグラーデン捜査官の厳いかめしい顔があった。今日は、はっきりと嫌けん悪おを顔に浮うかべている。


「今日一日は、薬抜きのために自由に行動していい。出発は明日あしただ。逃にげるなよ」


「どこに？」


　おれの問いに、捜査官は怒いかりを滲にじませた顔をそらせた。放ほう浪ろうバスが来ていなければ、この閉へい塞そくした都市世界で逃げる場所など存在しない。


「心配しなくても、逆らって暴れるつもりはないさ。それよりも、英えい雄ゆうの座が欲ほしいのなら、いまのおれを後ろからぶっ叩たたけば済む話だ。やってみるか？　逃げようとしたってだけで話は付くんじゃないのか」


　しかし、グラーデンはそれをしようという空気は見せなかった。シャーリーから話を聞いたのか。昨日の話を盗ぬすみ聞いていたのか。英雄という言葉への興味を一時的とはいえ引っ込める気になっているようだ。


　病院の外にまで、グラーデンは付いてこなかった。監かん視しに誰かが付いているのかもしれない。念ねん威い繰そう者しやが配置されているかもしれない。しかしそれを探す気にはなれなかった。どうでもいいことだ。


　病院から出て、現在地を確かめることもせず、おれは歩き始めた。なに、外がい縁えん部に沿って歩いていれば、いずれおれの部屋のある区画に辿たどり着つく。


　街のあちこちに大きな貼り紙がされていた。新たに生徒会長となったシャーリーの顔が大きく写し出され、同時に管理委員会の不正と、それと戦った彼女の功績が書きたてられている。貼り紙に悪戯いたずら書がきはなく、それを嫌悪の目で見つめるものもいなかった。守しゆ護ご獣じゆう計画の事故から、潜せん在ざい的に管理委員会への嫌悪が生徒の間には存在していた。あいつらを追放に追いやったシャーリーが生徒会長となったことを、生徒たちは諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしているのだろう。


　薬による立ちくらみが断続的に襲おそいかかってくる。体を動かした方が抜けるのは早いだろう。路面電車を使う誘ゆう惑わくを横目に、おれは歩き続ける。


　薬が現実をぼやけさせる。


　強ごう欲よく都市崩ほう壊かいの時もこんな気分で歩いた。現実を破は壊かいされ、おれは眼前の光景さえもあやふやな気分となって歩いていた。その時はただ、眠りを求めた。安息を求めた。このおれが、安息だ。笑える話じゃないか。なんとも脆ぜい弱じやくで惰だ弱じやくな話ではないか。


　このおれのどこに、そんなものを求める資格がある？


　しかも求める先はメイリンだ。おれを憎ぞう悪おする女だ。おれを殺そうとしていた女だ。そんな女を抱だき、憎悪されることを求め、同時に安息を求める。


　都合のいいことばかり考えているじゃないか。


　だが、それを承知で突つき進すすんでいたのがおれだ。弱気を吐はき捨て、湧き上がる強欲のままに突き進む。それがディクセリオ・マスケインだ。


　しかし、そうはいかなくなったおれは、これからどうするべきか？


　いや、これからもなにもない。明日には死地に赴おもむくのだ。明日を考える必要はない。やることといえば、最後の場所で華はな々ばなしく散る方法を考えるだけだ。


　自らの死さえも自らの望むままにするのが、おれの強欲だったはずだ。ならばこの状じよう況きようは、不本意とはいえ、死に様を考えられるだけ贅ぜい沢たくなのかもしれない。


　死の恐きよう怖ふはない。


　おそらくだが、おれという人間の存在意義をあの獣とともに炎の女に喰くわれたことによって、自分という存在を維い持じするための生存本能のようなものが消失してしまっているのだろう。いっそ、死ぬのを怖こわがり、震ふるえ、怯おびえ、叫さけびでもした方が様々なものを投げ出せたかもしれない。ニルフィリアの被ひ虐ぎやく欲よくを満たし、シャーリーに絶望され、グラーデンに嘲あざけられ、そしてメイリンの嘲ちよう笑しようを浴びたことだろう。しかし、そうはならない。全すべての欲が存在しないということは、なににも心を動かさないということだ。


　全てを冷静に、ただの事実として確かく認にんしていくだけに過ぎない。天てん井じようの染しみを繰くり返かえし数えることと同じだ。そこにはなんの意味もない。


　疑問を解き明かしたいわけではない。眼前の問題に解決策を導き出したいわけではない。


　ただ、事実を羅列していくだけであり、時に客観的な感想を付け足していくだけだ。


　そうして導き出される、ディクセリオ・マスケインという人間はやはりクズでしかないという結論を、なんどもなんども、無意味に積み重ねていくだけに過ぎない。


　ほぼ半周ほど都市の外縁部を歩き、おれは自分の部屋へと辿り着いた。


　部屋には長い時間放置された、よそよそしい空気がこもっていた。ベッドや居間にはレアンの私物が残されている。それはレアン・バールという女の残ざん滓しのようであり、墓石のようであり、幻まぼろしのようでもあった。


　ソファの端はしにたたまれ置かれた洗せん濯たく物もの。クローゼットの一角には彼女の服が並び、ベッドの足あし下もとには、おれが放ほうり投げたのであろう彼女の下着が隠かくれていた。食しよつ器き棚だなに並んで置かれたマグカップ。いつドアが開き、彼女が部屋に入ってきたとしてもおかしくはない気分にさせる。


　しかしそれは幻だ。


　幻と消えてしまった。望んでそうなったわけではない。だが、助けようとしなかったことも事実だ。おれがおれであるための道を選んだために、彼女の存在は路ろ傍ぼうの石となり、そしてその石におれは躓つまずいた。


　なんとも間ま抜ぬけな話だ。


　やることもなく、おれは手に意識を集中した。


　望めばそれは現れる。


　錬金鋼ダイトだ。ニルフィリアに与あたえられた廃はい貴き族ぞくを得た剄けい力りよくでも壊こわれることのない武器は、いつものように手元に現れる。ニルフィリアは去った。しかし、この武器は去ることがなかった。


　廃貴族のいないいま、学園都市の錬金鋼ダイトでも十分だろう。しかし手に馴な染じむ武器があることに、おれはなにかを感じたようにも思った。だが、はっきりとした形としてそれを摑つかみ取ることはできなかった。やはりそれもまた、幻なのかもしれない。


　自分が自分であることを失ってしまった瞬しゆん間かんに、あらゆるものが違い和わ感かんだらけになってしまうのかもしれない。おれはため息を吐ついてベッドに転がった。


　なにをする気も起きない。やるべきことはなにもない。ただ、来きたるべき時を、明日という時間が訪おとずれるのを待つだけだ。ならば、眠ねむってしまえばいいのだ。薬の影えい響きようは、もうかなり治まっているとはいえ、残っている。眠りの中で全てを吐き出してしまうのがいい。


　そう考えていたところで、チャイムが鳴った。


　それがチャイムであることに気がつくまで、しばらく時間がかかった。この部屋のチャイムを鳴らす人間はいまのところいなかったからだ。聞き慣れない電子音は、この部屋におれの知らないものが存在していることを知らせているかのような、そんな気分にさせた。


　しかし、なにを考えていようと、それがチャイムであることにはかわりない。チャイムであればそれを押した者がおり、そしてその人物はこの部屋に用があるということになる。いったい誰だれが。その疑問もまた、ドアを開けてしまえば解決してしまうものでしかない。


　ドアを開ける。


　その向こうにいたのは、見た記き憶おくのない学生だった。武芸科の制服を着ている。剣けん帯たいの色は二年を示していた。実直そうな顔は、緊きん張ちようした様子でおれを見上げていた。驚おどろいている様子だ。


「あの、おれ……僕は、二年のコルス・サワラギと言います。先せん輩ぱいの授業にはなんどか参加させていただきました」


「用は？」


　なぜ、覚えもない後輩がおれのところを訪ねてくる？　理由がわからず、おれはコルスに問いかけた。


「あの、レアンに聞いてないでしょうか？　僕は、レアンのクラスメートだったので。あの、あいつのことは、すごく残念に思ってます。あんなことに巻き込まれるなんて、悔くやしいです」


　一人勝手に喋しやべり、勝手に俯うつむいている。勝手に無力を嘆なげき、拳こぶしを握にぎりしめるコルスに、おれはかけてやる言葉を思いつくこともなく、しかし言葉を先に促うながすほどに、苛いら立だちを感じることもなかった。


　レアンを男と信じて、良き級友として、こいつは付き合ってきたのだろう。まじめな、不純な部分などどこにもなさそうな男だ。純じゆん粋すいで素そ朴ぼくで、疑うということをしたことがないのかもしれないとさえ、思う。


「す、すいませんでした」


　落ち着いたのか、コルスは顔を赤くして、謝罪してくる。


「いい。それで、なんの用だ？」


「あの、レアンが先輩の小隊を作るのに人を探しているのは知ってて、僕も手伝っていました。僕も、先輩の小隊に入れてもらいたくて。実力不足なのはわかってます。でも、なにかお手伝いできたらと思って。それで、あの……」


　コルスは提さげていた鞄かばんから、一枚の封ふう筒とうを取り出した。茶色の書類封筒は封をされてなく、その中に収められた一枚の紙を取り出すのに、苦労はなかった。


　書類には機械で打ち出された名前と、学生番号、そして本人のものらしい署名が四人分、記されている。


　これは、名めい簿ぼだ。


「僕とレアンを含ふくめて、四人、揃そろったんです。先輩も含めて、五人です。念ねん威い繰そう者しやも、一年生だけど入ってくれました。先輩の小隊ができたんです」


　名簿の一番目におれの名前が打ち出されている。書かれていないのはおれの署名だけだ。


「レアンは、本当に、残念で、悔しいです。でも、あいつは小隊を残してくれました。あとは、先輩の署名だけです。あいつ、言ってました。もしかしたら余計なことをしてるのかもしれないって。怒おこられるだけかもしれないって。僕も、不安に思ってました。先輩が小隊を率いるなんてことが本当にあるのかって。でも、人は集まりました。レアンはいなくなったけど、それでも、小隊設立に必要な人数は満たしてます。先輩の小隊が作れるんです。お願いします。あいつのためにも、サインをしてください」


　一気にまくし立てると、コルスはその場で頭を下げ、微び動どうだにしなくなった。


　おれはコルスの後頭部を見つめ、そして名簿に目を戻もどした。


　ああ。


　おれは心の中で息を吐いた。


　バカはいたのだ。


　三年一人、二年一人、一年が一人と、下級生ばかりだ。どうせ役立たずだという嘲あざけりが聞こえてきそうだが、それでもバカはいた。


「おい」


　だが、おれの心は動かない。


「ペンはあるか？」


「は、はい！」


　勢いよく頭を上げると、コルスはせわしない動きで鞄を漁あさり、ペンを取り出した。おれはその場でサインを書き、手て渡わたす。


「明日あした、提出します！」


　再び頭を下げ、勢いよく駆かけ出だす後輩を見、おれはドアを閉じた。


　なぜかわからないが、いまになって突とつ然ぜん深い疲ひ労ろうが襲ってきた。名簿を見ていたあの瞬間、捕とらえがたい、なにか激しい感情が胸を突いたような気がした。しかしそれは激しさとは裏腹に正体を摑ませることなく霧む散さんしてしまう。


　コルスが持ち帰ったその書類は、おそらく受理されることはないだろう。いや、あるいはされるかもしれない。記き念ねん碑ひ的な意味で、ということだが。シャーリーがおれの存在を英えい雄ゆう的美談の中に押し込めようとするならば、それを学生たちの胸に長く残しておくための象しよう徴ちようが必要になる。あるいはそれが、コルスのいま運んでいる書類がもたらす結果となるかもしれない。


　おれとレアンの墓標になるかもしれない。


　そう考えれば、あの後輩には不ふ憫びんな真ま似ねをさせているのかもしれないと思いつつ、おれはベッドに転がった。


　眠りはすぐに。


　夢を見ることもなく、朝はすぐに訪れた。





　　　　†




　目覚めると部屋の外にはグラーデンが待っていた。どうやら、おれが役目を果たすまでの監かん視しと世話を任されたのだろう。貧びん乏ぼうくじを引かされたグラーデンの不ふ機き嫌げんは最高潮に達し、一言も言葉を発することはなかった。


　案内されたのは、都市の地下部。非常時にのみ使われるゲートの前ではランドローラーをはじめとした装備の点検が行われていた。


　本来は緊きん急きゆう時に使用する短たん距きよ離り移動用の側車付き二輪車だ。荒あれ果はてた大地ではタイヤは長くは保もたない。また、放ほう浪ろうバスのようなナビゲート機能のないランドローラーでは、一度都市の姿を見失えば生せい還かんできる保証はない。


　これに乗り、単身で視し認にんすらできていない距離にいる汚お染せん獣じゆうを倒たおしに行く。自殺行こう為い以外のなにものでもない。


　ランドローラーの点検を眺ながめていると、白衣を着た女性が近づいてきた。どこか不機嫌そうな、そして顔色の悪い、やせぎすで背の高い女だ。


「あなたがディクセリオ？」


「ああ」


　足早に、ヒールの音を気ぜわしげに鳴らしながら近づいてきた女はおれを睨にらみ付けるように見上げる。


　おれは、女の履はく高いヒールの靴くつに目がいった。よれよれの白衣、その下の服も皺しわが目立つ。髪かみは長い間手入れがされていない様子で、それは顔も同様だ。研究一筋という言葉を体全体で表していながら、そのヒールの高い靴だけは汚よごれ一つないほどに磨みがき上げられ、他とは異なる自己主張をしているように見えた。


「靴は趣しゆ味みなの。なにか文句が？」


「なにも」


　散々に言われてきたのだろう。そこには常習的な苛立たしさが込こめられていた。


　女は手に持っていたものをおれの胸に押しつける。


「なんだこれは？」


　それは、一見すればただの懐かい中ちゆう時計だった。


「簡易ナビゲーターのようなものよ。生徒会長の頼たのみで急場で作ったから実験もなにもしてないし、動作保証もできないけど」


「なんだと？」


　おれの驚きを理解していないのか、あるいは聞く気もないのか女はそれを無視した。


「六時間に一度、三十秒だけこちらから信号を発する。それが信号を受け取ったら文字盤ばんの外そと枠わくにある青いのがそちらを示すようになっている。とりあえずそれで、都市の方角だけは認知できるようになってるわ。一応、信号は五百キルメルぐらいまではいくと思うけど、汚染物質の影響でどうなるかわからないから、保証はできない。ないよりあった方がマシぐらいのものだと思ってちょうだい」


　気けだるく説明をする女と、懐中時計のようなものをおれは見比べる。


　生徒会長。シャーリーがこれを作るように言った？


　なんのために、外聞のためか。生還のための努力はした。そういう建前を作るためか？


「あいつは、他ほかになにか言ったか？」


「いいえ、なにも」


　やはり興味のない口調で女は答える。


　この場にシャーリーの姿はない。真意をただすことはできない。いや、いたとしても真意を口にするかどうかはわからない。


　なんのために、これをおれに渡わたす？


　答えのない問いが再びおれの前に現れる。わかりきっていた状じよう況きように一つの不可解が投げ込まれ、その波は紋もんがなにかを揺ゆらす。


　しかし、やはり驚きは長続きしなかった。


　どれだけの不可解が投げ込まれようとも、状況は動かない。汚お染せん獣じゆうを倒しにいくという状況は変わらない。それに逆らおうとすればどうなるのか、考えたところで意味はない。なにもない可能性もあるが、なにかが起こる可能性もある。なにかが起こったときの不利益が、おれに対するものかと考えればそうではない。


　ではなぜ、そうするのか？


　シャーリーの頼みだからか？


　いいや違ちがうな。


　おれがおれであることを続けられないことに、無意識的に耐たえられないのだろう。おそらくは。無気力に生きるぐらいならば破は滅めつの道を選ぶ。これが、ディクセリオ・マスケインを構成する人格の、最後の矜きよう持じなのだろう。


「さて、質問はなにかある？」


　おれの物思いを切きり裂さき、白衣の女は冷たい目を向けている。


「ああ」


　ないな。言いかけて、おれは女を改めて見た。


　白衣。この懐中時計を作る技術力。


「おまえ、錬れん金きん科か？」


「そうよ。見てわからない？」


「いや、そうだろうな。錬金鋼ダイトは？」


「そっちが専門よ。なに？」


「小隊を作ることになったんでな。バックアップを募ぼ集しゆうしている。興味があればの話だが」


　女の不機嫌さが、その言葉で揺らいだ。


「なに、あなた生きて帰る気だったの？」


「さあ、どうなんだろうな」


「なによそれ」


「戻れれば、お前のコレが役に立ったってことだ。役に立つ人間は嫌きらいじゃない」


「ふん」


　おれの言葉をどう受け取ったか。女は鼻を鳴らし、値ね踏ぶみする目でおれを見た。


　なんのつもりでこんな言葉を言ったのか、自分でもわからない。昨夜の後こう輩はいの熱意が、こんなおれをも突つき動かしたのか、あるいはあいつを動かしたレアンの行動力がそれをさせたのか。


　あるいはこの懐中時計に隠かくれているかもしれない、シャーリーの真意がそうさせたのか。


　どれ一つとしてはっきりとしたものではない。しかし言葉は出た。そしてその言葉を、おれは咄とつ嗟さに出た強がりや、噓うそだとは思えなかった。


　おれは、おれをどうしたいのか。


　まぁ、動いてみればわかることだ。


　ランドローラーの点検が終わったらしい。声をかけられ、おれは汚染物質遮しや断だんスーツを着るために女から離はなれた。汚染物質に触ふれれば、人の肌はだは焼け、肺は腐くさる。そうならないためにこのスーツはあり、そして都市外の戦いでは汚お染せん獣じゆうの怪かい力りきと同時に、このスーツが破れないように気をつけて戦わなければならない。


　人間はこの世界にはつくづく嫌われている存在だと思う。


　それでも人間が生きているのは、この世界をこうしたものが考えている以上に人間がしぶといのか、あるいはそうはさせないというなんらかの意思が介かい在ざいしているのか。自律型移動都市とは、そのなんらかの意思によって生み出されたものなのか。


　考えても答えの出ないことが、この世には多すぎる。


　スーツの装着を確かめながら戻もどってくると、白衣の女はまだその場にいた。手渡された懐中時計は、戦せん闘とうの際には邪じや魔まになるだろうと、スーツのポケットに収めてしまっている。


　女は、おれを見ていた。


「なんだ？」


「いいわよ」


　女は顎あごを突き出すようにしてそう言った。


「ん？」


「さっきの話よ。あなたが無事に戻ってきたら、その話、受けてもいいわ」


「そうか。頼む」


　すでにそのことに興味はなく、おれはランドローラーに向かった。女の苛いら立だたしげな足音が、床ゆかを叩たたきながら遠ざかる。点検をしていた作業員が無言で離れていく。警告音が響ひびき渡り、おれ以外のものがこの場から去る。


　ゲートが開き、外の風が全身を叩いた。


　外へと、都市の外へと、おれは飛び出す。





　探査機から得た情報はランドローラーに記き憶おくされている。荒れ果てた道を跳はねるように進みながら、おれはその情報を確認した。


　後はそこに向けて、タイヤに負担のかからない場所を選び、ランドローラーを走らせる。側車に載のせられた荷物が音を立てる。震しん動どうが体を揺する。


　休みながら道を進み、一日。


　空を行く影かげを、おれは太陽を背にした状況で見つけた。


　こちらへとまっすぐに向かってくる。ツェルニへと向かっているのか、おれの臭においを嗅かぎつけたという可能性はなさそうだ。ランドローラーを降り、おれは錬金鋼ダイトを復元する。


　ニルフィリアに与あたえられた鉄てつ鞭べんは、太陽の下には不似合いな漆しつ黒こくの負荷を腕うでにかけてくる。その重さは、いままでとはまるで違うように感じられた。不ふ釣つり合あいなものを握にぎっているような、不ふ遜そんささえ感じてしまう。


　慣れているはずの武器が己おのれの物ではないような感覚。


　しかし、武器はこれしかない。


　やるしかないのだ。


　ランドローラーにあった情報よりもはるかに短い距離での発見だ。やはりあの汚お染せん獣じゆうは、ツェルニの存在に気付いているのだろう。


　空を駆かける汚お染せん獣じゆうの姿は刻一刻とその影を大きくしていく。


「まずは、こちらに気付いてもらわないとな」


　空中戦を演じるにも、あの高度を維い持じされたらやれることなどなにもない。こちらは地に縛しばり付けられた生き物だ。


　呼吸を整える。ヘルメットという膜まくを嚙かまされた呼吸は、都市内で行うそれとはやはり違う。どこか重苦しく、負荷がかかっているような感かん触しよく、息苦しさは安全地帯の存在しない都市外という場所にいるためか。それともスーツ内にあるフィルターが原因の、純じゆん粋すいに物理的問題なのか。


　時間はまだある。ゆっくりと周囲の環かん境きように戦闘状態の自分を慣れさせていく。剄けい脈みやくの疾しつ走そうを体に馴な染じませる。


　廃はい貴き族ぞくを失い、己を確定させるものを失い、剄けいの奔ほん流りゆうはどこかゆるやかで、体を引きちぎるような激しさはどこにも存在しなかった。


　こんなものだろうという気持ちがどこかにある。


　こんなものでしかないのだ、いまのおれは。


　それでも、目の前の汚お染せん獣じゆうに痛打を与え、あるいは命と引ひき替かえに殺すぐらいはできるかもしれない。ディクセリオ・マスケインがディクセリオ・マスケインであるままで死ぬことぐらいはできるかもしれない。


　おれは深く息を吐はいた。剄けいの流れは戦闘域に達している。


　影はその大きさを増していく。


　跳とんだ。


　駆け出し、周囲にあった巨きよ大だいな岩を利用し、跳んだ。


　ただひたすらに高く跳ぶ。おれの存在を汚お染せん獣じゆうに気付かせるように、そして誇こ示じするために。


　汚お染せん獣じゆうは大別して三つに分かれる。生まれたての幼生体。それが長じて変化した姿が雄ゆう性せい体たい。そして繁はん殖しよくするためのさらなる変化、雌し性せい体たい。


　話として、繁殖を放ほう棄きし、雄性体のまま成長を重ねていく老生体というものがあると聞いたことがある。それは破は壊かい衝しよう動どうのままに成長し、時には奇き怪かいな変化をするという。


　その汚お染せん獣じゆうは、巨大だった。おれが知る、どんな雄性体よりも巨大だ。おれの姿など、人間が鼠ねずみを見るぐらいの気分で見ているに違いない。


　あるいはこいつこそ、噂うわさに聞いた老生体なのかもしれない。


　急速に近づいてくる巨体。サイズの違いが、おれから現実感を奪うばおうとする。


　引き込まれるような感覚の中、鉄てつ鞭べんを振ふり、衝しよう剄けいを放った。


　それは、汚お染せん獣じゆうにとってみれば蚊かに刺さされたようなものだったに違いない。しかし、すれ違う一いつ瞬しゆん、風圧に吹ふき飛とばされる中で、巨大な視線がおれに注がれるのを感じた。


　おれを見た。


　枯かれ葉はのように気流に弄もてあそばれる中、巨きよ軀くが方向を転じる。風を切るだけだった翼つばさがなんどもはためき、その場に砂すな嵐あらしを生み出す。嵐の王は落下するおれに向けて、急降下して迫せまってきた。


　落下する小さな存在に向けて、的確な線を描えがいておれとの交こう錯さくを目指す。顎を開く。眼前に広がる大穴は牙きばを並べ立て、唾だ液えきの糸が複雑な網あみとなっておれを受け止めようとする。


　衝しよう剄けいの反動を利用して落下速度を上げ、呑のみ込まれる運命から免まぬかれる。


　行きすぎる気流が再びおれを翻ほん弄ろうする。腹にある退化した手足にかからないよう、再び衝しよう剄けいを放って軌き道どうを操作し、着地。


　間を置かず、おれは走る。


　上じよう昇しようしようとする巨軀の背中を目指し、跳ちよう躍やく。


　着地。大地よりも荒あら々あらしい鱗うろこにスーツを破られないよう、おれは慎しん重ちように平へい衡こうを保つ。


　いつかと同じ光景だ。そう思いながら、おれは走った。


　そう、あれは強ごう欲よく都市がまだ存在していた頃ころだ。汚お染せん獣じゆうを討とう伐ばつするために出しゆつ撃げきしたときだ。あのときも同じように汚お染せん獣じゆうの背に立ち、その頭部を破は壊かいするために走っていた。


　あのときは……そうだ、メイリンの恋こい人びとにスーツを細工されていた。


　今回は、スーツは無事のようだ。破れ目も融ゆう解かいもなく、完かん璧ぺきにおれを汚染物質から守っている。


　だが、死を望まれていることはかわりない。


　英えい雄ゆう的死を望まれている。外げ道どうの暗殺ではない。いや、死であることにはかわりない。他者がおれの死をどう扱あつかうかの違ちがいでしかない。


　おれの前には、死しかない。
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　汚お染せん獣じゆうは、おれが背に乗ったことに気付いたのか、あるいは目当てのものがなくなって失望したのか、上昇の角度を上げる。ほぼ直角になりつつある背の上を、おれは鱗の突とつ起きを利用して駆け上がっていく。


　頭部を目指す。


　汚お染せん獣じゆうに共通しているのは、人間では考えられないほどの生命力、そして再生力だ。生半可な傷は瞬またたく間まに埋うめてしまう。失血死というものが存在しないのではないかと思うほどに、この体はしぶとい。


　狙ねらうなら、急所。完かん膚ぷ無なきまでの破壊。


　それを目指し、おれは頭部を目指す。


　走る。


　走り抜ぬく。


　上昇が止やみ、足あし下もとに地面が見えた。急激な角度の変化に足を取られそうになりながら、走り続ける。鉄てつ鞭べんの重さに振り回されそうになる。ただ走っているだけだというのにだ。使いこなせなくなっているということか？


　そこまで鈍にぶってしまっているということか。


　走る。剄けいを奔はしらせ、安定しない汚お染せん獣じゆうの飛行と、それによって重力の向きが変わる鉄てつ鞭べんに翻弄されながら、走る。そこに充じゆう足そく感はない。剄けいはおれの体を破は裂れつさせようとはしない。剄けい路ろに痛みはなく、体は重い。意識よりも一足先に進まれる感覚がない。肉体を越こえて先に進む意思の燃焼がない。肉体と意識が食い違い、どちらがより先を行くかという共食いのような争いが存在しない。意識は肉に足を取られ、肉は意識に引きずられている。


　雷かみなりの閃ひらめきはそこになく、ただ重さしかない。


　火花のような物が脳内で爆はぜた。


　それは虚きよ無むの狭はざ間まから姿を見せていたものに引火しようとする。湧わき上がり、そして消えていたなにかを燃やそうとしている。


　言葉が出てくる。


　愕がく然ぜんたる気持ちが湧き上がる。


　それを嚙み破る、なにかが現れる。火花はそれに引火し、その姿をはっきりと現す。


　なんてことだ。揺ゆれる背中を駆けながら、おれは奥歯を嚙みしめた。


　どうしてこんなにも、遅おそいのだ。


　どうしておれは、こんなにも走れないのだ。ただ突つき進すすむしか能のないおれが、走れなくなってどうする？


　おれは、甘く考えていたのか？


　汚お染せん獣じゆうが背中にいるおれの存在に気付いたのか、突とつ如じよとして暴れ出した。踏ふん張ばることもできず、弾はじき飛ばされる。頼たよれるもののない空中で、回る視界の中で、おれは愕然とした気持ちを叩たたきつけられている。


　廃貴族がいなくとも、おれの中から怒いかりが消えたとしても、おれはまだ戦うことができると思っていた。剄けいの奔りが万全でなくとも、それでもおれは戦うことができると思っていた。


　いや、戦えはするだろう。


　無様であろうとも。


　惨みじめであろうとも。


　戦うことはできるだろう。重い鉄てつ鞭べんを振り回し、鋭するどさのまるでない剄けいを駆く使しし、戦うことはできるだろう。眼前の汚お染せん獣じゆうを殺すことができるかどうか、それはわからないが、それでも戦うことはできるだろう。


　だが違う。おれは違うことに気付いた。


　戦うことに意味を求めていたわけではない。獲え物ものを屠ほふることに意味を求めていたわけではない。


　おれがおれであることと、戦うことは同義ではなかった。


　そんなことにいまさら気付いた。


　あるいは忘れていたのか、炎ほのおの女に喰くわれ、一いつ緒しよに持ち去られてしまっていたのか。


　戦いたいわけではないのだ。愚ぐ者しやと言われることも、暴君と呼ばれることも、それは結果でしかないのだ。


　結果など最初から求めていないのだ。


　おれがおれであること……肉を裂さき血を燃やすような剄けいの疾走の中に身を置くこと。雷らい光こうの瞬きの中で獣の牙を解き放つこと。それこそがおれの求めているものなのだ。おれという存在を全力で放つことができる場所が戦いであり、その結果として敵を蹂じゆう躙りんしているに過ぎない。


　眼前の汚お染せん獣じゆうと相打つことも、喰われることも最初から意味はなかった。承知していた。無気力の中でその選せん択たくを了りよう解かいした。


　だが、だめだ。それではだめだ。


　こんな時になって、おれは心の中で湧くものを感じた。後こう輩はいの持ってきた一枚の紙切れから湧いたもの。レアンの理解できない笑え顔がお。死を望むシャーリーが依い頼らいした懐かい中ちゆう時計。


　答えの出ない問いが多すぎる。


　だが、これには答えを出せるだろう。たかが紙切れがおれにもたらしたもの。レアンの笑顔も、シャーリーの真意も。


　簡単なことだ。生き延びて、ツェルニに戻もどればいい。学園都市の大地をいま一度踏めばいい。小隊を作ってみればいい。あの炎の女ともう一度会えばいい。生き残って、シャーリーに会ってみればいいのだ。


　おれをおれのまま貫つらぬき通とおし、この汚お染せん獣じゆうを蹂躙し、屠ればいいのだ。


　ただ、それだけの話だ。


　落下は続く。汚お染せん獣じゆうが再び旋せん回かいし、おれに向けての急降下を行う。地面に激げき突とつすることを恐おそれる様子もない急降下。それは空が落ちてくるかのような圧力をおれに与あたえる。


　鉄てつ鞭べんが地面に食い込み、おれは着地する。


　だが、それらもまた結果だけの話だ。


　わかることを理解することは、ただ行こう為いの果てにあるだけのものでしかない。わからなくてもかまわないと、おれはおれを貫き通す。そうしてきた。そしてこれからもそうするのか。


　そうするのだ。


　ひどい男だとレアンは言った。わかってくれないのかとシャーリーは涙なみだを流した。殺してくれと泣くメイリンを生かし、その憎ぞう悪おがおれを縛しばっている。


　それらを振り返ることなく、ただ己おのれの執しゆう着ちやくと欲望に従い、こうしてきた。縛ろうとするものに抗あらがい、食い破り、食い破ろうとし、ここまできた。


　これからもそうするのだ。


　汚お染せん獣じゆうの巨きよ大だいな顎あごが、おれを呑み込まんと、大地を削けずりながら迫る。


　おれをいま突き動かしているもの。おれを解き放つもの。首筋を支配する感かん触しよくが蘇よみがえる。メイリンの憎悪、呪のろい、なぜ再びそうなるのかという呪じゆ詛その叫さけび。


　このまま死ねば良かったか？


　このまま滅ほろびれば、お前は満足していたのか？


　怒り？　おれの存在意義を怒りと呼んだか？　あらゆるものに満足を抱いだかない怒り。それ故ゆえの強欲だということか？


　ならばおれは、おれの死に怒りを抱く。こんなもので満足しようとするメイリンの憎悪に怒りを抱く。レアンの不可解に怒りを抱く。シャーリーの不可解に怒りを抱く。


　こんな腑ふ抜ぬけた剄けいしか出せない己に怒りを抱く。


　おれに死が来るというのならば、その死に強欲をもって立ち向かうのがおれなのだ。


「巫ふ山ざ戯けるなよ」


　おれは呟つぶやく。ヘルメットの中で呟く。砂すな埃ぼこりに汚よごれた視界は汚お染せん獣じゆうの顎で満ちている。そこに並ぶ牙きばで満ちている。おれに向けられた飢き餓が感かんで埋め尽つくされる。


　鉄てつ鞭べんを肩かたに。剄けい脈みやくを殴なぐりつける気分で意思を叩き込む。


　左手を前に。死を嚙かみ破るために、手を伸のばす。後のことは考えない。いや、もう、これができなければ後など存在しないのだ。愚者の愚者たるゆえんとは先を考えないことだ。あるいは己がやると決めたこと以外はなにも考えないということだ。なにも考えないのだ。それができるということをただ信じるのだ。失敗という未来は存在しない。


　廃はい貴き族ぞくがいない？


　おれの源を喰われた？


　だからどうしたと、おれは牙を剝むかなければならないのだ。


　眼前に、牙の柱がある。


　顎から飛び出したその牙はあまりに巨大すぎて、人間一人を嚙み砕くだくには適していない。あるいは共食いを繰くり返してここまで巨大な姿となったのか。この牙は人ではなく同類を喰らうために発達した牙なのかもしれない。


　おれはその牙を、左手で、摑つかんだ。


　足は地面に食い込ませる。弾き飛ばされはしないという鉄の意志。


　牙を受けた左ひだり腕うでがスーツの内部で圧あつ壊かいを始める。骨が砕け、血が噴ふき出す。瞬きの間で崩ほう壊かいしそうになるそれを剄けいが維い持じする。


　砕けた骨の代わりをし、失われる血の代わりをする。細さい胞ぼうと細胞を繫つなぎとめる。肩と肘ひじの関節を固定し、背骨を鋼と変える。地面に食い込む両足を一ひと塊かたまりの杭くいと変える。


　剄けいを奔らせる。先ほどまでの腑ふ抜ぬけた様子はない。剄けいはどこまでも奔り、無む尽じん蔵ぞうに噴ふん出しゆつする。


　おれがおれである限り、たとえ廃貴族がいなくなろうとも剄けい脈みやくが劣れつ化かするわけではない。廃貴族の力そのものが失われようとも、ディクセリオ・マスケインとして培つちかってきたものが失われるわけではない。


　なにに絶望していた？


　なにに失望していた？


　もう、そんなことすらどうでもいい。


　虚無に落ちたおれを嚙み殺し、その程度で落ちぶれた過去のおれを嚙み殺し、おれはおれとして、再びディクセリオ・マスケインの戦いを始めるのだ。


「そのためには……」


　右手で、肩にかけた鉄てつ鞭べんを持ち上げる。汚お染せん獣じゆうの巨きよ軀くを押しとどめる剄けいとは別に、闇やみに染まった鉄てつ鞭べんにもまた剄けいを注いでいた。


　雷光を切り裂く轟ごう雷らいを。


　立ちはだかるあらゆるものを粉ふん砕さいする剛槌を。


　己以外の強ごう欲よくを許さぬ傲ごう慢まんを。


　振ふり上げた鉄てつ鞭べんにおれの意志の全すべてを叩き込む。強欲なる破は壊かいを具現するために、復ふく讐しゆうの獣けものを具現するために。


　愚者の一いち撃げきを放つ。


　鉄てつ鞭べんは汚お染せん獣じゆうの下した顎あごを打つ。今なお地面を削りながら滑かつ走そうしていたおれと汚お染せん獣じゆうは、その衝しよう撃げきで停止する。地面を砕き、掘くつ削さくし、水無き川を作ろうとしていたそれが止まる。


　衝撃による強制停止は、汚お染せん獣じゆうの巨軀全ての慣性を殺しはしなかった。頭は止まっても尾おの勢いが消えたわけではない。反り返り、胴どうを引き、宙返る。そして頭が引きずられていく。おれの頭上で、汚お染せん獣じゆうの巨体が回転し、越こえていく。


　背後で落下音が怒ど号ごうのように響ひびき渡わたり、衝しよう撃げき波はが土つち煙けむりを一いつ掃そうしていく。駆かけ抜ぬけていった衝撃波が体を震ふるわせる。スーツの表面に震しん動どうが走る。


　おれは止まらない。


　右腕を除き、一塊の鋼と化していた肉体を戻す。筋肉の硬こう直ちよくが戻らず、体中でなにかがちぎれる音がする。それらを無視し、跳とぶ。


　汚お染せん獣じゆうは腹を見せて、そこにいる。下顎を失い。体液を撒まき散ちらし、しかしすでに再生の予兆を見せながら、そこで起き上がろうとしている。怒りの咆ほう哮こうは下顎を消失したため無様な音をなし、周囲の空気を震わせている。


　翼つばさで地面を叩き、退化した足を振り回し、巨体を起こそうとするそこに、おれは鉄てつ鞭べんを振りかぶって落下する。腹の上に降り、さらに跳び、体液に汚れた上顎の内面を晒さらす頭部を目指す。


　振り下ろす。


　反動も抵てい抗こうも存在しなかった。確かな手て応ごたえだけがおれの腕を伝い、全身を震わせた。鉄てつ鞭べんに込められた剄けいは汚お染せん獣じゆうの鱗うろこを駆く逐ちくし、内部の細胞を融ゆう解かいさせ、飛散させた。体液が地面に飛散し、刺とげ々とげしい輪を描えがいた。それはあまりに大きく、おれの目にはその一部分しか映らない。頭部を失った首から体液が吐はき出される。それを全身で浴びることになる。動き出す気配はないが、それでも再生能力が傷を埋うめようと蠢うごめきだしていた。体液の噴出はすぐに収まっていく。


　その中で、おれは握にぎりしめた鉄てつ鞭べんを眺ながめていた。いまなお降り注ぐ体液に汚れた漆しつ黒こくの武器を見つめていた。


　吐き出す息の熱がヘルメットの中にとどまる。


　はたしていまのおれは、それ以前のおれからの続きなのか、あるいは違ちがうのか、そのことを考えていた。


　わからない。喪そう失しつ以前の自分をうまく思い出せない。ただ、怒いかりだけはある。強欲都市を失った怒り、おれから奪うばっていった狼ろう面めん衆への怒り、そしてこの世ならぬ場所から呪いを下ろすメイリンへの執着。


　変わりはない。変わりはないはずだが、まるで新しい服を着たかのようなかすかな違い和わ感かんがおれのどこかに存在している。


　激しさの後の虚きよ無むは、できあがった空くう隙げきになにかを求めている。その求める先にあるものがいままでのものとは違うような気がする。違和感はおそらくこれだろう。


　おれは、もう一度ため息を吐つく。体液の噴出は止まり、意思無きままに傷を埋めようとする汚お染せん獣じゆうの体が痙けい攣れんを続けている。


　やはり答えなどないのだ。





　　　　†




　帰き還かんには骨を折った。


　ランドローラーを隠かくした位置からかなり離はなれてしまったこともある。捜さがし出すのに苦労し、そして発見したときには気を失った。左腕は完全に粉砕している。それだけでなく、体中が痛みを訴うつたえている。


　眠ねむり続ければ失血死していただろう。なんとか意識を取とり戻もどしたときには、すでに体温がかなり低下し、おれは震えていた。ランドローラーに入れていた医薬品をスーツの注入口から注射し、高こう濃のう度ど栄養食をむりやり喉のどの奥に流し込む。内力系活かつ剄けいで代謝を速め、回復に意識を向けること三日。その間、眠ることは許されなかった。眠れば剄けいが途と切ぎれる。皮一枚で止まっている出血が再開されることになる。


　三日後、なんとか動いても出血することはなさそうだと判断すると、おれの意識は自動的に途切れた。疲ひ労ろうの極きよく致ちにあり、休息をしないという選せん択たく肢しは存在しなかった。


　目覚めると、右手でスーツのポケットに入れておいた懐かい中ちゆう時計を取り出した。左腕は役に立たない。骨は砕け、もはやただの肉の塊かたまりでしかなかった。スーツの内側の惨さん状じようを見られないのは、ある意味で幸せなことなのかもしれない。おそらくはあちこちが紫むらさき色いろに染まり、骨が飛び出したまま癒ゆ着ちやくしていることだろう。奇き妙みような形の棒が肩から生えているような感覚だ。ここが都市内なら、いっそ切り落としてしまった方が楽だったろう。


　スーツが無事だったことは奇き跡せきに等しい。


　だが、外であるここで、腕を切り落とすなんて真ま似ねはできない。


　懐中時計の文字盤ばんを囲む枠わく、その青い部分がゆらゆらと揺ゆれながら一方向を示している。その方向に向けて、右腕だけでランドローラーを走らせる。


　長い旅の始まりだった。


　それは時間的にではなく、精神的な長さだった。


　懐中時計が示す方角にツェルニがいたのは何日前のことなのか、それがはっきりしない。進む方向がいまでもこれで正しいのか、それを保証するものがなにもないのだ。


　都市の足あし跡あとらしきものはいくつも見つかる。しかしそれが、最近のツェルニのものである保証はない。ツェルニである保証すらもない。なにより、その跡は巨大すぎてどちらの方角に進んだのかがわからない。


　懐中時計をいくら覗のぞいても方角に変化はない。


　動けば、少しはこの装置を信用できていたかもしれない。しかし動かない。そこには装置が故障しているか、あるいは信号を受け止められないほど遠えん距きよ離りにいるのか、あるいは装置が正しい方角を示しているという三つの可能性が生まれてくる。三つの内、二つが不ふ吉きつの影かげを生む。そしておれには、信じて進む以外に道はない。


　ランドローラーの燃料は無限ではない。そのこともまた、行く道に暗い影を落とす。効率的に動かねばならないときに、それを行うための指標があまりにも曖あい昧まいだ。


　しかし、行くしかない。


　三時間程度の仮か眠みんを除けば、おれはずっと走り続けた。体が無事ならば不眠不休で走ることもできただろうが、いまの状態でそれは無理だと判断した。ランドローラーそのものも休ませなければならない。この体ではタイヤ交こう換かんさえうまくやれる自信がない。


　不安はいくらでも湧わいてくる。


　それらを全て嚙み砕くのは、いかにおれでも辛つらい作業だった。愚おろかなままに懐中時計の装置に従って進むには、おれは傷つき、疲つかれすぎていた。気がつけば独り言を零こぼしているときもある。その内容をおれは理解しないようにした。もしも泣き言などを呟つぶやき、そしてそれに気がついていたら、おれはこの場でランドローラーを投げ出し、ヘルメットを脱ぬぎ捨すて、汚お染せん物質を肺いっぱいに吸い込んでいたかもしれない。


　荒あれ果はてた大地は、荒れ果てたという一点で代わり映ばえしない。茶系統の色しき彩さいで統一され、他の色を求めて見上げたとしても、エアフィルター越ごしではない空は、吹ふき抜ける砂さ塵じんで青さを失っていた。


　夜は暗くら闇やみが覆おおい、月がおれを見下ろしている。


　そう、月だ。


　メイリンがいるという場所。


　あの男がいるかもしれない場所。


　強欲都市という名の幻げん想そうを破壊するために現れたとしか思えない男があそこにいる。マスケインの一族を支えていた死者の妄もう念ねんを暴あばき、その根源を持ち去り、帰き巣そう本能を失った犬のようにうろつくしかないおれを生み出した元げん凶きようがあそこにいる。


　おれは、あの男を憎ぞう悪おしているのだろうか？


　あの男が現れなければ、おれはいまだに強欲都市の嫌きらわれ者ものとして、自らの望むままに暴れながら、それでもなお鬱うつ屈くつしたものを抱かかえて生きていたのだろうか？


　そんなものを、おれはいまでも望んでいるのだろうか？


　いいや、望んでいないはずだ。


　戦いの中で、おれは気付いたはずだ。己おのれの能力をただひたむきに発はつ露ろし、その限界に挑いどみ、そして超こえていく過程にこそ、おれの価値がある。おれの根源が怒りであったとしても、その怒りは概おおむね、限界への挑ちよう戦せんという一点で刹せつ那な、解消されてしまう。


　動きようのない強欲都市の状じよう況きようは、おれには不適合だったのだ。学園都市の四年間とて、それは変わりがなかった。ニルフィリアに示されるままに戦っている間しか、自分が生きている気がしなかったのと同じように。


　ならば月そのものを、あの男を憎にくんでいるわけではない。ニルフィリアと同じ姿をした、あの無感情な少女を憎んでいるわけではない。


　おれはただ、あの月の中にいるであろうメイリンを取り戻し、そしてそこにいるという狼面衆の根を叩たたきつぶすことのみを目的としている。


　あの男は、関係ない。


　しかし、なぜ、月にあの男がいて、そして狼面衆の根もそこに存在しているのか。二つは同じものなのか。敵対しているのか。


　この世界と月の中でのことが関係しているのか？


　おれは、知らなければならないことが他ほかにもあるのではないか。


　月を見ながらおれは進む。仮眠はすでに行っている。このまま夜が明けるまで走り、そしてランドローラーを休めるために再び眠ることになるだろう。


　眠りの中で、おれは炎ほのおの女と出会った。


　裸ら身しんを炎で覆い、燃えるような髪かみをした女は、レアンとはまるで似ていない。その女がおれを見ている。覚めやらぬ眠りの中にいるような顔でおれを見つめている。


　訴えたいことがあるのか、あるいはないのか、その顔からは推おし量はかれない。


　ただ、女はおれを見つめ続けている。全身を燃やしながら、いや、炎を纏まといながらおれを見つめている。


　その熱がおれを炙あぶることはない。だからこそ、これは夢なのだ。


　女は夢の中に立っている。それは虚きよ像ぞうということだ。実体のない、おれの中の記き憶おくが生み出しただけの存在だ。おれは女を知らない。女が炎を操あやつるところしか知らない。レアンを呑のみ込んだ怪かい人じん、それを呑み込んだ虚像の獣けものの中から生まれたことしか知らない。おれの怒りを喰くらい、廃はい貴き族ぞくを喰らって生まれたということしか知らない。


　この女が、おれの夢の中で訴えるものはなにもない。


　しかし女はここにいる。おれに恐きよう怖ふを与あたえるためか？　おれの中にこの女への恐怖があるのか。


　ならばそれを嚙かみ破る。


「待っていろ。おれから奪うということがどういうことか、教えてやる」


　そうだ。


　この女が狼面衆の創つくったものだというなら、奴やつらはおれから再び奪ったということだ。一度ならず二度までも、おれはそれを許したということだ。


　そんな事実を放置しておけるはずがない。


　おれが許すはずがない。


　夢の中で、女が微笑ほほえんだ。


　その微笑みは、レアンが最後に見せたものに似ていた。





　目覚めると、陽ひは頭上にまで昇のぼっていた。思った以上に疲労が深刻化している。体を起こすという作業がひどく困難なことのように思えた。別の生き物のように脈打っていた左ひだり腕うでから感覚がなくなってきている。まずいなと感じた。腐ふ敗はいか壊え死しでも始まっているのかもしれない。


　あるいは本気で切り落とした方がマシかもしれない。


　息が熱い。あるいは熱でもあるのかもしれない。左腕がこんな状態だ。あったとしてもおかしくはないだろう。


　おれはどこか定まらない意識で時計を探さぐった。


　見る。


　青枠の向きが変わっていた。


　信号を受信できるほどに都市に近づいたらしい。おれはランドローラーに乗り、エンジンをかける。


　微び動どうだにしなかった。燃料ゲージはまだ残量があることを示している。しかし機械は吐と息いきのような音しか出さない。右腕のみでしばらく車体を弄いじり、やがて諦あきらめた。側車に載のせた荷物から必要なものだけを選び取り、肩かたにかけると歩き出す。


　もしも、都市が逆方向に進んでいたとしたら徒歩で追いつくのは不可能だろう。一時間走り、一時間歩くを繰くり返かえして、おれは懐中時計の示す方角に向けて進み続けた。左腕の感覚が徐じよ々じよに失われていく。それに合わせるかのように意識が朦もう朧ろうとする時間が増えてきた。我に返り、呼吸を整える。剄けいの流れを途と絶だえさせないようにする。武芸者の速度で走っている最中に無様に転げては、さすがに奇跡のような状況で無事を保ったこのスーツにも傷が走るだろう。そしてそれは、おれの勝ち得た奇跡を泥どろの中に放ほうり捨てるような行こう為いでしかない。


　意識を保つ努力をしながら、走り続け、歩き続ける。視界に枠をするような形で靄もやが生まれたのはいつからか。それは時を追うごとに濃こくなり、その領域を広げていく。


　やがて、色をうまく認にん識しきできなくなってきた。全すべてが白黒に染まったかと思えば、血を撒まいたかのような赤色に染まることもあった。正常な色彩感覚はどこかに去り、荒れ果てた荒こう野やは行きすぎた芸術家の妄もう想そうのような世界へと変化し続けた。


　視界が狭せばまり、そして奇き怪かいな色合いとなる中、聴ちよう覚かくの方もおかしくなったようだ。風の音すら聞こえなくなったかと思えば、突とつ如じよとして轟ごう音おんが耳を叩く。周囲を確かめてもなにも存在しない。あるいは、肉体の機能を上じよう昇しようさせる活かつ剄けいをうまく制せい御ぎよできていないのかもしれない。


　やがて、足が進んでいるのかどうかさえもよくわからなくなる。


　それでもおれは走り続け、進み続けた。肉体が意思に対してどんな反応を示しているかさえもわからなくなっていたが。それでも意識は前に進み続けた。


　あるいは地面に倒たおれたまま、進み続ける夢を見ているだけなのかもしれない。しかしそれでも、おれは進み続けた。


　進み続けているはずだった。


　気がつくと、なにか揺ゆさぶられていた。ヘルメットの向こうに硬かたい感かん触しよくがあるように思える。


　地上がおれの視界を縦に割って続いている。


　いつの間にか倒れていた。全身の感覚がどこか遠いものに思える。いまの状況ならたとえ汚染物質に焼かれていても気付かないだろう。


　あるいは死につつあるのかもしれない。


　愚ぐ者しやの末路とはこういうものだ。瞬しゆん間かんの未来しか見ない。そのさらに先にあるもののことを考えないから、こんなことになる。


　メイリンの憎悪はおれを生へ縛しばることを放ほう棄きしたのか。最低の死に向かうはずだったおれを殺し損そこね、そうすることを諦めたか、傷が癒いえる様子はない。あるいは戦いの果ての傷でこのまま死ぬことも彼女の望みに適かなうのかもしれない。汚お染せん獣じゆうとの戦いで死ぬ。これはあいつの恋こい人びとだった男……もう名前も忘れてしまったが、あの男が画策していたことでもある。その末の死。なるほど、あいつの希望に適うものなのかもしれない。


　ならば、死んでやれない。


　あいつはおれを憎悪していなければならない。呪のろっていなければならない。水の中で揺らめくあいつの顔を思い出す。憎み憎み憎み、初めてあいつがおれの前に晒さらした感情だ。人形のように全てを受け入れながら醸じよう成せいし続けてきた感情だ。


　それは、おれのものだ。


　それが晴らされてはならない。


　月になど置いておけない。おれの手に戻もどさなければならない。炎の女に奪うばわれたレアンも、廃貴族も取り返さなくてはならない。シャーリーの真意を強ごう引いんにでも暴かなければならない。おれが生きて帰ったとき、あいつはどんな顔をするのか。


　ああ、おれは最低の人間だ。


　ぐらぐらと揺れる世界で立ち上がる。吐はき気けがする。もう、剄けいを奔はしらせることもできない。足あし下もとは不安定で、おれは揺れていた。世界が揺れているのか、おれが揺れているのか、わからなかった。色彩の狂くるった視界は狭まり、穴を覗のぞき込んでいるようだ。その穴の中は黒と白の靄が交こう互ごに現れ、なにも見えていないに等しい。


　もはや頼たよりになるものはなにもない。己の体すらも役に立たない。


　それでも、進まなければならない。おれの意識は前へと進む。


　進み続ける。


　なんども倒れ、その度たびに感覚のない体を動かし、動かしているつもりで立ち上がり、前に進む。左腕が使えないという意識さえもない。骨のない腕を支えとして立ち上がったときもあったかもしれない。もはやわからない。痛みもないのだ。


　ただ、揺れ続けるのだ。


　世界は黴かびが生えたような斑まだらな靄に支配され、おれはその中を泳ぐように進んでいく。


　進みながら、おれはそれを見た。


　いや、見たのかどうか、よくわからない。しかしそれはおれの前に現れた。揺れる世界の中で、黴の生えた視界の中で、ただ前へ進むことしか考えていない意識を裂さき、おれの前に現れた。


　光だ。


　それはひどく、優やさしい光だった。


　おれの感じたことのない光だった。


　こんなものが存在していることを、おれは知らない。


　激情と怠たい惰だの中で生きてきたおれは、こんなものを知らない。


　全身を撫なでるように触ふれ、水の中を漂ただようような心ここ地ちにさせる、不思議な光だ。暖かい春季帯の日に、芝生しばふに寝ね転ころんで浴びるような光だ。


　その光の中央に、一つの姿があった。


　幼い子供だ。


　童女と呼ぶ方が正しいのか。その小さな体よりも長い髪を宙に漂わせ、なんとも言えない微笑みを浮うかべた童女が、おれの身長よりも少し高い位置にいる。


　この感覚には覚えがない。だが、この存在自体は、似たものを見た記憶がある。


「電子精せい霊れいか」


　声が出たのかどうか、わからなかった。全て朦朧とした中で、光を伴ともなう童女だけがはっきりとした姿をおれの前に現している。音はなにも聞こえない。手足の感覚もない。揺れる視界の中で童女の姿だけがおれの前から消えることがない。


　童女が微笑みの種類を変えたことはわかった。肯こう定ていの笑みだろう。


　なぜ、電子精霊がここにいる？


　あるいはこれもまた幻まぼろしなのだろうか。夢の中の出来事なのだろうか。おれはまたどこかで倒れ、意識を失っているのだろうか。


　電子精霊がまたも笑みを変える。今度は微笑みではなく、はっきりとした笑顔をおれに向ける。笑顔しか知らぬかのような、春の光を宿した童女はおれの周りを、おれの頭上で回転する。


　言葉はない。


　言葉を喋しやべることはない。


　回転の後、童女はおれのすぐ側そばにやってくる。


　おれの前に降りてくる。


　その手がおれの頭に触れる。


　言葉が響ひびいた。


『あげる』


　それは鈴すずの鳴るような、おれの耳に響くにはあまりにも無む邪じや気きな子供の声だった。


『きっと、必要だから』


　耳を閉じたくなる。こんなものがおれに触れるということが、なにかをひどく冒ぼう瀆とくしているような気持ちにさせた。愚者を叩たたき伏ふせる至上の一手を打たれたように、おれの意識は、おれの意識さえもが立つことが許されなくなるような気分になる。


　童女は笑いながらおれの周りを回っている。おれは立っているのか倒れているのかわからないまま、それを見ている。


「名は？」


　おれはそう問いかけた。


「お前の、名前は……？」


　世界は相変わらず揺れている。


　揺れる世界で、童女は笑えみを浮かべたままおれの手を取った。


『ツェルニ』


　童女が答える。


『帰ろう』


　そう言った。


　おれの意識は、完全に途絶えた。


　しかしやはり、おれは死んではいない。
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　エピローグ







　目覚めたとき、そこは緑の世界だった。


　緑の中を、おれは浮ふ遊ゆうしていた。体は動かない。いや、ひどく自由な感覚だった。プールに潜もぐって体を漂わせているような感覚だ。


　事実。それは液体だった。


　そして揺れる水の世界の向こう側に、なにかを隔へだてて別の世界があるようだった。その向こうを人が歩いている。人らしきものが歩いている。緑の液体の中にいるおれは、視界を定めることができず、向こう側にいるものがどうやら人らしいというぐらいにしかわからなかった。


　ああ、おれは、仲間入りしたのだ。


　そう思った。あの地下で見たガラス筒づつに収まる標本たちの仲間入りをしたのだと思った。奇怪な人造生物や無数のレアンや、そしてニルフィリアの仲間入りをしてしまったのだと思った。


　ガラスの向こうにいるのは、こんなおれを観察しているのか？


　茫ぼう漠ばくとした意識の中でそれだけを考え、おれの意識は再び暗くら闇やみの中に落ちていく。





　次に目覚めたとき、やはり緑の世界のままだった。


　だが、視界が少しだけ鮮せん明めいになっている。体の感覚は相変わらず無かったが、薄うすくぼやけた視界が、以前よりもほんの少しだけ世界を映していた。おそらくは、瞼まぶたを完全に開けていないのだと気付くこともできた。そうすることができないよう、おれの体は目覚めることを禁じられているように、おれには感じられた。


　ガラスの向こうには、誰だれの姿もない。おれの前には、誰もいない。


　観察する者のいない世界で、もう少し、頭を動かすことができた。


　この感覚には覚えがある。


　そう、兄貴だ。


　くそったれのザンディアスのことが頭に浮かぶ。


　兄貴はあれで死んだのか？　ライツエルの死が、そのまま奴やつの死となったのか？


　どうしても、そうは思えなかった。


　ならば次に会ったときには殺さねばならない。炎ほのおの女からの奪だつ還かんもそうだが、そちらも重要だ。


　強ごう欲よく都市の頃ころから、兄貴はおれに執しゆう着ちやくしているところがあった。


　それはつまり、おれの持つ怒いかりを、奴は以前から欲しがっていたのだ。それを独どく占せんしたいからこそ、あいつはおれに執着していたのだ。


　ずいぶんと気持ち悪い話じゃないか。


　殺さなくてはならない。


　そう考えているうちに、おれは再び闇に落ちる。





　三度目に目覚めたとき、そこには涙なみだがあった。


　より鮮明になりながら、しかし瞼を完全に開けることができず、細長くぼやけた視界の中に涙があった。


　ガラスの向こうの世界に涙がある。それを流す者がいる。


　シャーリーだ。


　一人、ガラス筒の前に立ち、涙を流している。


　泣なき崩くずれるわけでもなく、湧わき上がる嗚お咽えつを押し殺しているわけでもなく、ただそこに立ち、後ろから見ればただおれを見上げているだけにしか見えない立ち姿で、涙を流している。


　表情を一いつ片ぺんとして崩すことなく涙を流している。


　そこに宿っている感情がどういうものなのか、いまのおれにわかるはずもない。このガラス筒から出た後にそれがわかるのかと問われれば、やはりわからないだろうと首を振ふるしかない。


　あるいは、おれは死んだものとして、やはりレアンになろうとしていた者たちと同じように標本となる運命なのかもしれない。彼女はその運命に涙しているのかもしれない。


　おれにはわからない。


　あるいはわかろうとしていないのか。


　それすらもわからない。


　わからないままに、おれは再び闇に落ちる。





　次に目覚めたとき、そこは緑の世界ではなかった。


　照明の落ちた、一室であり、どこかから漏もれてくる光によっておぼろげに浮かぶ白い天てん井じようが見えた。


　見覚えのある光景だった。


　病院だ。


　そしてここは、おれが前に眠ねむっていた病室ではないのか？　いま思えばうんざりするほどに数えた染しみが、同じ配置でそこにあることを薄闇の中でも確かく認にんできた。


「そうか」


　おれは呟つぶやいた。その声はひどく乾かわいていて、喉のどに引っかかった。


　無事に生き残り、生せい還かんした。


　そういうわけか。


　ただ、どういう経けい緯いで生還できたのか、それがおれにはよくわからない。自力で帰還したとはとうてい思えない。出発前のシャーリーのあの口ぶりでは、救助隊を出していたとは思えないし、偶ぐう然ぜんにも最後に気を失った場所がツェルニの進路の途と中ちゆうであったとして、地上に倒たおれた人間一人を外がい縁えん部から見つけるような目の良い者を配置しておいたとも思えない。


　では、どうやって？


「それは、わたしが教えてあげましょうか？」


　唐とう突とつな声だが、おれは驚おどろかなかった。


　あの時と同じようにベッドの端はしに座り、ニルフィリアがおれを見下ろしていた。


「もったいぶった言い方だな。お前がなにかしたわけじゃないだろう」


　喉は渇かわいていた。その奥で痛みも走ったが、言葉は自分の耳にも届いた。しかし、ニルフィリアは不快に顔を歪ゆがませることなく、しかしいつものような冷笑的嘲ちよう笑しよう的な表情を見せることなく、むしろ誇ほこらしげに首しゆ肯こうした。


「ええそうよ。わたしがしたことではない。あなた以上に愚おろかで、そしてあなたが足あし下もとにも及およばないほどに可愛かわいらしい、あの子がしたことよ」


　それはおそらく、褒ほめているのだろう。この夜色の少女にしては恐おそろしく珍めずらしい出来事をおれは見たような気がした。


　そしてその感覚は、間ま違ちがっていないはずだ。


「お人ひと好よしのあの子があなたを助けたのよ」


　あの子と呼ばれた存在がなんなのか、頭の中に浮うかぶものはなにもなかった。


「なんだそれは？」


「出会ったはずよ。死にかけだったから覚えていないのかもしれないけど」


　言われて、おれはようやくその姿を思い出した。朧おぼろな意識の中で見た、光を纏まとった童女。


「ツェルニ」


　おれの呟きに、ニルフィリアは笑みを深くした。


「あの子からあなたはもらったのよ。わたしがいなくても狩かりを続けられる手段を。獣けものの足をね。このどれだけの広さなのか誰も知りはしない世界の中で、自由に人のいる世界を歩き回れる足を」


「なんだって？」


「あなただからこそ得られたのかもしれない。なにしろあなたは人間のようでいて、人間ではないから」


「…………」


　人間のようでいて人間ではない。その事実はわかっているつもりだが、他人にそれを言われるとなんともいえない気分になる。


「縁えんというシステムがあるのよ。電子精せい霊れい間の相そう互ご通信システムと覚えておけばいいわ。まぁ、詳くわしいことは追おい々おいわかるでしょう。前にも言ったけれど、わたしももう、あなたにそれほど関かかわっていられないのよ。少し休まないといけないし。今回のことは、さすがに痛手だったと認めないわけにはいかない。悔くやしい話だけどね」


　ニルフィリアの顔から笑え顔がおが消えることはない。だが、最後に見せた笑顔は硬こう直ちよくし、むりやりに維い持じしたものように思えた。そこにはこの女の矜きよう持じが存在しているように思えた。


「さて、これであなたとはしばらくのお別れになるわね」


「永遠にさよならしていたいがな」


　言うと、ニルフィリアが強こわばった笑みを弾はじけさせた。


「そうね。帰ってくるまではわたしもそう思っていたわ。牙きばのない猟りよう犬けんに用はないもの。でも、そうはならなかった」


　その目に浮かんでいるのは、ある種の親しみか。


　この女に親しみを抱いだかれるなど、冗じよう談だんではない。魔ま性しようの瞳ひとみはおれを吸い殺そうとするかのようにおれを見つめている。目を離はなすべきか、あるいは食い破るべきか。そんな逡しゆん巡じゆんを抱かせる。


「次に会うときは、あるいはこの世の果てに辿たどり着つくときかもしれない。牙を磨みがいておきなさい」


「言われるまでもない」


「ふふ」


　空気に溶とけるような、そして空気に媚び薬やくを混ぜるような笑声を残してニルフィリアは消えた。


　ツェルニがおれに与あたえたものがなんだったのか。結局、あの女は詳しい話をしなかった。獣の足と呼んだ。おれがこの世界を自由に動くための足と。


　本当に、そんなものをおれに与えたのならば、この都市の電子精霊はとんだお人好しだ。


　いや……


　おれは、電子精霊の姿を思い出していた。あの童女が浮かべていた笑みを思い出した。ニルフィリアとは真逆に位置するような、春の日の太陽のような笑顔を思い出した。


　おれともまるで正反対に位置するようなあの笑顔を思い出した。


　そうだ。学園都市なんてものに宿る電子精霊だ。都市の人間全すべてが未熟者であることを許し、成熟すれば出て行くことを許すような都市を司つかさどる電子精霊だ。


　ニルフィリアなんてものを抱かかえることを許しているような都市だ。


　そして、あの女にあんな誇らしげな笑みを浮かべさせるような電子精霊だ。


　あの女の心さえも溶かしてしまうようなお人好しに違ちがいない。


　ああ。


　おれは、心の中で吐と息いきを零こぼした。


　シャーリーの涙を思い出した。


　レアンの笑顔を思い出した。


　そして、それら全てにあの電子精霊の笑顔が重なった。


「くそっ」


　舌打ちが自然と出てくる。


　これはもう、どうにもならないのかもしれない。


　そして。


　いいだろう。そうも考える。


　このおれを飼い慣らそうというなら、やってみればいいではないか。


　鎖くさりで繫つなぐことができないなら、仲良くなればいい。


　そういうことなのだろう？


　ツェルニよ。







　　　　†




　その日、おれは一つの建物の中に入った。


　建物そのものは大きいのだが、中に入ればパーティションによって区切られ、ちょっとした迷路のような様相を呈ていしている。その中をおれは案内板に従って進み、一つのドアの前に立つ。


　ドアに貼はり付けられた真新しい表札を見る。十七という数字がそこには書かれている。


　鼻を鳴らし、おれはドアを開けた。


　そこには、四人いた。


　コルスが硬かたい表情でおれを出で迎むかえた。おれは特別素材のパーティションに区切られた空間が以外に広いことを確認しながら、四人を見る。コルスの他ほかは、あの下部ゲートで会った錬れん金きん科の女しかわからない。他は、今日初めて会う。


　思い思いの場所に立つ四人は、コルスを除けば、おれが足を止めても集まってくる様子はなかった。


　その反応はおれの想像の範はん囲い内に収まるものでしかない。


「なるほど、やはりバカばかりだ」


　おれは呟く。


　四人はおれの言葉にそれぞれの反応を示したが、やはり集まっては来ない。


　かまいはしない。


「おれが、この隊の隊長となったディクセリオ・マスケインだ」


　告げる。


「小隊というのはこの都市では精せい鋭えいを意味する。付いてこられない奴やつは置いていく。助ける気などおれにはない。逃にげ出したくなれば逃げればいい。責めはしない。気にもしない。それでこの小隊が成り立たなくなるのなら、おれにはお前たちが必要なかったという事実が残るだけだ」


　宣告する。


　瞬しゆん間かん、敵意の視線がおれに刺ささった。一人おれの前に立つコルスも鼻白んだようだが、その後は顔を真っ赤にして硬直している。


　おれはその反応を、敵てき愾がい心しんに満ちようとする空気を感じ、笑みを零した。


　さあ、こいつらをどうしてくれよう。


　おれはそう考えながら学園指定の錬金鋼ダイトを復元させた。


　まずは打ちのめすとするか。






　エピローグ２　──幻想踏破──







　記き憶おくが途と切ぎれる。


　嚙かみ破ってやった。


　おれはここにいる。


　吠ほえている。


　なにかを見ていると己おのれを恫どう喝かつする。


　そんなものを見ている暇ひまなどない。


　そんなものを見る必要などない。


　わかっているだろう？


　わかっているはずだ。


　おれが何者か。


　おれがどんな者か。


　おれはディクセリオ・マスケイン。


　復ふく讐しゆうする者。奪だつ還かん者。強ごう欲よくに身を焦こがす者。あらゆるものを手に入れなければ気が済まない愚おろか者もの。


　ただ、それだけのことだ。


　オーロラ粒りゆう子しがそれを暴あばこうが暴くまいが。それによってなにかを現そうと現すまいと、それはどうでもいいことだ。それは全て偽にせ物ものにしか過ぎないのだ。


　おれに注がれる憎ぞう悪おがそれを示している。


　おれの死を願う想おもいがそれを示している。


　おれの望むものはオーロラ粒子で誤ご魔ま化かせるようなものではない。


　おれの望むものはこんな世界に喰くわれてしまうものではない。


　おれの望むものは欺ぎ瞞まんの幕に覆おおい隠かくせるものではない。


　さあ、姿を見せろ。


　そこに在るのはわかっているんだ。


　いるんだろう、そこに。


　炎ほのおが爆はぜ躍おどる。


　夜色の少女は哄こう笑しようを続けている。あの世界ですり減り続けたものを取り返し、おぞましい闇やみを引き連れて笑っている。その中で冴さえ冴ざえとした美しさを誇ほこって笑っている。


　さあ、姿を見せろ。


　欺瞞の因子がそれを可能とするのだろう。


　全てを夜に染めたこの世界に、それはあるのだろう。


　あの世界を見つめているのだろう。


　おれの生き様を見ていたはずだ。あの世界の全てを見ていたはずだ。お前が閉じ込めたはずのものが逆ぎやく襲しゆうする様を見ていたのだろう？　それに抵てい抗こうする者たちの戦いを見ていたのだろう？


　おれがここにいることに、もう気付いているのだろう？


　さあ、姿を見せろ。


　月よ。






　ナイト＝メア＝ウォーカーズ02







　覚えのない夢を見る。


　幸せな夢だ。


　ツェルニの繁はん華か街がいを知らない男と歩いている。赤い髪かみの、獣けもののような男だ。


　夢の中の自分はこの男の隣となりを歩いていることにとても幸せを感じている。


　夢だとわかるのは、鼻が利きかないからだ。


　ツェルニだとわかるのは、側そばを過ぎていく人たちが制服を着て歩いているからだ。


　だが、夢を見ている自分はここがツェルニだとは思えない。もちろん、学園都市の全ての街並みを覚えているわけではないのだけれど、しかしそれでも、なにかが違うような気がしてならない。


　なにより、こんな赤毛の隣にいることで良い気持ちになっている自分が信じられない。


　シャンテ・ライテにそんな気持ちは存在しない。


　鼻が利かない上に見慣れない夜の街を歩くのはシャンテを落ち着かない気分にさせる。


　しかし、夢の主人公は違う。


　夢を体験するとともに、それを第三者的に傍ぼう観かんしてもいる。二重の感覚は全体の理解を曖あい昧まいにする。


　夢の中の自分はこの街並みを知っているし、赤毛の男のことを知っている。男の隣を歩くことを幸せだと感じているし、その気持ちがシャンテにも伝でん播ぱして胸の奥が温かい。


　だが、シャンテはこの街並みを知らないし、赤毛の男のことも知らない。こんなことに幸せを感じている自分が不可解だし、胸の温かさに罪悪感を覚えてしまう。


　わけがわからない。


　だから、現実のシャンテは唸うなった。


　威い嚇かくの唸りを低く響ひびかせ、この不快さと相対する。


　これはいったいなんなのか？


　不可解さの正体を探さぐろうという気持ちもある。


　だが、それよりも彼女には勝まさるものがある。


　衝しよう動どうだ。


　胸の内、腹の奥、頭の芯しん……体中のありとあらゆるところから瞬しゆん時じにわき起こる激しい熱のような衝動がシャンテを突つき動かす。そのときには冷静な考えなんてありはしない。


　ただただ、己おのれの中から突き上げてくる激しい衝動に従ってしまう。


　いまは、この不快な夢に対して警けい戒かい心がわき起こっている。


　なにをしでかすかわからないこの夢に牙きばを剝むかずにはいられなくなっている。


　そう……


　不可解でよくわからないこの夢を、シャンテの衝動は危険だと判断した。


　排はい除じよしなくてはならないと思っている。


　そうしなければ、なにかが壊こわれてしまう。


　現実のシャンテの、なにかが壊れてしまう。


　その危険をシャンテの衝動は恐おそれている。


　唸り、威嚇し、いかにして牙を突き立てるか……


　この夢というあやふやな存在に対して。


　どう戦えばいいのか、答えが出ないまま唸り続け…………


　そして、いつのまにか朝を迎むかえている。


　悪夢は去り、シャンテ・ライテの現実がやってくる。


「なんだ？　また寝ね不ぶ足そくか？」


「ぶうぅぅぅぅ」


「変な声を出すな」


　体に張り付く重さに不ふ機き嫌げんが止やまない。ゴルネオになにを言われようと、シャンテは様にならない唸りを続けた。


　朝の涼りよう気きが抜ぬけきらない体の熱を少しは持ち去っていく。しかし寝不足の体にこもった不完全燃焼気味の熱は、いつまでも張り付いて離はなれる様子がない。


「休んで寝ねるか？」


「んにゃ！」


　まじめなゴルネオがこんなことを言い出すほどシャンテの寝不足は深刻にみえたのか。シャンテは強ごう情じように首を振ふると、ひらりとゴルネオの肩かたに乗った。


　巨きよ漢かんのゴルネオと小こ柄がらなシャンテという組み合わせ、そして武芸者という肉体能力があるからこそ、こういうことができる。


　ゴルネオの頭に顎あごをのせ、シャンテは大きく息を吐はく。この場所が一番安心できる。不可解な夢が続いて、ベッドでは安心して眠ねむりにつくことさえできない。いまはこの、ゴルネオの体から滲にじみ出る安心感がなによりも嬉うれしかった。


「おい、よだれを垂らすなよ」


　シャンテは彼が顔をしかめているのが手に取るようにわかる。


「むにゃ」


「まったく」


　だが、本気で怒おこっているわけではないこともわかる。だから思い切り彼の頭に頰ほおを押しつけると、そこにある朝の匂においを胸むね一いつ杯ぱいに吸い込み、すんなりとやってくる眠りに身を委ゆだねるのだった。


「おい、本気でよだれは垂らすなよ」


　そんな不安げな彼の声も子守歌にしかならない。







　　　　†




　シャンテ・ライテに産みの親に関する記憶はない。


　気がついたときには獣に育てられ、獣として生きていた。


　森海都市エルパにある放牧樹林地帯の奥地で野生化した獣に育てられた。人もあまり近寄らないそんな奥地にどうやって赤あかん坊ぼうを捨てたのか？　本当に捨てたのか？


　犯罪の可能性も考こう慮りよされて捜そう査さされたらしいのだが、結局、なんの痕こん跡せきも見つけることはできなかった。


　保護された少女はシャンテ・ライテという名前を与あたえられ、施し設せつに入ることになる。


　そして紆う余よ曲きよく折せつの果てにエルパを出、学園都市ツェルニにやってきた。


　口の悪いものは厄やつ介かい払ばらいされたのだと言う。だが、それが悪いことだとは思わない。エルパの人間との諍いさかいは絶え間なかった。彼らがシャンテを獣から人間に変えようとしていたのはわかる。


　だが、人間に戻もどらねばならない理由がシャンテにはなかった。自分を獣だと純じゆん粋すいに思っていたから、彼らの方がシャンテに人間という枷かせを無理矢理かけようとする悪者にしか思えなかった。だから彼らと仲良くすることはなかったし、衝しよう突とつしたし、憎にくしみ合あった。


　しかしいまは人間になりたいと思っている。学園都市ツェルニに来られたことを幸運だと思っている。


　ゴルネオと出会えたのだから。





　心ここ地ちよい眠りに落ちていたシャンテは、違い和わ感を覚えて目を開けた。


「……やっと起きたか」


　聞き慣れた苦いものを嚙かんだような声は顎の下から聞こえてきた。


　どうやらずっとゴルネオの肩に乗ったまま眠っていたようだ。


「お腹なか空すいた」


「そうだろうさ、昼時だからな」


　ゴルネオの呆あきれた声を無視し、空腹の衝動に周囲を見回し、鼻を動かす。開けられた窓から入ってくる風には様々なにおいが混じっている。


　種々雑多なにおいの群れの中からシャンテはいまの自分が求めているものを選別し、さらにそこから今日の一番を選ぶ。


「がう」


　においの中から一つを選び出したシャンテはゴルネオの肩から飛び降りる。


「おい待て」


　いくらゴルネオの言葉でもこれだけは聞けない。


「おうんっ！」


　一声吠ほえるとシャンテは窓を抜けて校舎の外へと飛び出す。


　今日のお昼はジェット屋台のソースそばパンに決めた。


　校舎の壁かべを走り、屋根を跳とび越こえてジェット屋台の前に着地する。屋台の主はそんなシャンテの登場に慣れたもので、黙もく々もくとソースそばパンを用意していく。


　物を買うにはお金が必要だということはもう学習した。ときどき面めん倒どうになることはあるけれど、このソースそばパンは気に入っているのでちゃんとお金を払はらう。お金を払わなければお前が欲ほしい物はお金がなくて作れなくなる、と以前ゴルネオに教えられた。エルパでも同じようなことを言われたような気がするが、ゴルネオに言われた方がより身に染しみて覚える気になった。


　お金を払いたくない物は欲しくない物だし、それならお金を払う必要もない。そして自分もまたお金を稼かせがなくてはならない。武芸者としての自分の能力はお金を稼げるから、武芸科に所属して活かつ躍やくする。


　ここまでをシャンテの中で当たり前にするまでには相当な努力が必要となった。そして、その努力をしたのは、ツェルニではゴルネオとなる。


　ソースそばパンでお腹いっぱいになって幸せな気分に浸ひたっていると、またあの違和を感じた。


「ん」


　校舎近くにあるお気に入りの背の高い木で寝ね転ころがっていたところで、シャンテは鼻を動かして辺りを探った。昼に目が覚めたのも空腹のためもあったが、この違和感のためでもあった。


　ツェルニで嗅かいだことのないにおいが、今日になって急に混ざった。


　懐なつかしいような、しかし危険なような不可思議なにおいだ。このにおいのせいで変な夢を見たのではないかと思えた。どうにも納なつ得とくできないあの夢は、思い返すと腹が立ってくる。ゴルネオ以外の男が自分になれなれしくしているのが気に入らない。


　毒のような危険はないと判断したシャンテは鼻を動かし、においを確かめる。


　だが、毒のような危険はなかったとしても、他の危険は存在した。不可思議な悪夢を見せたように、それはシャンテの肉体ではなく、精神に染み込み影えい響きようを及およぼす。


「……む」


　ゆっくりと訪おとずれた異変に、シャンテはお腹に手を当てる。食べ過ぎたのかと首を傾かしげる。だが、今日はむしろいつもよりも少なめにしたつもりだ。


「むむむ？」


　気持ちが悪くなるということはない。


　ただ、お腹が熱い。


　しかもこれは胃ではなく、もっと下の辺りだ。


　手で触さわっても熱は感じられない。だが、腹の奥でなにかが燃えているような感かん触しよくがある。


「うぅ……」


　体がうまく動かせないというわけでもないので無視してもかまわないのだが、しかしやはり気になってしまう。


　どうしたものかと考えているとチャイムが鳴った。


　すぐにお腹の痛みなどどうでもよくなる。授業にはちゃんと出る。それもまたゴルネオに教えられたことだからだ。





　出たときと同じように窓から教室に滑すべり込む。ゴルネオの肩かたに戻ろうとしたら怒られたので自分の机でふて寝をした。


　目を開ければ授業がすっかり終わっていた。


　それから練武館で訓練をこなし終えると、外は夕焼けを過ぎて夜になってしまう。


　ここ最近は、概おおむねこのようにして日を過ごしている。


　鍛たん錬れんをして強くなることは嫌きらいではない。なによりゴルネオと訓練をするようになって、エルパにいるときよりもはっきりと強くなっていくのがわかるだけに、練武館に通うのは楽しいと思っている。


「お腹空いた」


　ただ、練武館を出てからの目眩めまいをするような空腹感だけは、当たり前だけれど好きになれない。


「そうだな。今日はどこかで食べて帰るか」


　日によってはゴルネオの部屋で彼の手作り料理を食べるのだが、今日はそれを待っている余よ裕ゆうはなさそうだった。


「どこにするか……」


　そう呟つぶやく彼の横でシャンテは鼻を利きかせる。ツェルニのにおい分布は昼と夜で大きく変わる。昼なら校舎周辺に美お味いしいにおいが集まっているが、夜に近づくごとにそのにおいは校舎から離れていく。人のにおいに合わせて移動しているのだからそれは道理なのだが、あのジェット屋台には常に校舎周辺にいて欲しいと思うシャンテだった。


「ハンバーグ食べたい」


「お前最近、肉とソースの割合が高すぎる。野菜も食え」


「ぶー」


「サラダセットにしろよ」


「[image: ]ー」


　生の野菜は好きになれない。


「さあ、行くぞ」


　それでも夕食はハンバーグに決まった。シャンテは揚よう々ようとゴルネオの肩に飛び乗る。


「自分で歩け」


「がうっ！」


　聞く耳持たず。


「まったく……」


　ゴルネオの呟きにシャンテは楽しくなってハンバーグを連呼する。


『まったく』の言い方で彼が次にどうするかがわかる。


　いまのは怒っているのでも呆れているのでもない。


「それなら、急ぐぞ」


　そう言ったゴルネオが跳ぶ。優等生の彼がなにもないときに武芸者の能力を使うことはない。


　お腹が空いたシャンテのためにこうしてくれたのだとわかる。


「わおーん！」


　楽しくなってシャンテは吠える。夜の空気が体を強く撫なでていく。


「……あ！」


　それに気付いて、シャンテはまたお腹が熱くなった。


　今夜は月がとても近くにあった。





　その瞬しゆん間かん、頭の中がまっ白になった。





　　　　†




　月を見た記き憶おくがある。


「…………ふがう？」


　気が付くと一人だった。


　ゴルネオと一いつ緒しよにいたはずだ。とてもお腹が空いていて、ハンバーグを食べに行く途と中ちゆうだったはずだ。


　そのはずなのに、シャンテはいま一人でどこかわからない屋根の上にいた。


　エアフィルターのためにうすぼやけた星空の下には、電でん飾しよくの星がそこかしこで群れをなしていた。時計塔とうが文字盤ばんを輝かがやかせて夜に浮ういている。


　記憶の通りに、月は空にのしかかるようにしてそこにある。


「んぅ……？」


　お腹を押さえて首を傾げる。空腹感はなくなっている。それならハンバーグは食べたのだろうか？


　ゴルネオとどうやって別れて、それでなにをやっていまここにいるのか？


「……………………？」


　まったく思い出せない。シャンテは首を傾げるばかりだ。


　時計塔が見える方角や漂ただよってくるにおいから、自分のいる場所に見当を付ける。


　よくわからないのだからここにいる理由はない。シャンテは自分の部屋に戻もどるべく、そちらに体を向けた。


　向けようとした。


　だが、向けられなかった。


　視線が、月に戻っている。そんな自分にまたも首を傾げつつ、しかしやはり、月から目を離はなせない。


　腹が熱い。燃えるように熱い。


　大きな月を見ていると下腹部が熱くなる。


　これはいったいどういうことなのか。突つき上げてくる物がそこにある。なにかがシャンテの中で満ちて爆ばく発はつしようとしている。


「うぅ……」


　たまらない熱さにシャンテは唸うなる。


　だが、唸ったぐらいではどうにもならない。熱はなくならない。


「はぁ……はぁ……」


　わけがわからない。目眩さえも感じそうなほどの熱さは圧力となってシャンテの内部を占しめようとしてくる。


　占めて、爆発しようとしている。


　呼吸は荒あらくなっていく、気持ちはわけのわからない衝しよう動どうに昂たかぶっていく。なにをどうすればいいのかまるでわからないが、なにかをしなければ、爆発でなにもかもがなくなってしまうような恐きよう怖ふが脳のう裏りを埋うめていく。


「あ、うぅ……」


　さっきまでの幸せはどこに行ってしまったのか。ゴルネオと一緒に学校に行って、訓練して、そしてご飯を食べに行くのではなかったのか？


　その幸せはどこに行ってしまったのか？


　どうしていま、こんなにも苦しいのか。


　苦しさに涙なみだが出てくる。だが、この不快さに涙を流すだけで終わるシャンテではない。涙は怒いかりに変わり、牙きばが唇くちびるを嚙かむ。


「うぅっ！」


　胸にまで熱さが昇のぼってきた。焼ける痛みにシャンテは口を大きく開ける。





　吠ほえた。





　正体不明の衝動に彩いろどられた怒りを声に込こめ、内臓を焼き尽つくそうとする熱さを息として、月に向かって吠えた。


　遠吠えは夜気を震ふるわせ、放たれた熱は夜や陰いんを焦こがす。


　そう。


　現実に夜を赤く焦がした。


「ふが？」


　シャンテも驚おどろいた。


　意図してそうしたわけではない。放った衝動が剄けいと化し、そして炎ほのおとなったのか？


　だが、錬金鋼ダイトを持っていたわけではない。ゴルネオから習った化か練れん剄けいは、錬金鋼ダイトなしでは使えない剄けい技ぎだ。


　不可解は続いている。だが、火に関して、シャンテはそれほど気にしていなかった。


　変化は、まだ他ほかにもあったのだ。


「？　？　？」


　ふと、視界が高くなっていることに気付いた。


　自分の手を見る。体を見下ろす。


　見慣れないものがあった。


　細くて長い指をもつ掌てのひらがある。すらりと伸のびた足があった。


　シャンテの年相応に見られることがまったくない体がどこにもなかった。鏡がないので全身を見ることができないが、いま、シャンテを形作っている肉体は、自分自身を含ふくめて誰だれも彼女を彼女と思ってくれないだろうものにすり替かえられていた。


「？　？　？」


　言葉も出ないほどの驚きと混乱がシャンテを襲おそう。混乱は収まることなくシャンテの意識を揺ゆらし、かき回し、目を回す。


「あ……ふが？　うぅ……」


　回転は武芸者の頑がん強きような三さん半はん規き管かんさえも幻げん惑わくし、立っているのかどうなのか、自分のいまの状じよう況きようさえも意識から遠ざけさせ……


　やがて、全すべてが黒の中に溶とけていくことになる。





　黒の中に溶けた彼女の意識は、精神の底に眠ねむっていたもう一つの意識を揺り動かす。揺り動き、深く深く潜もぐって停てい滞たいしていたそれが浮き上がり、表層へと現れる。





　そうして、火神は目を覚ました。


「…………」


　周囲を見回す。状況を把は握あくする。


　火神の知る学園都市とは違ちがう。ここはどこなのか？


　あるいはここは《いつ》なのか？


　しかし、そうした疑問に長く拘こう泥でいすることはなかった。


　誕生したときからこの姿である火神は、時間に対してひどく鈍どん感かんでもあった。なによりいまこのとき、火神の人格を形成するいくつかの自我候補の全てが沈ちん黙もくを保っていた。


　いまの彼女は己おのれに刻まれた基き礎そ行動表にのみ従う存在でしかない。


　危険がそこにあるから起き上がったのだ。そう判断する。


　判断すれば、危険の正体を探さぐる行動を開始する。


　鼻を鳴らす。都市のにおいを嗅かぐ。


《彼ら》のにおいがあった。


　それに、不可解な因子を持つにおいがあった。火神の肉体、現在の彼女の『肉』を形成するシャンテに内在する、親から受うけ継ついだ習慣という肉体反応を喚かん起きさせるにおいがあった。


　そのにおいが、シャンテの中に眠っていた火神を起こす衝動の銃爪ひきがねとなったようだ。


　火神はさらに鼻を動かす。旧人格の設定した休きゆう眠みん解放の条件は揃そろっていない。ならばこれは緊きん急きゆう事態であり、そしてそれには、このにおいが関かかわっている。


　このにおいに近づくか否いなか……判断はそこへと集約することになる。火神はわずかの間その場に立ち尽くすと意を決して飛び出す。


　シャンテの小さな体が収まっていた衣服はいまやぼろ切れと化して、わずかな箇か所しよを隠かくす役にしか立っていない。しかし、火神にはその名が示す通りの炎があり、彼女の体は紅くれないに彩られている。


　跳ちよう躍やくする彼女を追うように炎は揺れ、ツェルニの空で紅の波を打つ。


　空を駆かける炎の波は、しかしその見栄えに反して誰の目にも留まることなくツェルニ生産地区に舞まい降おりる。


「…………」


　夜に沈しずむ木々の中で、火神は眼前にある木を見上げた。


　成長促そく進しん剤ざい特有の長細さが目立つ木だが、幹の具合や枝えだ振ぶり、葉の形にはシャンテの記憶を刺し激げきするものがある。


　より濃のう密みつとなったにおいが、これがそうだと教えている。


　火神の記憶にはない。しかし、シャンテの記憶にはある。彼女が親と思っている獣けものはこの木が群生している場所で暮らしていた。


　このにおいはシャンテにとって故郷のにおいということになる。


　しかし、それだけでこうなってしまうのは過か剰じよう反応というものだ。さらになにかがある。シャンテの記憶に深く潜ると、その理由はあっさりと見つけることができた。肉体に宿る本能……そういうよりも、親と信じて接し続けた獣たちの習性を自分にもあると信じ、そして取り込んでしまっている。心が肉体に直接作用してしまっているのだ。


　それは、火神という存在を内包しているが故ゆえの形態の危あやうさからだというのは自明の理だろう。


　原因はわかった。だが、その原因がどうしてここにあるのか？　その疑問は解決していない。


　この木、ハトシアの木はツェルニには存在しないはずの木だ。その証しよう拠こに、シャンテはいままでツェルニでこのにおいを嗅いだことがないのだから。


　成長促進剤が使われているところからも、植えられたのはつい最近ということになる。


　誰が？　なんのために？


　いや……


　誰が、ははっきりとしている。


　なんのために、もわかりきっているのかもしれない。


　狼ろう面めん衆が火神を取り戻そうと動いた。これで間ま違ちがいないだろう。完成と同時に彼らの手から離れた火神の居場所を遂ついに突き止めたということなのだろう。


「…………」


　無言のまま、火神は来たるべき戦いに向けて身に纏まとう炎に意識を注ぐ。エアフィルターの影えい響きようで大気中に存在するオーロラ粒りゆう子しは希き薄はくだが、しかし存在しないわけでもない。火神のそれと原理そのものに違いのない武芸者の剄けい脈みやくは問題なく稼か働どうしている。


　ただ、本領を発揮するというわけにはいかない。


　これはエアフィルターに包まれた都市内だからというだけではない。現在の火神そのものの能力が不完全なのだ。ハトシアの木……シャンテにある本能を利用した強制的な覚かく醒せいのためだろうか。火神は自己保存のために慎しん重ちような行動を選せん択たくする。


　大きく力を使えるのは一度きり。


　その一度でこちらを狙ねらって蠢しゆん動どうする者たちを焼やき払はらうため、火神は息をひそめ、その刻ときを待つ。





　その刻が来るまで、火神は微び動どうだにする気はなかった。


　だが、狼面衆とて動かない火神を無む闇やみに探し回るような真ま似ねはしなかった。


　なにより彼らには、シャンテの本能を揺さぶるハトシアの実が存在する。





「ぐっ、うぅぅ」


　潜せん伏ぷくしていた火神は湧わき上がる衝しよう動どうに身もだえすることになる。ハトシアの実の香かおりが都市の全域に散布されている。常人にはわからないだろう。また、菓か子し類の香り付けに使われそうなこのにおいは、バン・アレン・デイという菓子の祭に騒さわぐいまの学園都市の雰ふん囲い気きに紛まぎれ、武芸者でさえも気付くことはないに違いない。


　だが、シャンテの肉体には特別な作用を及およぼす。


　体内で荒あれ狂くるう衝動は、火神のそれとは別の熱となって神経を焦じらす。


　堪たえきれるものではない。


　衝動によって覚醒した火神は、その衝動によって翻ほん弄ろうされる。


「がっ、うっ……」


　荒れ狂う衝動が、抑おさえようとする火神を押しのけて出てこようとする。現れた火神を再び意識のそこに追い落とそうとする。


「ぐぁ……」


　それに逆らう力が出ない。


　火神としての覚醒が完全ではないというだけではない。ハトシアによる衝動がそれほどに強力というだけではない。


　それ以外にもなにかの因子が存在する。


　そのために火神はハトシアのにおいを無視することができず。衝動に翻弄されることになり……


　そして再び、強制的な眠りにつかされることになる。
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　どうしてこんなところにいるのだろう？　シャンテは首を傾かしげた。


　ここは生産区にある果樹園だろう。そこら中にある木々からそういうにおいがしている。


　そして、それに混じって懐なつかしいにおいがしていた。


「あ……」


　においの元を求めて進むと、そこにはやはり見たことのあるものがある。故郷にあったそれよりも貧相だが、間違いなくハトシアの木々だ。


　懐かしさで木々に見入ったのはわずかの間、シャンテは木々を見回して重要なものがないことに気がついた。


「実……」


　周りには実の残ざん滓しがにおいとなって残っている。木々からは実を生なす際に放たれるにおいで満ちている。


　それなら、実は誰かに残らず持っていかれてしまったということだ。


　シャンテは鼻を鳴らしてにおいを追いかける。


　実があれば両親や兄弟たちがしていたような『いいこと』ができる。エルパにいる頃ころは『いいこと』に興味はなかった。だが、いまは興味がある。


　それは、両親や兄弟たちと同じように引き寄せられる異性が現れたからということなのだろうと決めつけ、シャンテはにおいを追って生産区を飛び出した。





　シャンテから火神、そしてまたシャンテに……


　ハトシアの実による興奮作用を利用され、シャンテという存在は本人の自覚のないままあやふやに揺ゆれていく。


　そのあやふやさの隙すき間まを狙い、火神を引きずり出そうとする狼面衆たちの存在を知らぬままに、シャンテはにおいを追って生産区を抜ぬけ、ツェルニの空を駆け跳とび、倉庫区へとやってきた。


　多くの食料が保存されているらしいこの一角には、ハトシアの実だけではなく、他の食べ物のにおいも満ちていた。


　普ふ段だんのシャンテならば空腹に負けて他の食べ物に幻げん惑わくされたことだろう。


　だが、今夜は違う。


「うがうっ！」


　ハトシアの実が収められている倉庫を見つけた。シャッターの向こう、混凝土コンクリートの壁かべから染しみ出して香るにおいは濃密過ぎて、シャンテは目眩めまいがしそうだった。早くそのにおいを全身に塗ぬりたくりたい。実に宿る要素を全身に絡からませたい。欲求は激しく、シャンテはシャッターが見えていないかのようにまっすぐに跳ぶ。


　そのときだ。


　潜ひそんでいた狼面衆が動く。


　まさにこの瞬しゆん間かんを待ち構え、狼面衆はこの場に潜んでいた。フード付きの厚手のコートのようなものに身を包んだ狼面衆たちの数は十人以上に及ぶ。それらが手に手に捕ほ獲かく用の武器を携たずさえ、シャンテに突とつ進しんしていく。


　前しか見ていないシャンテに、狼面衆たちの攻こう撃げきが避さけられるはずがない。


　だが、前しか見えていないのは、シャンテだけだ。


　シャンテの中にいた火神は違ちがう。


　ハトシアの実によって覚醒し、そして再びハトシアの実によってシャンテの内部に引き戻もどされたと思われていた火神が、狼面衆たちを迎むかえ撃うつ。


　炎ほのおはシャンテの背後で膨ふくれあがった。


「まさか！っ」


　狼面衆たちの驚きよう愕がくは、音もなく夜を押しのける紅ぐ蓮れんに飲み込まれる。


　シャンテは空に広がる火球には目もくれず、眼前にそびえるシャッターに向かう。


　殴なぐりつける。


　しかし、あらゆる災害に対応するために作られた倉庫のシャッターは武芸者の拳こぶし一つでは壊こわれない。大きくひしゃげながらも、シャンテの小さな体を押し返した。


　そして……


「ぎゃいっ！」


　ひしゃげたシャッターが生み出した金属の騒そう音おんは、ハトシアの実に狂きよう奔ほんしていたシャンテにも効いた。耳を押さえると受け身もそこそこにその場に落ち、しばらく悶もん絶ぜつすることになる。


「ぐぃぃぃ……ゴル」


　ようやく体が動くようになったシャンテは涙なみだ目めでその場から逃にげ出す。


　倉庫の前にはなにもない。ただ、暴走の証拠としてひしゃげたシャッターがあるだけだ。


　狼面衆がいたという証拠は残らない。


　ここで策と策が交こう叉さし合い、ぶつかり合ったという証拠が見つかることはない。


　逃げ去っていくシャンテも気付かない。


　誰だれにも気付かれないまま、戦いの第一幕は終しゆう了りようした。





　しかし第二幕にシャンテの居場所はない。


　そこはレイフォンやフェリ、都市警察たちの活動という、都市と人によって構成される通常社会の浄じよう化か作用が存在し、火神の罠わなにはまり戦力が減退した狼面衆たちにその効果を及ぼす。


　ハトシアの実を作るのに要した現実的な手段が都市の法にひっかかり、それが結果的に狼面衆を排はい除じよする力となる。


　倉庫区から逃げ出したシャンテは自分の部屋があるアパートへと一目散に向かい、飛び込んだ。ルームメイトに気付かれることなく自分の部屋に入る。


　諦あきらめたわけではない。


　倉庫区から退たい避ひする途と中ちゆうで自分がどうしてだか裸はだかになっていることに気付いたからだ。首を傾げながら服を着、そしてまた飛び出す。


　失敗した。だが諦めたわけではない。


　ハトシアのにおいはいまもシャンテの鼻び孔こうをくすぐり、体中を撫なで回している。体は微び熱ねつに冒おかされ、息は気が付くと荒あらくなる。倦けん怠たい感はなく、むしろ体を動かしたくてたまらない。


「うぅぅぅ…………」


　このにおいをもっと側そばで感じたい。


　ゴルネオに会いたい。


　二つの欲求は一つに重なり、シャンテは再び倉庫区に到とう着ちやくする。


　だが、今度は慎しん重ちように行動する。倉庫が思った以上に強固だったこともあるし、シャッターのあの音が不快すぎたこともある。


　それだけではなく、警けい戒かいの気配が辺りに満ちているからだ。


　倉庫区の警備員だけではない。シャッターを囲むようにしているのは都市警察の連中だ。


「がうっ」


　面めん倒どうなことになった。少し離はなれた場所の屋根に身を潜め、シャンテは考える。さきほどの失敗で相手を警戒させてしまった。


　こうなったら、機を窺うかがうしかない。


　ただ、ハトシアに誘さそわれる自分を抑えられるのはいつまでか、自分自身との戦いでもある。


「うぅ……」


　低く唸うなる。このにおいがシャンテの獣じゆう性せいを引き出しているというのもあるが、ゴルネオが側にいないと人間の言葉を喋しやべるのが億おつ劫くうになる。


　とにかく、シャンテは好機が訪おとずれるまで辛しん抱ぼう強づよくこの場で待つことにした。


　朝になり、昼になり、そしてまた夜になる。


　堪たえきれずに飛び出して、失敗した。捕つかまることはなかったけれど、おかげで警戒はさらに厳重になってしまう。


「がぅ」


　無念と、頭をもたげた弱気に唸りも弱くなる。それでもにおいは執しつ拗ようにシャンテを誘ってくる。体は求める。再び、好機を狙ねらって屋根の上で辛しん抱ぼうする時間が始まった。


　そうしていて、いつのまにか……


　シャンテは眠ねむってしまったのだろう。


　いつ眠ってしまったのか、まるで自覚はないのだけれど、これは夢なのだと思う。風景は潜んでいる屋根のままで、顔に当たる風や都市のにおいに変化はないけれど、これは夢に違いない。


　いつのまにか、すぐそばに見知らぬ女性が立っていた。


「こんにちは」


　女性は、屋根に張り付くようにしているシャンテを不ふ審しんそうに見るでもなく、笑え顔がおを浮うかべてそう言った。


「がう」


「できれば、ちゃんとした言葉でお話しして欲しいな」


　どこか少年のような雰ふん囲い気きのある女性にそう言われると、どうしてか逆らう気になれなかった。


「…………誰だ？」


　こんな近くまで気付かずに近づかれたというのに、警戒する気になれないのもおかしい。だからシャンテはこれを夢だと判断する。ならすぐに起きなければと思うのだが、ハトシアのにおいから解放されたような精神の静せい寂じやくさに安あん堵どしているのも噓うそではなく、また女性の正体が気にもなった。


「ふふーん」


「おい」


「ないしょ」


　笑って名乗ろうとしない女性にシャンテは唸る。武芸科の制服を着ているのだからツェルニの人間で間違いないのだろうが、しかし女性のにおいには覚えがない。外見は覚えなくとも、においはよく覚えられる。シャンテはツェルニにいる人間のほとんどをかぎ分ける自信があった。


　それなのに、この女性のにおいには覚えがない。ツェルニの人間ではないのか？


　しかしそれにしては、制服姿に違い和わ感かんがない。


　違和感はそれだけではない。


　なんというか、この女性には『ずれた』においがするのだ。なにが『ずれて』いるのかは、よくわからないが。


「ねぇ、あなたの話を聞かせて」


「がう」


「そんなこと言わないで」


「がう」


「もう」


　こちらの拒きよ否ひを正確に読み取り、女性が困った顔をする。その正確さに少し驚おどろいたが、夢だと思っているのでそういうこともあるのだろうで落ち着く。


「わたしはほんとに、あなたのことが知りたいだけなのに」


「がう」


「うーん……それなら、彼のことは？」


「うぅ……？」


「あの人、ゴルネオさんのこと」


「……ぐぅぅ」


「あ、違う違う。彼のことをそんな風には思っていないから」


「うぅ？」


「あなたがどんな風に思っているか、それを知りたいの」


「がぅぅ……」


　警戒しようという気持ちはあるのだが、それがうまく働かない。この女性といると気分がどんどん安らいでいく。


　話してもいいかな、という気持ちになってしまう。


「るぅ……」


　最初はゴルネオの強さに惹ひかれた。武芸科の授業で対戦し、徹てつ底てい的てきにやられてしまった。強い武芸者はエルパにもいたけれど、なぜかゴルネオには惹かれた。


　最初はよくわからなかったけれど、ゴルネオと一いつ緒しよにいるのは楽しそうだと思ったから、彼にまとわりついていた。


　最初は、獣けものの子がじゃれ合う相手を見つけたような気持ちだったのかもしれない。


　しかしそのうち、惹かれた理由がそういうものではないことに気がついていった。どういう風にそれに気付いたのか、自分でも良くわからない。それこそ武芸の訓練という名のじゃれ合いの中で不意に気付いてしまったというしかない。


　惹かれた理由は彼という存在に潜せん在ざい的にある優やさしさなのだと気付いた。


　そう気付いたとき興味が好意に変わったのかもしれない。


「そう」


　女性は頷うなずいた。


　自分はなにか喋っただろうか？　軽く唸り、そしてゴルネオのことを考えただけのはずなのだけれど……


　だが、それだけで女性には全すべてが伝わった。そう感じたし、おそらくそれは事実だ。


「あなたは自由に生きているんだね」


　女性は少年のような面おもてに寂さみしげな、そして羨うらやましげな空気を乗せてシャンテを見つめる。


「それは、わたしがどうしても手に入れられなかったもの。欲ほしくて欲しくてたまらなかったもの。なにがしたいかわかってて、気持ちに正直でいられる。他人にどんな風に思われても関係ない。あなたはそうでありたいあなたでいられる」


「がぅ」


「ふふ、そうね。あなたにとっては当然のことで、他人に言われるまでもないのよね」


「ぐう」


「……でも、そんなあなたが羨ましい。わたしではないことが、妬ねたましい」


　女性が目をそらす。シャンテに背を向けて、ツェルニの景色に身を投げ出す。


「あの人がなんて言うのかはわかってる。他人に託たくすなんて愚おろかしいことだって言うのはわかってる。だけどわたしには、自由でいる勇気がない」


　女性はもうこちらを見ない。やはりそれもなんとなくなのだけれど、シャンテにはわかった。


　彼女はもうこちらを見ない。見られない。なにもかもをお見通しの女性の中身を、シャンテはほんの少ししか見通すことができない。


　それがどういうことか。それはつまりどういうことなのか。わかったような気がするのに、シャンテはわかりきれていない。


「あなたはわたしではない。安心して。わたしはあなたになれなかった。あなたはあなたであって、わたしはわたしではない。あなたの片かた隅すみに残っているわたしの願いは、いつかあなたを困らせることになるかもしれない。だけど安心して、あなたはそのときに、新たな自由を手に入れられる。もしかしたらそれが本当かもしれない。あなたの本当かもしれない」


「がう」


「ははは、そうだね。なにが本当かは、あなたが決めればいいことだよね」


　女性は振ふり返かえらない。ツェルニの空に溶とけてしまいそうなほどに儚はかなくそこに立ち、シャンテに背を見せる。


「……うん、やっぱりあなたと話をしておいてよかった」


　女性は振り返らない。


「廃はい貴き族ぞくの気配があなたの中にあるスイッチを入れた。おかげであいつらにあなたの位置を知られてしまった。だけどこの都市ならあなたは守られる。そのときが来るまで必ず」


　そのときが来るまで。


「あなたの幸せな姿を見れてよかった」


　振り返らないが、女性がこの上もない笑顔を浮かべているに違ちがいないと、なぜだか、シャンテはそう思った。





　　　　†




　これよりすぐ後に、ハトシアの実に絡からんだ一つの企たくらみは終わることになる。その中心にいたはずのシャンテが気付くことなく、ただ混乱し、振り回されたままで。


　しかし、彼女はそのことに不満や疑問を抱いだくことはない。振り返ることもない。


　彼女は自分の幸せがなにかを知っているから。


　それ以外のことなど些さ末まつな問題であると、知っているから。





　　　　†




「にゃっ！」


　いつの間にか眠っていた。シャンテは飛び上がりそうになったのを堪えて、再び緊きん張ちよう状態に体と意識を持っていく。ハトシアのにおいは相変わらず鼻び孔こうを撫なでて誘さそっている。


　そのときを待つ。


　忌いま々いましいシャッターが上げられた。貨物車にハトシアの実が運ばれていく。


　機が訪おとずれたのだ。


　シャンテは体中を剄けいで満たす。運動神経を研とぎ澄すませ、爆ばく発はつの瞬しゆん間かんを見定める。


　においの先にゴルネオもいるような気がする。


　それは、もしかしたら都合が良いかもしれない。


　シャンテはにやりと小さな牙きばを見せて笑うと、目標に向かって跳とんだ。






　あとがき







『聖戦のレギオス２　限りなき幻像群ミラージユ』をお送りします。


　今回は好き放題生きているくせに鬱うつ屈くつを感じている我わが儘ままなディクセリオ・マスケインことディックに、少し窮きゆう屈くつな思いをさせました。


　人は生きている間に、どれだけ好きに生きられるのでしょう。人と関かかわれば関わるなりに、関わらなければ関わらないなりに、どこかで満足できないものが発生します。そういうものにどう対処すればいいのか、そういう中でどれだけ自分の満足を得るための行動を起こすことができるか、ディックはそういう状じよう況きようの中でなにに満足を得るのか、そして得られるのか。そういう物語に仕立ててみたつもりです。もちろんそれだけでなく、ディックという人間そのものの内面の変化にも気をつけてみました。


　そのあたりをお楽しみいただければ幸いです。





　それでは、次巻で再びお会いできることを祈いのって。




雨あま木ぎシュウスケ







　文庫版あとがき







　というわけで文庫版「聖戦２」です。雨木シュウスケです。


　今回はあとがき２Ｐです。神はいたのです。





　二巻です。レアン回です。著者プロフでも書きましたがレアンはお気に入りです。


　枚数ないのでパパッと予告とか告知など。





「鋼殻のレギオス19」でも告知しますが、以前に募集した怪談の景品ショート・ショートを「鋼殻のレギオス20」で発表します。長らくお待たせしました。





『次回予告』


　あらゆるものに終わりは来る。だが、始めたものが順じゆん繰ぐりに終わるわけではない。復ふく讐しゆうは残り、変化が胸に刻まれる。己おのれが己であろうとすること。復讐をやり遂とげること。己が何者であるのかということ。変化はディックの足あし跡あとに確かな影かげを落とす。


　落ちた影に導かれ、ディックの戦場は終末へと向かっていく。


　そこでディックの見るものは。


　復讐の結末は？





　次回、聖戦のレギオスⅢ　終わりなき夜光群オーロラ。





　お楽しみに。





　読者様、関係者様方に変わらぬ感謝を。




雨木シュウスケ
















初　出





　本作品は、平成21年10月、小社より刊行された単行本に加筆修正したものです。




聖戦のレギオス２


限かぎりなき幻像群ミラージユ





雨あま木ぎシしュゆウうスすケけ
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